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「
マ
ン
ポ
」と
は
？

主
に
農
業
用
水
を
通
す
た
め
の
ト
ン
ネ
ル
を
さ

し
た
通
称
名
で
あ
る
。現
在
は
、土
盛
り
し
た
高

架
の
下
を
、道
路
や
通
路
と
し
て
行
き
来
す
る
こ

と
が
で
き
る
。地
域
に
よ
っ
て
は
、マ
ン
ボ
や
マ
ン
プ

な
ど
呼
び
名
が
異
な
る
。

マ
ン
ポ
は
、そ
の
ほ
と
ん
ど
が
レ
ン
ガ
積
み
で
補
強
さ

れ
、明
治
時
代
の
技
術
を
そ
の
ま
ま
残
し
た
鉄
道
構

築
物
で
あ
る
。

「
マ
ン
ポ
」と
は
？

主
に
農
業
用
水
を
通
す
た
め
の
ト
ン
ネ
ル
を
さ

し
た
通
称
名
で
あ
る
。現
在
は
、土
盛
り
し
た
高

架
の
下
を
、道
路
や
通
路
と
し
て
行
き
来
す
る
こ

と
が
で
き
る
。地
域
に
よ
っ
て
は
、マ
ン
ボ
や
マ
ン
プ

な
ど
呼
び
名
が
異
な
る
。

マ
ン
ポ
は
、そ
の
ほ
と
ん
ど
が
レ
ン
ガ
積
み
で
補
強
さ

れ
、明
治
時
代
の
技
術
を
そ
の
ま
ま
残
し
た
鉄
道
構

築
物
で
あ
る
。

マ
ン
ポ

ふ し ぎな
ト
ン
ネ
ル

甲中吹橋りょう（横屋）

わ
が
ま
ち
の
か
く
れ
ス
ポ
ッ
ト「
マ
ン
ポ
」

瑞
穂
市
は
、平
均
水
位
が
4
〜
5
m
の
長
良
川・揖

斐
川
に
挟
ま
れ
、お
よ
そ
10
m
の
堤
防
に
守
ら
れ

て
い
る
。こ
の
特
殊
な
土
地
柄
か
ら
、J
R
東

海
道
線
に
は
踏
切
が
な
い
。全
て
高
架
さ

れ
た
線
路
が
東
西
を
横
断
し
て
お

り
、人
や
車
は
、マ
ン
ポ
を
利
用
し

て
南
北
を
行
き
来
す
る
。市

内
に
は
、ち
ょっ
と
気
に
な

る
不
思
議
な
マ
ン
ポ

が
、人
が
通
る
こ

と
の
で
き
る
状

態
で
残
って

い
る
。

わ
が
ま
ち
の
か
く
れ
ス
ポ
ッ
ト「
マ
ン
ポ
」

瑞
穂
市
は
、平
均
水
位
が
4
〜
5
m
の
長
良
川・揖

斐
川
に
挟
ま
れ
、お
よ
そ
10
m
の
堤
防
に
守
ら
れ

て
い
る
。こ
の
特
殊
な
土
地
柄
か
ら
、J
R
東

海
道
線
に
は
踏
切
が
な
い
。全
て
高
架
さ

れ
た
線
路
が
東
西
を
横
断
し
て
お

り
、人
や
車
は
、マ
ン
ポ
を
利
用
し

て
南
北
を
行
き
来
す
る
。市

内
に
は
、ち
ょっ
と
気
に
な

る
不
思
議
な
マ
ン
ポ

が
、人
が
通
る
こ

と
の
で
き
る
状

態
で
残
って

い
る
。



●
雁
ヶ
坪
橋
り
ょ
う︵
牛
牧
︶で
瑞
穂
市
Ｐ
Ｒ
動
画

　

の
撮
影
に
臨
むM

IZU
H

O
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G

 G
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●
甲
中
吹
橋
り
ょ
う︵
横
屋
︶は
強
度
を
備
え
た

　

全
国
的
に
珍
し
い﹁
ね
じ
り
マ
ン
ポ
﹂

●
一
の
町
架
道
橋︵
穂
積
駅
︶に
は
明
治
時
代
の

　

穂
積
駅
ホ
ー
ム
に
上
が
る
階
段
を
埋
め
た
跡
が
残
る

　
　
治
39
年
８
月
１
日
、
穂
積
駅
が
開
駅
し
た
。

　
　
東
京
の
新
橋
か
ら
兵
庫
県
神
戸
ま
で
の
東
海

道
本
線
の
開
通
は
明
治
22
年
７
月
１
日
の
こ
と
。

大
垣
駅
は
明
治
17
年
に
、
岐
阜
駅
は
明
治
20
年
に

加
納
駅
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ
開
駅
し
て
お
り
、
そ
れ

か
ら
十
数
年
後
の
こ
と
で
あ
る
。

穂
積
駅
が
で
き
る
ま
で
、
汽
車
は
今
の
よ
う
に
高

い
と
こ
ろ
を
走
っ
て
い
な
か
っ
た
。
こ
の
あ
た
り

は
、旅
人
も
避
け
て
通
る
、長
良
川
、糸
貫
川
、中
川
、

五
六
川
、
犀
川
な
ど
の
中
小
河
川
が
北
か
ら
南
へ

流
れ
て
い
る
地
域
で
、
横
断
し
て
走
る
汽
車
は
、

絶
え
ず
堤
を
昇
り
降
り
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ

た
。
そ
の
た
め
、
汽
車
は
無
駄
な
力
を
つ
か
い
、

速
度
も
思
う
よ
う
に
出
せ
な
か
っ
た
。
明
治
29
年

の
大
洪
水
の
際
に
、
只
越
村
で
糸
貫
川
が
切
れ
、

長
良
川
と
犀
川
間
の
鉄
道
路
線
は
ほ
と
ん
ど
押
し

流
さ
れ
た
。
こ
れ
を
き
っ
か
け
に
、
鉄
道
沿
線
の

水
田
か
ら
土
地
を
掘
っ
て
盛
り
上
げ
、
現
在
の
東

海
道
線
の
高
さ
に
な
っ
た
。
こ
の
時
に
掘
っ
て
で

き
た
池
の
跡
が
現
在
も
見
ら
れ
る
箇
所
が
あ
る
。

田
ん
ぼ
や
水
路
、
通
路
が
あ
っ
た
と
こ
ろ
に
鉄
道

を
高
架
し
た
た
め
、
水
路
や
通
路
が
分
断
さ
れ
た
。

そ
こ
で
、
マ
ン
ポ
を
造
り
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り
通

れ
る
よ
う
に
し
た
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。

　
　
ン
ポ
は
、
瑞
穂
市
内
に
は
１１
か
所
存
在
し
、
そ

　
　
の
う
ち
７
つ
の
マ
ン
ポ
を
「
探
検
マ
ン
ポ
」
と
し

て
紹
介
し
た
。

当
時
の
技
術
が
、
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
残
さ
れ
た
鉄
道
構

築
物
の
ひ
と
つ
で
あ
る
マ
ン
ポ
は
、
ひ
っ
そ
り
と
私
た
ち

の
ま
ち
の
風
景
に
溶
け
込
ん
で
い
る
。
そ
の
存
在
が
当

た
り
前
に
な
っ
て
し
ま
い
、
こ
の
地
域
の
特
性
か
ら
で

き
あ
が
っ
た
特
殊
な
も
の
だ
と
い
う
こ
と
が
、
す
っ
か

り
忘
れ
去
ら
れ
て
し
ま
っ
た
。
ひ
ん
や
り
と
し
た
マ
ン

ポ
の
レ
ン
ガ
に
触
れ
る
と
、
今
昔
を
折
り
重
ね
、
こ
の

ま
ち
の
発
展
に
寄
与
し
て
き
た
重
み
を
感
じ
と
る
こ
と

が
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。

子
ど
も
の
頃
に
経
験
し
た
「
砂
場
で
山
を
作
って
穴
を

掘
り
、
反
対
側
か
ら
掘
っ
た
穴
か
ら
差
し
出
し
さ
れ
た

友
達
の
手
を
握
り
、
つ
な
が
っ
た
時
の
あ
の
喜
び
」
を

思
い
出
し
た
。
ト
ン
ネ
ル
で
あ
り
な
が
ら
、
ま
ち
と
ま

ち
、
人
と
人
を
つ
な
ぐ
『
架
け
橋
』
に
な
っ
て
い
る
マ

ン
ポ
。
瑞
穂
市
に
と
っ
て
、
こ
れ
か
ら
も
血
の
通
う
存

在
で
あ
って
ほ
し
い
。

明

▲PR 動画撮影地
http://www.city.
mizuho.lg.jp/6302.
htm

朝日大学大学院経営学研
究科教授の畦地真太郎先
生によるマンポの研究コ
ラム掲載中
http://www.city.mizuho.
lg.jp/9241.htm#h30
ぜひご覧ください。

参
考
文
献
等　
小
野
田
滋
『
鉄
道
構
造
物
を
探
る
』（
平
成
27
年
）

講
談
社
、
進
藤
末
次
『
穂
積
駅
も
卒
寿
』（
平
成
8
年
）
岩
水
印
刷

社
、
穂
積
町
史
編
纂
委
員
会
『
穂
積
町
史 

下
巻
（
近・現
代
）』（
昭

和
54
年
）
穂
積
町
、
穂
積
の
あ
ゆ
み
編
集
委
員
会
『
穂
積
の
あ
ゆ
み
』

（
昭
和
62
年
）
穂
積
町
教
育
委
員
会
、瑞
穂
市
魅
力
発
信
サ
イ
ト
『
瑞

穂
市
の
マ
ン
ボ
探
検
』

マ
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11月4日
（日）

今年もフェスタは大盛況！！
場所：巣南庁舎周辺

11月11日
（日）

防災の備え 地域で共有
場所：穂積中学校

11月18日
（日）

瑞穂の秋を体験！
場所：巣南柿農園（十七条）

11月23日
（金・祝）

身体を学ぶ 怪我を防ぐ
場所：総合センター サンシャインホール

瑞穂市総合防災訓練
　防災関係機関、災害時応援協定を締結した企業など28団体が参加し、岐阜市消防本部による高所救助活動や消防団との
消火活動が行われました。また、煙体験施設や地震体験コーナーなどが設けられ、多くのかたが実際の災害がどのようなも
のかを体験していました。赤瀬瑞穂消防署長は「いつ起きてもおかしくない地震。広範囲には救助が行き届かないため、ま
ずは自助、共助をお願いしたい。」と話しました。

▲放水訓練のようす ▲煙体験のようす ▲応急救護所設置訓練のようす▲AEDの使い方を署員から教わるようす

▲講演後に対談する室伏さん

室伏由佳さん講演会
　女子ハンマー投げで日本記録
を持つ、室伏由佳さんを講師に迎
えた講演会を行いました。円盤投
げやハンマー投げの歴史や、現
代のスポーツ科学のお話の後
で、室伏さんが現役時代に苦しめ
られた腰痛やケガを通し、人体に
ついて学ぶことが重要だと思い
至ったことなどが語られました。

▲グラウンドを練り歩く一団

FC岐阜 瑞穂市ホームタウンデー
　ＦＣ岐阜がアビスパ福岡をホームに迎えたこの日、市内サッ
カー少年団４チームや
よさこいチーム富有樂
猩が試合前やハーフ
タイムに市の観光ＰＲ
をしました。

▲MIZUHO SWING GIRLSと軽快に踊るかきりん

みずほふれあいフェスタ２０１８
　あいにくの天候でしたが、毎年恒例の富有柿の皮むきロン
グロング大会や富有樂
猩のよさこいソーラン
で盛り上がり、活気あ
ふれるフェスタとなり
ました。今回はダンス
のステージが多く催さ
れ、かきりんも楽しそ
うに踊っていました。

▲柿を傷つけないように丁寧にとるよ

柿の収穫体験会
　柿振興会が開催す
る体験会に小学４～
６年生の児童やその
保護者のかたが集ま
り、収穫作業の方法
や柿の選別基準など
を教わり、大きく実っ
た柿を収穫しました。

来シーズンもがんばれ！FC岐阜！
場所：長良川競技場

11月17日
（土）
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１１月１４日
（水）

事業所の火災に備えて…
場所：瑞穂消防署

11月20日
（火）

多年にわたる教育への功績
場所：教育長室

瑞穂市防火協会　操法指導会
　協会に加入する市内事業所の従業員を対象に、初期消火
で使用する消防設備の操作方法を学ぶ指導会を開催しまし
た。初めて消防設備を操作する参加者が多く、消防ホース
がうまく伸ばせなかったり、放水の水圧に体がぐらついた
り、悪戦苦闘してい
ました。瑞穂消防署
員の指導のもと操
作方法を習得し、
火災発生時の初期
消火に備える機会
となりました。

11月１１日
（日）

いちにっさんしっ五六、元気！
場所：五六川親水公園ほか

11月20日
（火）

図書館分館の充実を願って

社会教育委員の会より答申
　瑞穂市図書館分館の充実に向けた取り組みについて、平
成30年２月に教育長より諮問を受けた社会教育委員の会
が、答申書を教育長に渡しました。
　答申にあたり、馬淵俊紀委員長と宇野睦子委員は、「子ど
もの読書活動の拠点となるよう、分館のさらなる充実を願い
ます。」と教育長に伝えました。教育長は、「何度も会議を開
催し、望ましい分
館の在り方を検討
していただき、本
当にありがとうご
ざいました。」と答
申書を受け取りま
した。

春秋叙勲伝達
　昭和45年に小学校の教諭として奉職して以来、県内の
教育の発展に貢献された柴田秀夫さん。長年の功労を称え
瑞宝双光章の叙勲
を受け、１１月１２日
（月）に東京国際
フォーラムにて伝
達式が、皇居にて
拝謁が行われたこ
とを教育長に報告
しました。

瑞穂市女性防火クラブ連絡協議会　後期店頭広報
　女性防火クラブ員が、瑞穂消防署と協力し、市内の食料
品店など１０箇所で、買い物客に対し住宅用火災警報器設
置に関する啓発活動を行いました。
　この活動は平成２４年度から年２回継続的に行っており、
火災警報器を適切
な場所に設置して
いただくことと、設
置している警報器
の電池の点検に重
点を置いて啓発を
しています。

▲啓発活動のようす ▲訓練のようす

▲喜びを報告する柴田秀夫さん（左）▲答申書を渡す馬淵委員長（中央）宇野委員（左）

穂積中学校の模擬株式会社が店頭販売
　穂積中学校の３年生が、キャリア教育として市内２か所の
スーパーでマグカップやエコバッグなど6点の商品を販売し
ました。法被を着た生徒たちの大きな声に、足を止めるお客
さんの姿が見られました。

牛牧友愛会主催「リバーサイドクリーン＆ウォーク２０１８」
　五六川親水公園とさい川さくら公園を出発点とし、清掃
活動をしつつ、楽しみながらメイン会場の「清流みどりの丘
公園」を目指して、ウォーキングをしました。
　清流みどりの丘公園では、岐阜県レクリエーション協会か
ら講師として来て
いただいた廣瀬友
紀さんの指導のも
と、軽運動やレクリ
エーションが行わ
れ、晴れ渡った秋
空のもと、会場はさ
わやかな陽気と活
気に包まれていま
した。

▲レクリエーションのようす ▲お買い上げありがとうございます！

１１月１５日
（木）

住宅用火災警報器の点検を
場所：市内商業施設

「あじさい笑店」限定オープン
場所：市内商業施設

11月23日
（金・祝）

場所：教育長室

はっぴ
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第
4
回 

瑞
穂
市
議
会
定
例
会

　

平
成
30
年
第
4
回
瑞
穂
市
議
会
定
例
会
が
11
月

30
日
か
ら
12
月
21
日
ま
で
の
22
日
間
の
会
期
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
会
議
で
市
長
が
提
出
し
た
議
案
は
、

　

同
意
案
件

　

人
事
案
件

　

契
約
の
変
更

　

審
査
請
求
案
件

　

指
定
管
理
者
の
指
定

　

条
例
の
制
定

　

条
例
の
改
正

　

補
正
予
算

の
合
計
19
件
に
つ
い
て
、い
ず
れ
の
案
件
も
慎
重
に

審
議
さ
れ
ま
し
た
。（
12
月
14
日
現
在
）

1
件
1
件
1
件
1
件
2
件
2
件
7
件
4
件

　

コ
ミ
ュニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
施
設
管
理
業
務
に
つ
い

て
、指
定
管
理
者
の
指
定
の
期
間
が
満
了
す
る
こ
と

に
伴
い
、指
定
管
理
者
を
指
定
す
る
た
め
、議
会
の

議
決
を
求
め
る
も
の
。

瑞
穂
市
自
転
車
駐
車
場
及
び
駐
車
場
の
指
定
管

理
者
の
指
定
に
つ
い
て

　

自
転
車
駐
車
場（
第
１
か
ら
第
５
ま
で
の
自
転
車

駐
車
場
を
い
う
。）及
び
穂
積
駅
北
駐
車
場
の
施
設

管
理
業
務
に
つ
い
て
、指
定
管
理
者
の
指
定
の
期
間

が
満
了
す
る
こ
と
に
伴
い
、指
定
管
理
者
を
指
定
す

る
た
め
、議
会
の
議
決
を
求
め
る
も
の
。

瑞
穂
市
下
水
道
事
業
の
設
置
等
に
関
す
る
条
例
の

制
定
に
つ
い
て

　

特
定
環
境
保
全
公
共
下
水
道
事
業
の
地
方
公
営

企
業
法（
昭
和
27
年
法
律
第
２
９
２
号
）の一部
適
用

に
伴
い
、市
条
例
を
制
定
す
る
も
の
。

瑞
穂
市
行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を
識
別

す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
法
律
に
基

づ
く
個
人
番
号
等
の
利
用
及
び
提
供
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　

生
活
困
窮
者
等
の
自
立
を
促
進
す
る
た
め
の
生

活
困
窮
者
自
立
支
援
法
等
の一
部
を
改
正
す
る
法

律（
平
成
30
年
法
律
第
44
号
）の
施
行
等
に
伴
い
、市

条
例
の
改
正
を
行
う
も
の
。

　
瑞
穂
市
附
属
機
関
設
置
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
に
つ
い
て

　

瑞
穂
市
行
政
不
服
審
査
会
及
び
瑞
穂
市
い
じ
め

調
査
委
員
会
の
委
員
の
任
期
を
変
更
す
る
た
め
、市

条
例
の
改
正
を
行
う
も
の
。

《
行
政
報
告
》

◎
平
成
30
年
第
２
回
瑞
穂
市・神
戸
町
水
道
組
合

議
会
定
例
会
に
つい
て

◎
報
告
第
18
号　

専
決
処
分
の
報
告
に
つ
い
て（
損

害
賠
償
そ
の
１
）

◎
報
告
第
19
号　

専
決
処
分
の
報
告
に
つ
い
て（
損

害
賠
償
そ
の
２
）

瑞
穂
市
農
業
委
員
会
の
委
員
の
任
命
に
つ
き
認
定

農
業
者
等
が
委
員
の
過
半
数
を
占
め
る
こ
と
を
要

し
な
い
場
合
の
同
意
に
つ
い
て

　

認
定
農
業
者
等
が
委
員
の
過
半
数
を
占
め
る
こ

と
を
要
し
な
い
場
合
に
お
い
て
、農
業
委
員
会
等
に

関
す
る
法
律
施
行
規
則（
昭
和
26
年
農
林
省
令
第

23
号
）第
２
条
第
１
項
を
適
用
す
る
た
め
、議
会
の

同
意
を
求
め
る
も
の
。

瑞
穂
市
農
業
委
員
会
の
委
員
の
任
命
に
つ
い
て

　

農
業
委
員
会
の
委
員
の
任
期
が
平
成
31
年
４
月

30
日
に
満
了
と
な
る
こ
と
か
ら
、新
た
に
14
名
を
農

業
委
員
会
の
委
員
に
任
命
し
た
い
の
で
、議
会
の
同

意
を
求
め
る
も
の
。

　
平
成
２９
年
度
犀
川
遊
水
地
牛
牧
排
水
機
場
改
築

工
事
委
託
契
約
の
変
更
に
つ
い
て

　

工
事
用
運
搬
路
の
延
伸
、安
全
対
策
、堤
内
側
の

家
屋
調
査
等
が
必
要
と
な
っ
た
こ
と
等
、委
託
金
額

を
増
額
す
る
必
要
が
生
じ
た
た
め
、議
会
の
議
決
を

求
め
る
も
の
。

瑞
穂
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
指
定
管
理
者
の

指
定
に
つ
い
て

議
案
第
70
号

議
案
第
74
号

議
案
第
75
号

議
案
第
76
号

議
案
第
77
号

議
案
第
78
号

議
案
第
71
号

議
案
第
72
号

議
案
第
73
号

議
案
第
66
号

議
案
第
67
号

議
案
第
68
号

議
案
第
69
号

瑞
穂
市
非
常
勤
の
特
別
職
職
員
の
報
酬
及
び
費
用

弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に

つ
い
て

　

昨
今
の
賃
金
上
昇
傾
向
を
鑑
み
、交
通
指
導
員

等
の
報
酬
を
改
定
す
る
等
の
た
め
、市
条
例
の
改
正

を
行
う
も
の
。

瑞
穂
市
債
権
の
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　

市
に
お
け
る
非
強
制
徴
収
公
債
権
の
放
棄
に
つい

て
、私
債
権
と
同
様
に
明
確
化
す
る
た
め
、市
条
例

の
改
正
を
行
う
も
の
。

瑞
穂
市
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い

て
　

地
方
税
法
等
の一部
を
改
正
す
る
法
律（
平
成
30

年
法
律
第
３
号
）の
公
布
に
伴
い
、市
条
例
の
改
正

を
行
う
も
の
。

　
瑞
穂
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
に
つ
い
て

　

将
来
的
な
県
内
の
国
民
健
康
保
険
税
水
準
等
の

統
一
化
を
目
指
す
と
と
も
に
、被
保
険
者
間
の
負
担

の
公
平
性
を
図
る
た
め
、市
条
例
の
改
正
を
行
う
も

の
。

平
成
３０
年
度
瑞
穂
市
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
３

号
）

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
３
億
４
５
８
万
１
千
円
を

追
加
し
、歳
入
歳
出
予
算
総
額
を
１
８
８
億
１
，２

８
３
万
８
千
円
と
す
る
も
の
。

平
成
３０
年
度
瑞
穂
市
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別

会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
２
６
万
４
千
円
を
追
加

し
、歳
入
歳
出
予
算
総
額
を
53
億
１
，５
２
４
万
３

千
円
と
す
る
も
の
。

平
成
３０
年
度
瑞
穂
市
後
期
高
齢
者
医
療
事
業
特

別
会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
９
万
円
を
追
加
し
、歳
入

歳
出
予
算
総
額
を
５
億
２
，４
９
８
万
７
千
円
と
す

る
も
の
。

平
成
３０
年
度
瑞
穂
市
学
校
給
食
事
業
特
別
会
計

補
正
予
算（
第
２
号
）

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
46
万
８
千
円
を
追
加
し
、

歳
入
歳
出
予
算
総
額
を
３
億
１
，０
７
７
万
９
千
円

と
す
る
も
の
。

瑞
穂
市
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
等
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　

民
間
給
与
と
の
較
差
に
基
づ
く
人
事
院
勧
告

（
平
成
30
年
８
月
10
日
付
け
）に
伴
い
、市
職
員
の
宿

日
直
手
当
、期
末
手
当
、勤
勉
手
当
及
び
給
料
表
の

額
の
改
定
並
び
に
市
議
会
議
員
及
び
常
勤
の
特
別

職
職
員
の
期
末
手
当
の
額
の
改
定
を
す
る
た
め
、市

関
係
条
例
の
改
正
を
行
う
も
の
。

瑞
穂
市
常
勤
の
特
別
職
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条

例
の
特
例
に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　

平
成
30
年
11
月
６
日
に
高
山
市
で
開
催
さ
れ
た

第
８
回
平
和
首
長
会
議
国
内
加
盟
都
市
会
議
総
会

に
お
い
て
、配
慮
に
欠
け
る
発
言
を
し
た
こ
と
に
対

す
る
責
任
を
明
確
に
す
る
た
め
、市
条
例
を
制
定

す
る
も
の
。

瑞
穂
市
自
転
車
駐
車
場
の
駐
車
料
金
を
減
免
し
な

い
と
し
た
処
分
の
審
査
請
求
に
つ
い
て

　

審
査
請
求
を
裁
決
す
る
に
当
た
り
、議
会
の
意

見
を
求
め
る
も
の
。

平
成
30
年
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移
り
ゆ
く
四
季
の

変
化
は
早
い
も
の
で
、

あ
の
酷
暑
だ
っ
た
夏
が

嘘
の
よ
う
に
、秋
は
急

速
に
深
ま
り
、寒
さ
が

増
し
て
く
る
季
節
と
な
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

今
年
も
残
す
と
こ
ろ
１
ヶ
月
余
り
と
な
り
ま
し
た

が
、本
日
、平
成
30
年
第
４
回
瑞
穂
市
議
会
定
例
会

を
開
催
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
と
こ
ろ
、議
員
各
位
の

ご
出
席
を
賜
り
、心
よ
り
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
ず
は
、開
催
に
あ
た
り
、私
の
平
和
首
長
会
議 

で
の
発
言
に
つ
い
て
、ご
報
告
と
お
詫
び
を
申
し
上
げ

ま
す
。

　

去
る
、平
成
30
年
１１
月
６
日
に
高
山
市
で
開
催
さ

れ
た
第
８
回
平
和
首
長
会
議 

国
内
加
盟
都
市
会
議 

総
会
で
の
平
和
に
関
す
る
取
組
事
例
の
報
告
の
際
、

平
成
２７
年
度
に
瑞
穂
市
が
実
施
し
た
長
崎
市
へ
の

「
ピ
ー
ス
メ
ッ
セ
ン
ジ
ャ
ー
派
遣
事
業
」で
生
徒
の
皆
さ

ん
が
大
変
暑
い
中
、平
和
学
習
に一
生
懸
命
取
り
組
ん

で
く
れ
て
い
た
姿
を
会
場
の
皆
様
方
に
お
伝
え
し
よ

う
と
す
る
あ
ま
り
、配
慮
に
欠
け
た
発
言
を
し
て
し

ま
い
ま
し
た
。

　

そ
の
こ
と
に
つ
い
て
、参
加
し
て
頂
い
た
生
徒
、並

び
に
保
護
者
の
皆
様
方
、更
に
は
、市
民
の
皆
様
方
、

議
員
の
皆
様
方
に
多
大
な
る
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
た

こ
と
を
深
く
反
省
し
、心
か
ら
お
詫
び
を
申
し
上
げ

ま
す
。

　

今
後
は
、こ
の
よ
う
な
こ
と
が
な
い
よ
う
に
、今
ま

で
以
上
に
相
手
や
周
囲
に
配
慮
し
た
言
動
を
心
が
け

る
と
と
も
に
、市
長
と
し
て
の
自
覚
を
強
く
持
ち
、全

力
で
市
政
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
の
で
、引
き
続

き
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、今
回
の
こ
と
を
踏
ま
え
、そ
の
責
任
を
明
確

に
す
る
た
め
、私
の
給
料
を
減
額
す
る
条
例
案
を
本

定
例
会
の
議
案
と
し
て
提
出
を
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

　

そ
れ
で
は
、本
定
例
会
で
の
私
の
所
信
及
び
提
案

す
る
議
案
に
つ
い
て
述
べ
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

　

ま
ず
は
、１１
月
４
日
に
市
民
と
の
交
流
の
場
で
も

あ
る
秋
の
恒
例
イ
ベ
ン
ト「
み
ず
ほ
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
タ

２
０
１
８
」を
開
催
し
た
と
こ
ろ
、あ
い
に
く
の
天
気

に
も
関
わ
ら
ず
、た
く
さ
ん
の
市
民
の
皆
様
方
が
参

加
し
て
頂
き
、会
場
も
多
く
の
来
場
者
で
溢
れ
る
な

ど
イ
ベ
ン
ト
は
盛
況
の
う
ち
に
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。こ
の
こ
と
は
、こ
の
イ
ベ
ン
ト
が
、市
民
の「
絆
づ

く
り
」の
一
役
と
な
っ
て
き
て
い
る
こ
と
、ま
た
、市
民

に
と
っ
て
は「
期
待
」や「
楽
し
み
」が
、そ
こ
に
溢
れ
る 

瑞
穂
市
の
恒
例
イ
ベ
ン
ト
と
な
っ
て
き
て
い
る
と
確
信

す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、11
月
11
日
に
は
、穂
積
中
学
校
で「
瑞
穂
市

総
合
防
災
訓
練
」を
実
施
し
、大
地
震
等
の
発
生
に

備
え
、自
治
会
、行
政
及
び
関
係
機
関
等
に
お
け
る 

初
動
体
制
の
確
保
や
防
災
意
識
の
高
揚
を
図
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

こ
の
訓
練
に
お
い
て
、市
民
一
人
ひ
と
り
が
日
常
及

び
災
害
発
生
時
に
お
け
る「
自
助
、共
助
」を
考
え
、

災
害
に
対
し
て
十
分
な
準
備
を
講
ず
る
訓
練
が
で

き
た
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。こ
れ
も
ひ
と
え
に「
ま
ち

づ
く
り
基
本
条
例
」に
掲
げ
る
市
民
参
加
、参
画
に

よ
る
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
が
実
践
さ
れ
た
お
か
げ
で

あ
り
、市
民
の
皆
様
、関
係
各
位
の
ご
努
力
の
賜
物

と
心
よ
り
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、当
市
も
新
年
度
に
向
け
て
予
算
編
成
が
ス

タ
ー
ト
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、財
務

省
の
発
表
に
よ
る
国
の
来
年
度
予
算
の
概
算
要
求

額
を
見
て
み
ま
す
と
、一
般
会
計 

に
お
い
て
過
去
最
高 

の
１
０
２
兆
７
，６
５
８
億
円
と
５
年
連
続
で
１
０
０

兆
円
を
超
え
て
お
り
、消
費
税
率
の
引
き
上
げ
な
ど

税
収
の
伸
び
を
背
景
に
各
府
省
か
ら
の
歳
出
要
求
の

圧
力
が
強
く
な
る
な
ど
、い
よ
い
よ
国
の
当
初
予
算

案
の「
１
０
０
兆
円
超
え
」の
可
能
性
は
高
く
な
っ
て

き
て
お
り
ま
す
。た
だ
、財
政
的
な
視
点
で
は
、増
え

る
社
会
保
障
費
、基
礎
的
財
政
収
支（
プ
ラ
イ
マ
リ
ー

バ
ラ
ン
ス
）の
黒
字
化
は
先
送
り
さ
れ
る
な
ど
、国
の

財
政
再
建
の
道
の
り
は
厳
し
い
も
の
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。そ
う
し
た
状
況
の
中
、地
方
へ
の
財
政
措
置
と
し

て
は
、総
務
省
か
ら
各
府
省
に
要
請
さ
れ
て
い
る
の
は

「
震
災
の
復
旧
・
復
興
の
推
進
」、「
公
共
施
設
等
適

正
管
理
の
推
進
」、「
消
費
税
率
引
上
げ
に
伴
う
需

要
変
動
の
平
準
化
に
係
る
措
置
」、「
幼
児
教
育
の
無

償
化
」、「
待
機
児
童
の
解
消
に
係
る
財
政
措
置
」、

更
に「
児
童
生
徒
の
安
全
確
保
の
た
め
の
財
源
確

保
」な
ど
が
要
請
さ
れ
て
お
り
ま
す
。今
後
は
、当
市

も
そ
う
し
た
国
の
地
方
へ
の
動
向
を
常
に
注
視
し
て

い
く
こ
と
が
重
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、当
市
の
来
年
度
の
予
算
編
成
で
す
が
、市

の
最
上
位
計
画
で
あ
る「
第
２
次
総
合
計
画
」に
お
け

る
施
策
を
着
実
に
実
行
す
る
予
算
編
成
と
さ
せ
て
頂

き
ま
し
た
。そ
の「
第
２
次
総
合
計
画
」は
、私
が
将
来

の
瑞
穂
市
の
あ
る
べ
き
姿
と
進
む
べ
き
方
向
を
市
民

に
示
さ
せ
て
頂
い
た
計
画
で
す
。私
と
し
て
は
、そ
の

計
画
に
お
け
る
施
策
を
着
実
に
実
行
し
、完
成
に
持
っ

て
い
く
こ
と
が
私
の
使
命
だ
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

た
だ
、皆
さ
ん
も
ご
承
知
の
通
り
、平
成
31
年
度

は
、市
の
基
幹
収
入
で
あ
る
地
方
交
付
税
の
合
併
算

定
替
に
よ
る
加
算
は
な
く
な
り
、優
遇
措
置
の
あ
っ

た
合
併
特
例
債
の
発
行
も
な
く
な
り
ま
す
。更
に
、

扶
助
費
な
ど
義
務
的
経
費
、イ
ン
フ
ラ
の
老
朽
化
に

よ
る
維
持
管
理
費
、市
民
ニ
ー
ズ
の
多
様
化
等
に
伴

う
行
政
需
要
に
よ
る
人
件
費
、物
件
費
の
経
常
的
経

費
の
増
嵩
も
免
れ
ま
せ
ん
。こ
う
し
た
厳
し
い
状
況
の

中
で
は
あ
り
ま
す
が
、今
ま
で
以
上
に
市
民
ニ
ー
ズ
を

的
確
に
捉
え
、限
ら
れ
た
財
源
の
中
で
取
捨
選
択

し
、着
実
か
つ
堅
実
に
計
画
を
進
め
て
い
き
ま
す
の

で
、議
員
皆
様
方
に
は
、ご
理
解
、ご
協
力
を
賜
り
ま

す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

所
信
表
明

市
長
　
棚
橋 

敏
明

　

平
成
30
年
第
4
回
瑞
穂
市
議
会
定
例
会
が
11
月

30
日
か
ら
12
月
21
日
ま
で
の
22
日
間
の
会
期
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
会
議
で
市
長
が
提
出
し
た
議
案
は
、

　

同
意
案
件

　

人
事
案
件

　

契
約
の
変
更

　

審
査
請
求
案
件

　

指
定
管
理
者
の
指
定

　

条
例
の
制
定

　

条
例
の
改
正

　

補
正
予
算

の
合
計
19
件
に
つ
い
て
、い
ず
れ
の
案
件
も
慎
重
に

審
議
さ
れ
ま
し
た
。（
12
月
14
日
現
在
）

　

コ
ミ
ュニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
施
設
管
理
業
務
に
つ
い

て
、指
定
管
理
者
の
指
定
の
期
間
が
満
了
す
る
こ
と

に
伴
い
、指
定
管
理
者
を
指
定
す
る
た
め
、議
会
の

議
決
を
求
め
る
も
の
。

瑞
穂
市
自
転
車
駐
車
場
及
び
駐
車
場
の
指
定
管

理
者
の
指
定
に
つ
い
て

　

自
転
車
駐
車
場（
第
１
か
ら
第
５
ま
で
の
自
転
車

駐
車
場
を
い
う
。）及
び
穂
積
駅
北
駐
車
場
の
施
設

管
理
業
務
に
つ
い
て
、指
定
管
理
者
の
指
定
の
期
間

が
満
了
す
る
こ
と
に
伴
い
、指
定
管
理
者
を
指
定
す

る
た
め
、議
会
の
議
決
を
求
め
る
も
の
。

瑞
穂
市
下
水
道
事
業
の
設
置
等
に
関
す
る
条
例
の

制
定
に
つ
い
て

　

特
定
環
境
保
全
公
共
下
水
道
事
業
の
地
方
公
営

企
業
法（
昭
和
27
年
法
律
第
２
９
２
号
）の一部
適
用

に
伴
い
、市
条
例
を
制
定
す
る
も
の
。

瑞
穂
市
行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を
識
別

す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
法
律
に
基

づ
く
個
人
番
号
等
の
利
用
及
び
提
供
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　

生
活
困
窮
者
等
の
自
立
を
促
進
す
る
た
め
の
生

活
困
窮
者
自
立
支
援
法
等
の一
部
を
改
正
す
る
法

律（
平
成
30
年
法
律
第
44
号
）の
施
行
等
に
伴
い
、市

条
例
の
改
正
を
行
う
も
の
。

　
瑞
穂
市
附
属
機
関
設
置
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
に
つ
い
て

　

瑞
穂
市
行
政
不
服
審
査
会
及
び
瑞
穂
市
い
じ
め

調
査
委
員
会
の
委
員
の
任
期
を
変
更
す
る
た
め
、市

条
例
の
改
正
を
行
う
も
の
。

《
行
政
報
告
》

◎
平
成
30
年
第
２
回
瑞
穂
市・神
戸
町
水
道
組
合

議
会
定
例
会
に
つい
て

◎
報
告
第
18
号　

専
決
処
分
の
報
告
に
つ
い
て（
損

害
賠
償
そ
の
１
）

◎
報
告
第
19
号　

専
決
処
分
の
報
告
に
つ
い
て（
損

害
賠
償
そ
の
２
）

瑞
穂
市
農
業
委
員
会
の
委
員
の
任
命
に
つ
き
認
定

農
業
者
等
が
委
員
の
過
半
数
を
占
め
る
こ
と
を
要

し
な
い
場
合
の
同
意
に
つ
い
て

　

認
定
農
業
者
等
が
委
員
の
過
半
数
を
占
め
る
こ

と
を
要
し
な
い
場
合
に
お
い
て
、農
業
委
員
会
等
に

関
す
る
法
律
施
行
規
則（
昭
和
26
年
農
林
省
令
第

23
号
）第
２
条
第
１
項
を
適
用
す
る
た
め
、議
会
の

同
意
を
求
め
る
も
の
。

瑞
穂
市
農
業
委
員
会
の
委
員
の
任
命
に
つ
い
て

　

農
業
委
員
会
の
委
員
の
任
期
が
平
成
31
年
４
月

30
日
に
満
了
と
な
る
こ
と
か
ら
、新
た
に
14
名
を
農

業
委
員
会
の
委
員
に
任
命
し
た
い
の
で
、議
会
の
同

意
を
求
め
る
も
の
。

　
平
成
２９
年
度
犀
川
遊
水
地
牛
牧
排
水
機
場
改
築

工
事
委
託
契
約
の
変
更
に
つ
い
て

　

工
事
用
運
搬
路
の
延
伸
、安
全
対
策
、堤
内
側
の

家
屋
調
査
等
が
必
要
と
な
っ
た
こ
と
等
、委
託
金
額

を
増
額
す
る
必
要
が
生
じ
た
た
め
、議
会
の
議
決
を

求
め
る
も
の
。

瑞
穂
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
指
定
管
理
者
の

指
定
に
つ
い
て

議
案
第
79
号

議
案
第
80
号

議
案
第
81
号

議
案
第
82
号

議
案
第
83
号

議
案
第
84
号

瑞
穂
市
非
常
勤
の
特
別
職
職
員
の
報
酬
及
び
費
用

弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に

つ
い
て

　

昨
今
の
賃
金
上
昇
傾
向
を
鑑
み
、交
通
指
導
員

等
の
報
酬
を
改
定
す
る
等
の
た
め
、市
条
例
の
改
正

を
行
う
も
の
。

瑞
穂
市
債
権
の
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　

市
に
お
け
る
非
強
制
徴
収
公
債
権
の
放
棄
に
つい

て
、私
債
権
と
同
様
に
明
確
化
す
る
た
め
、市
条
例

の
改
正
を
行
う
も
の
。

瑞
穂
市
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い

て
　

地
方
税
法
等
の一部
を
改
正
す
る
法
律（
平
成
30

年
法
律
第
３
号
）の
公
布
に
伴
い
、市
条
例
の
改
正

を
行
う
も
の
。

　
瑞
穂
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
に
つ
い
て

　

将
来
的
な
県
内
の
国
民
健
康
保
険
税
水
準
等
の

統
一
化
を
目
指
す
と
と
も
に
、被
保
険
者
間
の
負
担

の
公
平
性
を
図
る
た
め
、市
条
例
の
改
正
を
行
う
も

の
。

平
成
３０
年
度
瑞
穂
市
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
３

号
）

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
３
億
４
５
８
万
１
千
円
を

追
加
し
、歳
入
歳
出
予
算
総
額
を
１
８
８
億
１
，２

８
３
万
８
千
円
と
す
る
も
の
。

平
成
３０
年
度
瑞
穂
市
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別

会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
２
６
万
４
千
円
を
追
加

し
、歳
入
歳
出
予
算
総
額
を
53
億
１
，５
２
４
万
３

千
円
と
す
る
も
の
。

平
成
３０
年
度
瑞
穂
市
後
期
高
齢
者
医
療
事
業
特

別
会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
９
万
円
を
追
加
し
、歳
入

歳
出
予
算
総
額
を
５
億
２
，４
９
８
万
７
千
円
と
す

る
も
の
。

平
成
３０
年
度
瑞
穂
市
学
校
給
食
事
業
特
別
会
計

補
正
予
算（
第
２
号
）

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
46
万
８
千
円
を
追
加
し
、

歳
入
歳
出
予
算
総
額
を
３
億
１
，０
７
７
万
９
千
円

と
す
る
も
の
。

瑞
穂
市
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
等
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　

民
間
給
与
と
の
較
差
に
基
づ
く
人
事
院
勧
告

（
平
成
30
年
８
月
10
日
付
け
）に
伴
い
、市
職
員
の
宿

日
直
手
当
、期
末
手
当
、勤
勉
手
当
及
び
給
料
表
の

額
の
改
定
並
び
に
市
議
会
議
員
及
び
常
勤
の
特
別

職
職
員
の
期
末
手
当
の
額
の
改
定
を
す
る
た
め
、市

関
係
条
例
の
改
正
を
行
う
も
の
。

瑞
穂
市
常
勤
の
特
別
職
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条

例
の
特
例
に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　

平
成
30
年
11
月
６
日
に
高
山
市
で
開
催
さ
れ
た

第
８
回
平
和
首
長
会
議
国
内
加
盟
都
市
会
議
総
会

に
お
い
て
、配
慮
に
欠
け
る
発
言
を
し
た
こ
と
に
対

す
る
責
任
を
明
確
に
す
る
た
め
、市
条
例
を
制
定

す
る
も
の
。

瑞
穂
市
自
転
車
駐
車
場
の
駐
車
料
金
を
減
免
し
な

い
と
し
た
処
分
の
審
査
請
求
に
つ
い
て

　

審
査
請
求
を
裁
決
す
る
に
当
た
り
、議
会
の
意

見
を
求
め
る
も
の
。

ぞ
う
す
う
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瑞穂市国民健康保険の医療費は今年度も増加傾向
～健康管理が節減のカギ～

　被保険者のみなさんが平成２7～２９年度に医療機関で受診された結果と平成３０年度の見込みをまとめましたので報
告します。１人ひとりの健康管理で適正な受診に努めましょう。

　このように１人あたりの医療費は年々伸びており、今後も増加していくことが予想されます。このまま増え続ければ
保険税の引き上げも考えられますので、そうならないためにも、左ページの「次の点にご留意ください」をご確認くださ
い。
　今後も医療費の状況・国民健康保険の財政状況を公開しながら、市民のみなさんとともに「健康なまちづくり」の推
進に取り組んでいきます。健康管理と適正な受診にご理解とご協力をよろしくお願いします。

お詫びと訂正
　広報みずほ１２月号１１ページ『保険証が「使える場合」と「使えな
い場合」があります』内の記事中※印の部分について、誤りがありま
したのでお詫びして訂正いたします。
誤）※１月１日から受領委任制度の取扱いがある施術所では一部負

担金の支払いで施術を受けることができるようになります
正）※はり、きゅう及びあん摩マッサージ指圧の施術について1月1日

から受領委任制度が始まりました。柔道整復師（整骨院・接骨
院）の施術については従来から受領委任が認められています

　国民健康保険では特定健康診査等実施計画を策
定し、生活習慣病予防を進めるとともに疾病予防とし
て人間ドック助成事業を積極的に実施しています。被
保険者のみなさんも各事業をご利用になり、病気の
早期発見、早期治療に心がけましょう。

ちょっとお知らせコーナー

バスや電車等の公共交通機関は皆さんのご利用により保たれています

■瑞穂市の人口と被保険者の状況 ■受診件数と保険給付費の状況

■１人あたりの医療費

１人あたりの医療費（円）
＝総医療費/平均被保険者数

被保険者数

保険給付費

受診件数

被保険者数（人）

（円）

受診件数（件） 保険給付費（億円）瑞穂市人口（人）

瑞穂市人口

受診率（％）
＝診療総件数/平均被保険者数
×100

■受診率の状況

被保険者数は、年々減少傾向。
瑞穂市の人口の約２０％を占めており、中でも６０歳以上の被保険者の
割合は、約50％を占めています。

被保険者が１年間に受診した件数と保険給付費です。
被保険者数の減少により、今年度は約30億円となる見込みです。

１年間に診療を受けた平均医療費です。（受診していない人も含みます。）
見込みも含め、毎年増加傾向です。

受診率1,000％は「1年間に1人あたり10件（回）の受診をしている」ことを
意味します。

10,000

53,599

11,944

32億4,351万

31億1,295万
31億185万 30億9,079万

208,844

1,566.80

1,608.68

1,643.79

1,679.67

200,986

190,602

180,754

53,909

11,370

264,453
266,064

280,052

294,775

54,191

54,656

10,459

10,758

平成27年度末 平成28年度末 平成29年度末 平成30年10月末

平成27年度末 平成28年度末 平成29年度末 平成30年度末見込

12,000

13,000

52,000

53,000

54,000

55,000 220,000

180,000

1,600

1,500

190,000

200,000

210,000

33

32

31

30

29

28

27

11,000

250,000

260,000

270,000

280,000

290,000

300,000
（％）
1,700

平成27年度末 平成28年度末 平成29年度末 平成30年度末見込

平成27年度末 平成28年度末 平成29年度末 平成30年度末見込
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●問い合わせ　医療保険課　☎327-4159

健康管理と適正受診のお願い
　市では、次のかたを対象に、入院・通院にかかる医療費の無料化（福祉医療費助成事業）を実施しています。

　表は、市が助成した医療費を月別に
表したもの（過去５年間の平均値）で
す。
　季節の変わり目などには、医療費や
受診件数が増加する傾向にあります。
　１～３月にかけ増加傾向にあるため、
風邪などにかかることなく、健康に生
活できるよう体調管理しましょう。

通常の診療時間内は診
療体制が整っていま
す。時間外の受診は別
途料金がかかることが
あります。本当に治療
が必要な急病人への対
応に支障をきたすこと
もあります。

人間ドック費用助成の定員を増やしました！

くわしくは医療保険課までお問い合わせください。

※申し込み・受診が済んでいるかたで、申請をまだしていないかたは請求書・結果・領収書を
　医療保険課または市民窓口課までお持ちください。

　平成３０年４月から費用助成の申請を受け付けていますが、新
規申込者の増加に伴い、助成の定員を見直しました。ぜひ、お早
めにお申し込みください。

歯科健診の健診期間は３月末まで
　「特定歯科健診」「さわやか口腔健診」の受診券を６月に送
付しましたが、受診は済んでいますか？
　まだ受診されていないかたは早めの受診をお願いします。
※受診券がない場合、再発行しますのでご連絡ください

瑞穂市国民健康保険の被保険者のかたで、平成３０
年４月２日から平成３１年４月１日までに25・30・35・
40・45・50・55・60・65・70歳になるかた

国民健康保険・後期高齢者医療

福祉医療助成事業

・１８歳到達の年度末までのお子さん（母子家庭や父子家庭はその保護者のかたも）
・要件を満たす重度心身障害者のかた

　今後も、充実した医療サービスを受けるため、また、この福祉医療費助成事業を将来にわたり持続可能な
制度とするため、普段の健康にも気をつけていただき、正しい受診を心がけていきましょう。

表．月別の医療費と受診件数（過去５年間の平均値）

次の点にご留意ください
診療時間内に受診する

近所に信頼のおける医
療機関をもち、既往歴
やアレルギーなども把
握してもらえれば、より
効率的な治療や、突然
の異変にも適切な判断
が期待できます。

かかりつけ医をもつ

自身の判断では、本来
の効果が期待できない
ほか、思わぬ副作用も
起こります。お薬手帳
を持てば、もらいすぎ
や、身体に良くない飲
み合わせに気付いても
らえます。

薬を正しく使う

明確な理由がない場
合、同じ病気で複数の
医療機関にかかること
は医療費だけでなく時
間も無駄にし、身体に
も負担がかかります。

重複受診・頻回受診をしない

対象

特定歯科健診

後期高齢者医療保険加入者のかたさわやか口腔健診

環境に優しいみずほバス・樽見鉄道でゆったりぶらり旅してみませんか

瑞穂市国民健康保険に
加入されている４０歳
以上のかた

後期高齢者医療保険に
加入されているかた

２２０名

35名

定　員対　象 申込数
※１2/5現在

１64名

28名

（件）

（月）3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2

60,000

55,000

医療費（千円）

受診件数（件）

50,000

45,000

40,000

22,500

20,000

17,500

15,000

12,500



10広報みずほ・2019.1健康づくりでお得をゲット！　清流の国ぎふ健康ポイント事業　実施中！

1月16日（水） 1月30日（水）
～2月  1日（金） 2月5日（火）

健康チェックと
ライフコーダの配付 健康推進課への

ライフコーダ
返却期間

ライフコーダ結果説明
ウォーキング体験講座

～「ずっと元気で過ごしたい！」運動習慣を応援する教室です～

健康長寿のためのはじめの一歩『ウォーキング教室』参加者募集！！

日時・教室内容

日程および内容

定　　員 先着２０人

時間 13：30～16：00

申 込 み 受付中です　※定員に達し次第締め切り 

会　　場 巣南保健センター（西部複合センター１階）

申 込 み 健康推進課までご連絡ください

開催場所 巣南保健センター（西部複合センター 1階）
※ウォーキング体験は靴を履いて屋外で行います

対　　象 ２０歳以上の市民のかたで上記すべての
内容に参加できるかた

対　　象 ・４０歳～６４歳の市内在住のかた
・健診結果で血糖の状態を表す『ヘモグロビンA1c』の値が、5.6～6.4％の
　やや高めであったかた（治療中のかたは除く）
・過去の『血糖コントロール教室』に参加したことがなく、原則５回を通して参加できるかた

参加者特典 ☆装着したライフコーダ（運動量測定器）で収集
　した運動データをグラフ化してお渡しします
☆ウォーキングの体験講習に参加できます
　（講師：コパンスポーツクラブ瑞穂スタッフ）
※ライフコーダでは歩数、運動量、総消費量などの値が
　分刻みで長期間記録されます

★申込み時に「75g糖負荷試験」を受ける医療機関を次の一覧から選びお知
　らせください。

国枝医院、さくらクリニック、下野外科胃腸科医院、高木クリニック、
所内科医院、名和内科、広瀬内科クリニック、福田内科医院、
みずほクリニック、三輪クリニック、吉村内科、若園医院

（５０音順）

▲運動データ（見本）

13：30～14：00 13：30～15：30

糖尿病にならないための 『血糖コントロール教室』参加者募集

回
１

２
３
４
５

開催日
1月28日（月）

＜75g糖負荷試験検査：自己負担金3,000円＞
2月4日（月）～2月9日（土）

2月15日（金）
3月6日（水）
3月22日（金）

日程未定（平成31年度健診受診後の予定）

（12月13日現在）がん検診精密検査者

『がん、私は大丈夫』その　　を
　　精密検査を受けて“安心”に変えましょう

過信過信

胃がん検診 肺がん検診 大腸がん検診 乳がん検診
2
0
12

13

1
4
41

8

子宮頸がん検診
0
0
13

10

0
0
0

70

2
2

129

65

がん発見者数
がん疑い者数
がんではなかった人

未受診者

① 

② 
③ 

①専門的な医療を受けて
　安心が得られたかた
②『がんではない』とい
　う安心が得られたかた
③今年度、まだ安心が得
　られていないかた

がんがあるかもしれない。分からないままにしておくほど不安なことはありません。精密検査を受けて本当の安心を手に入れましょう！

1月15日（火）から
受付開始！



広報みずほ・2019.111 抽選で健康グッズや県産品がもらえる！？　清流の国ぎふ健康ポイント事業　実施中！

●申込・問い合わせ　健康推進課　☎327-8611

離乳食教室（７～８か月対象）のお知らせ

①１月３１日（木）または②２月２８日（木） 10:30～11:30日　　時

　じょうずに「ゴックン」ができるようになったら、そろそろモグモグ期。この時期
の離乳食の進め方の話や、実際に試食をして固さや味つけ等を確認するための
教室です。（毎月１回行っています）

対 象 者 市内にお住まいの概ね７～８か月のお子さんと
その保護者 申込期限 ①１月２４日（木）、②２月２１日（木）まで

※定員に達し次第締め切り
※託児がありますので、希望のかたは
　申込時に伝えてください持 ち 物 普段使用しているお子さん用のスプーン、

お茶碗、とり皿、母子健康手帳

受付時間 １０:１５～１０:３０
場　　所 保健センター（総合センター３階）

内　　容 離乳食の話、離乳食の試食(１食分)、栄養相談
定　　員 ２０組　※先着順

パパママくらぶ 育ママサロン＆ランチ会を開催します

１月２８日（月） 10:00～13:00日　　時

　安心・安楽なお産を目指して、助産師と一緒にストレッチ＆リラクゼーションを
行います。体を動かした後は栄養満点手作りランチを食べながら交流会を楽しみ
ましょう♪

対　　象 市内にお住まいの妊娠中のかた
持 ち 物 母子健康手帳、バスタオル、アロマ材料費（300円）

※動きやすい服装でお越しください

受付時間 9:45～10:00

場　　所 巣南保健センター（西部複合センター１階）
予約〆切 1月２３日（水）

パパママくらぶ プレママの赤ちゃんお世話講座を開催します

2月7日（木） 13:30～16:00日　　時

　抱っこ、おむつ替え、ミルク作りなど赤ちゃんが産まれた生活はやることがいっ
ぱい♪助産師・保健師と一緒に赤ちゃん人形を使いながら体験してみましょう。
抱っこや泣きやませのちょっとしたコツもお伝えします♪

対　　象 市内にお住まいの妊娠中のかた
持 ち 物 母子健康手帳

受付時間 13:15～13:30

場　　所 保健センター（総合センター３階）
予約〆切 2月４日（月）

お詫びと訂正
　（組回覧）活き活き健康通信１２月号掲載の内容訂正について
『H29年度 瑞穂市国民健康保険の特定保健指導状況』について、岐阜県内の順位に誤りがありましたの
で、お詫びして訂正します。

誤）４２市町村中　７位
正）４２市町村中　６位



12広報みずほ・2019.1ミナモ健康カードを提示して県内協力店で特典をゲット！　清流の国ぎふ健康ポイント事業　実施中！

第３回 市民のための在宅医療講座
お薬、正しく飲めていますか？

介護職員初任者研修の受講費用を助成します！！
（介護職員初任者研修受講就労支援事業）

●申込・問い合わせ　瑞穂市地域包括支援センター　☎327-4118

日 時１月３０日（水）１３：３０～１５：００
会 場 総合センター　５階第１～３会議室
対 象 市内在住のかた
定 員３０名※定員に達し次第締め切り
参加費 無料

内 容 講話：お薬が正しく飲めていますか？ 実技：体操で体がすっきり
講 師 市内薬剤師、作業療法士
〆 切１月２２日（火）
共 催 もとす医師会・もとす歯科医師会・もとす薬剤師会・瑞穂市・

瑞穂市地域包括支援センター

申込書受付期間 １月７日(月)～３月２9日(金)　平日８時３０分～１７時１５分
※受付期間内に助成人数に達した場合は、受付を終了します

場 所 地域福祉高齢課（総合センター）

助 成 額 介護職員初任者研修の受講に要した受講料等の額(上限１００，０００円)
助 成 人 数 １０人(先着順)
必 要 書 類 ①研修終了証明書の写し　②受講料領収書　③介護支援事業所等の発行する就労証明書

対 象 者 瑞穂市に住所を有し、申込時点で以下のすべてに該当するかた

●申込・問い合わせ　地域福祉高齢課（総合センター）　☎327-4126

　市では、介護人材の技能の向上と介護施設等への定着の促進を図るため、研修終了後、一定期間以上市内
の介護施設などで就労することを条件に、介護職員初任者研修に要した費用の一部を助成します。

　家に飲めていないお薬がありませんか？また、自分で判断して、飲む薬と飲まない薬を選んでいませんか？
薬についての正しい知識を持ち、上手に活用できるようにしましょう。ぜひ、ご参加ください。

30～50代男性が対象
無料風しん抗体検査を実施しています

●問い合わせ　岐阜県健康福祉部保健医療課　感染症対策係　☎272-8860

対 象 風しん抗体検査を希望する県内在住
（岐阜市を除く）の３０歳以上６０歳未満の男性
ただし、つぎのいずれかに該当するかたは除く
・今までに風しんにかかったことがあるかた
・風しんワクチンを接種したことがあるかた
・現在の無料風しん抗体検査の対象となるかた

実施期間３月３１日（日）まで
受検方法 検査協力医療機関を県公式ホームページで確認

のうえ、医療機関を受診してください。

全国的に風しんが流行しています。
県では、先天性風しん症候群の発生を防止するため、従来の無料風しん抗体検査の対象※を拡大しました。
※妊娠を希望する女性および風しん抗体価が低い妊婦と同居する家族など

今回、風しん抗体保有率が低い年代である３０代～５０代の男性に、緊急の無料抗体検査（期限付き）を実施します。

（１）市民税の滞納がないかた
（２）介護職員初任者研修の受講料等について、他の公的な助成金等の交付を受けていないかた
（３）介護職員初任者研修受講料等の支払いを終えており、かつ介護職員初任者研修の課程を平成３０年中に修了しているかた
（４）介護職員として就労している場合は、就労開始日が申込日より１年未満であるかた
（５）介護職員初任者研修終了後、現に市内の介護施設等※１（原則として同一の介護施設等）で介護職員として就労しており、かつ
　  平成３１年３月３１日までの間に継続して３か月以上就労※２期間のあるかた
※１ 介護施設等：居宅サービス（介護予防サービスを含む）事業所（訪問看護、訪問リハビリテーション、居宅療養管理指導、福祉用具貸与及び特定福祉用具販売を除く）、
　   地域密着型サービス（介護予防サービスを含む）事業所、施設サービス事業所等福祉に関係する施設を含む
※２ 市内の介護施設等での就労は、常勤・非常勤（週３日以上勤務）とします

風しん抗体 岐阜県 検索くわしくはこちらへ⇒



広報みずほ・2019.113 市税など公共料金の納付は、便利で確実な 口座振替をご利用ください

●問い合わせ
ねんきんネット（ねんきん定期便）専用ダイヤル
0570-058-555（ナビダイヤル）
050 で始まる電話でかける場合　電話 03-6700-1144
受付時間：月曜日　　 8:30 ～ 19:00
　　　　　火～金曜日 8:30 ～ 17:15
　　　　　第 2土曜日 9:30 ～ 16:00
※祝日や12/29（土）～1/3（木）除く
岐阜北年金事務所　☎294-6364
（音声案内①→②を押してください）

登録が必要です。アクセスキー※があれば、ねんきんネットの利用
登録は簡単です。
※アクセスキーは「ねんきん定期便」などに記載されている１７ケタの番号です
※アクセスキーをお持ちでないかたは「ねんきんネットアクセスキー発行申込書」
　を記入して年金事務所に提出してください。電話での申し込みも可

　東日本大震災をはじめとする大規模地震が発生し、地震活動が活発化しています。南海トラフで最大級の地震想定
がされる今、皆さんも住まいの安全性を考えてみませんか？ただ、住宅の耐震化には多額の費用が必要かも…。そこ
で、住宅の耐震化にともなう市の補助制度などについて紹介します。

あなたの住まいは
　　大丈夫ですか？

・昭和56年5月31日以前に建築された木造住宅
・建築物の所有者が申請するもの
・一戸建ての住宅
・併用住宅の場合は、延べ床面積の半分以上が住宅として使用されて
いるもの
・在来軸組構法、伝統的構法または枠組壁工法で建築されているもの

● 診断の条件 10棟（申込順）● 募集棟数
第３期：１月４日（金）～１１日（金）
※土・日を除く

● 受付期間

木造住宅の無料耐震診断まずは耐震診断を

　昭和56年6月1日から建築基準法の耐震基準に新耐震設計法が導入されています。これ以前に建てられた
木造建築物は要注意です。
　平成25年に行った調査では、市内の住宅総数約20,000戸のうち約16,000戸が「耐震化されている住宅」
と推計できますが、残りおよそ4,000戸は耐震化されていません。

●問い合わせ　税務課　☎327-4112

耐震改修を行った住宅に対する固定資産税の減額耐震改修で税金を減額

・昭和５７年１月１日以前から存在する住宅
・現行の耐震基準に適合した工事であることが証明された住宅
・一戸あたりの耐震改修工事費が５０万円以上
・耐震改修工事の完了時期が、平成３２年３月３１日までの間の住宅

　耐震改修工事完了後、3ヶ月以内に申請すると、翌年度から、次の条
件により固定資産税が減額されます。
● 申請要件

改修工事完了の翌年度のみ
● 減額期間

・２分の１（１戸あたり１２０㎡まで）
※認定長期優良住宅の場合は3分の2

● 減額される税額

耐震改修を行った住宅に対する所得税の特別控除
　平成３０年中に、自己の居住の用に供する家屋の住宅耐震改修をした場合、確定申告により、特別税額控除を受けられる場合が
あります。詳しくは税務署にお尋ねください。

●問い合わせ　都市開発課（巣南庁舎）　☎327-2101

市内の建築物の耐震化の現状

●問い合わせ　岐阜北税務署　☎262-6131

ねんきんネットを利用するには？

インターネットを通じてご自身の年金情報を
手軽に確認できるサービスです。２４時間い
つでもどこでも、パソコンやスマートフォン
から確認することができます。

ねんきんネットとは？

簡単便利な
ねんきんネットで！

あなたの年金

・ご自身の年金記録の確認
・将来の年金見込額の確認
・電子版ねんきん定期便の閲覧
・各種通知書（年金振込通知書や源泉徴収
  票など）の再発行手続きや内容確認

ねんきんネットでなにができるの？



14広報みずほ・2019.1広報みずほ　アプリ配信はじめました　「Catalog Pocket」

ニセ電話詐欺の被害に遭わないために

●問い合わせ　市民協働安全課　☎ 327-4130

　昨年９月末までに岐阜県内で発生したニセ電話詐
欺被害は９２件、前年より６３件減少していますが、被
害額は１億７千万円を超えており、まだまだ厳しい状
況にあります。
　ニセ電話詐欺のうち、架空請求詐欺が全体の６割
を占めるほか、オレオレ詐欺も未だに増加していま
す。ちょっとした配意で詐欺被害は防止できますので
注意してください。
〔架空請求詐欺〕
①心あたりのない請求には応じない
　　メール、電話、ハガキでも、心あたりのない請求
には応じないことが大切です。不安に思った時（本
当の請求かどうか分からない場合も含め）は、警察
や消費生活相談などに相談しましょう。メールなど
に記載された連絡先に連絡してはいけません。
②内容の不明確な請求には注意
　　請求書のなかに、使用したサイト名の記載がな
い、利用した時間の記載がない、明確な料金内訳が
ないなど内容の不明瞭な請求や、料金の請求以外
の文言(身辺調査を開始する、会社への訪問するな
ど)が記載してある請求は要注意です。
③送金方法が「現金手渡し、宅配便、電子マネー」は詐欺
　これらで送金を求められたら「詐欺」を疑ってくだ
さい。
〇ナンバーディスプレイ機能を活用　～知らない番号には出ない
〇在宅時でも留守番電話の設定を　～犯人は声を残したがらない　
〇防犯機能付き電話機器を使用　　～警告メッセージが流れたり迷惑電話をブロックできる
〇非通知電話は着信拒否の設定を　～犯人は非通知で電話をかけてくることが多い

〔オレオレ詐欺〕
　犯人グループは、住所等が記載された電話帳や学
校の卒業生名簿など、事前に多くの個人情報を入手し
てから、だましの電話をかけています。「子どもの名前」
「子どもの同級生の名前」「子どもが卒業した学校名」
などは知っている可能性もあるため用心する必要があ
ります。
①「携帯電話が変わった」は詐欺
　　振り込め詐欺の可能性があることを考えながら慎
重に会話することが大切です。そして必ず元の番号
に確認の電話をしてください。
②普段から家族とコミュニケーションを
　　ご家族と普段から連絡を取り、話し合ってあらかじ
め合言葉などを決めておくと、電話がかかってきた
ときに落ち着いて対応することができます。
③電話番号の確認は「１０４」やホームページで
　　警察や官公庁、金融機関、団体などから電話や通
知があった場合は、言われた電話番号を信じること
なく、番号案内「104」やホームページ等で調べま
しょう。
④暗証番号は絶対に教えない
　　他人には絶対にキャッシュカードなどの暗証番号
は教えてはいけません。警察等が暗証番号を聞くこ
とはありません。

民市 全 報安 情

正しくリユース、リサイクル！
家電は無許可の不用品回収業者に出さないで！

●問い合わせ　環境課（巣南庁舎）　☎327-4127

あれこれ
環境

　最近、無許可の不用品回収業者に引き渡された家電が国内外で不適正に処理さ
れるなどのトラブルが増えています。家電製品の処理は、つぎのいずれかの方法で
適正に行ってください。

家電リサイクル品目について
（テレビ・冷蔵庫・洗濯機・乾燥機・エアコン）
・購入された販売店または近くの小売店に引き取りを
依頼
・市の許可業者に処理を依頼
・自身で指定処理施設まで運搬
※事前に郵便局で家電リサイクル券を購入する等、
手続きが必要となる場合あり
 

パソコンについて
・パソコンメーカーに回収を依頼
・家電量販店に引き取りを依頼
・パソコン３R推進協会に回収を依頼

その他の小型家電について
（市で収集できるもの）
・粗大ごみとして指定の日時に美来の森、または巣
南集積場へ持ち込む
・粗大ごみ袋に入るものは校区ごとの拠点回収へ持
ち込む
・携帯電話は、携帯ショップまたは東京オリンピック
「都市鉱山からつくる！みんなのメダルプロジェクト」
ボックスへ（市民センターと巣南公民館に設置）
※中央エコセンターへ持ち込むこともできます
　詳細は☎327-1144 へ

その他くわしくはホームページにてご確認ください。

市で収集しないもの その 1

市で収集しないもの その 2
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マイナンバー 個人番号カードの日曜交付日マイナンバー 個人番号カードの日曜交付日

●問い合わせ　マイナンバーホットライン　☎322-2013
　　　　　　　市民課　　　　　　　　　　☎327-4113

●問い合わせ　市民協働安全課　☎327-4130

火災が発生したら防災
あれこれ

●「火事だー！」と大声で叫んで隣近所に援助を求める。
●どんな小さな火災でも必ず１１９番通報する。

■火災発生！初期対応の３原則
　火災の現場に居合わせたら、まず「通報」、その後「初期消火」「避難」の順番で行動するのが原則で
す。ただし、優先順位は状況により異なります。出火直後なら「通報」と「初期消火」の優先順位が高く
なりますが、そのために逃げ遅れては大変です。あわてず冷静な判断を心がけましょう。

■１１９番通報は要点をしっかり伝える。
　１１９番通報をすると、以下の流れで消防署員が必要なことを尋ねられますので、落ち着いてはっきり正確に答えましょう。
地震発生時の混乱で電話がつながらないときは、周囲に火災の発生を伝えてすぐに逃げましょう。

ガスコンロなどを使用中に地震が発生した場合、安全に火を消すには次の３つのタイミングがあります。
●緊急地震速報を聞いたとき、グラッときたとき（大揺れの前）
●大きな揺れがおさまったとき
●出火してしまっても、燃え始めた直後

「個人番号カード」の交付申請されたかたに、お受け取りのご案内をしています。
平日の来庁ができないかたは、事前連絡のうえ、日曜交付日にお越しください。
※「個人番号カード」は身分証明やコンビニ交付サービス等に利用できます
　くわしくは市ホームページ「証明書コンビニ交付に関すること」を確認ください

大声で知らせる！

交 付 日 時

必要な持ち物

例　「火事です！　○○町○○番地の住宅です。××小学校の北側です。
　　台所から出火して燃えています。　おじいちゃんが２階に残っています。
　　私の名前は△△　△△です。電話番号は□□□-□□□□です」

・瑞穂市からの交付案内通知（パスワードを必ず記載してきてください）
・個人番号（マイナンバー）通知カード　　・住民基本台帳カード　※お持ちのかたのみ　　・印鑑
・公的機関が発行した本人確認書類
 顔写真付きの書類（運転免許証、住民基本台帳カード、パスポートなど）１点
 顔写真無し書類（健康保険証、年金証書など）２点

２月３日（日）　９時～１７時 受け取り窓口 市民課　穂積庁舎２階

1

●出火直後なら初期消火が可能。落ち着いて、素早く対応する。
●消火器や水だけでなく、座布団で火をたたく、濡らしたシーツで火を覆うなど
　身近なものを利用する。

初期消火する！2

●炎が背の高さを越えたら初期消火は困難。無理をせず避難する。
●避難するときは、部屋の窓やドアを閉めて空気を遮断する。

早く逃げる！3

①火災が発生していることを伝える。
②出火場所の住所はどこか。目印になる建物・施設なども
③何が燃えていて、火災の規模はどの程度なのか
④けが人や逃げ遅れた人はいるか
⑤通報者の名前と電話番号

① ②

③ ④

⑤

こんなときは？　地震の際、いつ火を消すべきか
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2019年4月1日～2020年3月31日
1月15日（火）必着

●2月、3月中に面接を行います。また、保育士および幼稚園教諭については簡単な実技試験も行います。
※賃金については平成3１年4月1日予定の金額です。改定する場合がありますのでご了承ください。

※子育て支援員（地域保育コース、放課後児童コース）の認定が受けられる研修を、2月、3月に開催します。
　くわしくは市ＨＰをご覧ください。https://www.city.mizuho.lg.jp/4909.htm
●問い合わせ　幼児支援課（巣南庁舎）　☎327-2147●問い合わせ　幼児支援課（巣南庁舎）　☎327-2147

勤務期間
締め切り

履歴書（写真添付）・資格証明書（見込み証明）を総務課へ提出応募方法

１月３１日（木）必着
履歴書（写真添付）・資格証明書を福祉生活課へ提出

締め切り
応募方法

2019年4月1日から2020年3月31日任用期間

平成31年度 補助職員募集
職 種 勤務内容 賃金等勤務時間人 数 勤務場所 必要資格

●問い合わせ　総務課　☎327-4111

●問い合わせ　福祉生活課　☎327-4123

市内保育所
（8か所のうち
いずれか）

福祉生活課
社会福祉士、医師、保健師、助産師、

看護師、保育士、教員普通免許のいずれか
もしくは、児童福祉事業の経験を有する者

家庭児童福祉に
関する相談指導

ほづみ幼稚園 幼稚園教諭
（見込み可）幼児教育 原則として

平日の8時15分～17時①幼稚園教諭 若干名

保育士、幼稚園教諭免許または
養護教諭免許のうち、
いずれかをお持ちのかた
（見込み可）

0～5歳児の保育

原則として
平日の8時30分～17時15分

※早番遅番あり
②保育士 8名

調理師
（見込み可）

未満児の給食作り、
給食の配膳および
後片付け、
清掃等雑務

④保育所調理員 1名

特にありません

給食の配膳および
後片付け、
清掃等雑務、
調理補助

⑤保育所用務員 1名

日額8,658円
※経験加算、通勤加算あり
（6月、12月に増額賃金の

支給あり）

平日の
①7時30分～11時30分
②15時00分～19時00分
③9時00分～15時00分

のいずれか

③保育士パート 3名 時給1,083円

市内保育所
（未満児保育を
実施している
6か所のうち
いずれか）

子育て支援員（地域保育コース※）の
認定を受けているかた
（認定見込み可）

未満児保育の
補助業務⑥⑦子育て支援員

パート
時給943円

保育士または幼稚園・小中高
教員免許のうちいずれかを
お持ちのかた（見込み可）

⑧放課後児童
クラブ
指導員

時給1,051円

岐阜県子育てマイスター
または子育て支援員

（放課後児童コース※）の認定を
受けているかた
（認定見込み可）

⑨放課後児童
クラブ
サポーター

時給943円

1名 平日の7時30分～11時30分

3名 平日の15時～19時

特にありません給食センター

学校給食
（保育所、小・中学校）の
調理、給食センター
設備の清掃など

⑩調理員 2名

日額6,971円
※経験加算、通勤加算あり
（6月、12月に増額賃金の

支給あり）

原則として
平日の8時～16時45分

※早番あり
（7時30分～16時15分）

市内各施設 庁舎間等の文書を
配送する業務

⑪庁舎間等
文書配送業務 1名 第一種自動車運転免許時給847円原則として

平日の10時～16時

福祉生活課 福祉に関する相談、
調査および訪問等⑫福祉における相談員 1名

精神保健福祉士、社会福祉士、
保健師、臨床心理士のいずれかを
お持ちのかた（見込み可）

日額11,178円
※通勤加算あり

（6月、12月に増額賃金の
支給あり）

平日の8時30分～17時15分

市内放課後
児童クラブ
（７か所のうち
いずれか）

小学１～６年生の
保育20名

原則として平日の
①13時～19時
②15時～19時
③15時～18時
のいずれか

場合により土曜日出勤あり。
※土曜日、長期休業日は
7時30分～13時30分
8時30分～13時30分

13時～19時、13時～18時
のいずれか

原則として
平日の8時～16時45分

日額6,971円
※通勤加算あり

（6月、12月に増額賃金の
支給あり）

嘱託職員募集
職 種 勤務内容 賃金等勤務時間人 数 勤務場所 必要資格

平日の9時00分～15時45分家庭相談員 1名 月額180,400円
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採用日～2019年3月31日
1月15日（火）必着

●1月中に面接を行います。また、保育士については簡単な実技試験も行います。

※子育て支援員（地域保育コース、放課後児童コース）の認定が受けられる研修を、2月、3月に開催します。
　くわしくは市ＨＰをご覧ください。https://www.city.mizuho.lg.jp/4909.htm
●問い合わせ　幼児支援課（巣南庁舎）　☎327-2147●問い合わせ　幼児支援課（巣南庁舎）　☎327-2147

勤務期間
締め切り

履歴書（写真添付）・資格証明書を総務課へ提出応募方法

平成30年度 補助職員募集

市内保育所
（9か所のうち
いずれか）

0～5歳児の
保育

保育士、幼稚園教諭免許または
養護教諭免許のうち、
いずれかをお持ちのかた

時給1,083円

平日の
①7時30分～11時30分
②15時00分～19時00分

のいずれか

②保育士パート 3名

職 種 勤務内容 賃金等勤務時間人 数 勤務場所 必要資格

●問い合わせ　総務課　☎327-4111

別府保育所 保健師職員衛生管理者業務
乳幼児の保健衛生指導等

平日の
9時30分～15時30分 時給1,398円1名③保育所保健師

④⑤子育て支援員
パート

市内保育所
（未満児保育を
実施している
6か所のうち
いずれか）

子育て支援員（地域保育コース※）
の認定を受けているかた時給943円未満児保育の

補助業務

原則として平日の15時～19時
15時～18時のいずれか
場合により土曜日出勤あり
※土曜日、長期休業日は
7時30分～13時30分
8時30分～13時30分

13時～19時、13時～18時のいずれか

小学１～６年生の
保育

市内放課後
児童クラブ
（７か所のうち
いずれか）

1名

平日の7時30分～11時30分1名

平日の15時～19時1名

岐阜県子育てマイスターまたは
子育て支援員（放課後児童コース※）

の認定を受けているかた
時給943円⑦放課後児童

クラブサポーター

保育士または幼稚園・
小中高教員免許のうち
いずれかをお持ちのかた

時給1,051円⑥放課後児童
クラブ指導員

原則として
平日の8時30分～17時15分

※早番遅番あり
①保育士 4名 日額8,658円

※経験加算、通勤加算あり

⑧調理員

⑨調理員パート

原則として
平日の8時～16時45分

※早番あり
（7時30分～16時15分）

給食センター若干名 特にありません

学校給食（保育所、
幼稚園、小・中学校）の
調理、給食センター
設備の清掃など

日額6,971円
※経験加算、通勤加算あり

原則として
平日の8時～12時
※早番あり

（7時30分～11時30分）

時給873円

瑞穂市空家等対策計画（案） パブリックコメント（意見）を募集します
　市では、平成２６年１１月に「空家
等対策の推進に関する特別措置
法」が公布されたことを踏まえ、
「瑞穂市空家等対策計画」の策定
に向けて、瑞穂市空家等対策連
絡会議や瑞穂市空家等対策協議
会等による策定作業を進めてき
ました。このたび、案がまとまりま
したので市民のみなさんからの
ご意見を募集します。
 
※お寄せいただいたご意見は、市の
考えとともに整理したうえで公表
しています。ただし、個別のご意見
等には直接回答はいたしませんの
で、予めご了承ください

【募集期間】
１月４日（金）～２月４日（月）　※当日消印有効
【資料閲覧場所】
都市開発課（巣南庁舎）または市ホームページ
※窓口での閲覧は、８時３０分～１７時１５分（土日祝除く）
【募集対象者】
市内に在住・在勤・在学のかた、市内に事務所または事業
所がある個人・法人・団体、計画に利害関係を有するかた
【提出方法】
次のいずれかの方法で、氏名、住所（市外のかたは、勤務地・
通学先の所在地）、電話番号、案件名「瑞穂市空家等対策計
画（案）」を明記のうえ、ご提出ください ※様式は任意です
・直接提出　穂積庁舎総合案内または都市開発課（巣南庁舎）
・郵送　〒501-0392瑞穂市宮田300番地2
　　　 瑞穂市都市整備部都市開発課　行
・ファクシミリ　058-327-2120
・電子メール　tosikai@city.mizuho.lg.jp

●問い合わせ　都市開発課（巣南庁舎）　☎327-2101
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１１月４日、認知症になっても自分らしく暮らせるまちづくりを目指して、
認知症の人や支援者、一般の人がタスキをつなぎながらゴールを目指す
イベントが行われました。
多くのかたが参加され、認知症への理解を広めました。

「つなごう優しい気持ち！つくろう安心のまち♪」
　１１月４日（日）に、みずほふれあいフェスタ２０１８と同時に、ＲＵＮ伴＋（ＰＬＵ
Ｓ）みずほ２０１８が開催されました。このイベントは、認知症の人が活躍し、地
域の人との出会い、交流することで認知症への理解を深め、認知症になって
もこのまちで暮らせることを考えるきっかけに、今年から始まったまちづくり
イベントです。
　この日は、ランナーが市内３か所からスタートし、各中継地点でタスキをつ
なぎ、ゴールのふれあいフェスタ会場（巣南庁舎）を目指しました。ゴール地
点ではテーマカラーであるオレンジや白の風船が空を舞い、華を添えました。

ＲＵＮ伴＋（ＰＬＵＳ）みずほ２０１８
ぷらすらんとも

認 知 症 予 防 へ の ア プ ロ ー チ VOL.
14 

地域で始まっています。
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瑞穂市あたまの健康チェック

お申込みお待ちしています！

●申込・問い合わせ　地域福祉高齢課（総合センター）　☎327-4126

実 施 日 1月9日（水）、１6日（水）、23日（水）、30日（水）
時 間 ①１３時３０分～　②１４時３０分～

③１５時３０分～　④１６時３０分～
所 要 時 間 結果説明含め、約３０分程度
場 　 所 総合センター２階　交流ルーム

対 　 象 ６０歳以上で要介護・要支援認定を受けていないかた
申 込 方 法 各実施日の前日までに地域福祉高齢課の窓口か電話にて

料 金 無料

１人１０分程度で行う認知機能テストです。
個別に質問をお聞きするもので、集団で行うことができません。
そのため、事前に予約が必要です。

あたまの健康
チェックとは？

DO YOU 
KNOW（脳）？

大勢のかたに応援い
ただ
きま

し
た
。



20広報みずほ・2019.1LINEスタンプショップで「かきりん瑞穂市」と入れて検索してください

　10～11月にかけて「交
通環境改善ワークショッ
プ」を開催し、参加者のみ
なさんと一緒にまちを見
てまわり、実際の交通のよ
うすから対策を考えまし
た。
　その中で、「駅周辺を走
る車がどれくらいの速さ
で走っているか？」という
調査も行いました。さて、
何キロで走っていたでしょ
う・・・？

瑞穂市ＪＲ穂積駅圏域拠点化構想からのお知らせ瑞穂市ＪＲ穂積駅圏域拠点化構想からのお知らせ
駅周辺の交通事情知っていますか？駅周辺の車の速さ

意見交換会

　ワークショップとは、もともと「工房」
「作業場」という意味ですが、さまざま
な立場の人々が集まって、自由に意見を
出し合い、互いの考えを尊重しながら、
意見や提案をまとめ上げていく場です。

今年度もワークショップ方式による意見交換会を
開催します。
どなたでもご自由に参加できます。
この機会にぜひご参加ください。

瑞穂市議会

テーマ

日時・
場所

第10回

●問い合わせ　総合政策課　☎327-4128

●問い合わせ　議会事務局　☎327-4121

ワイワイ会議の開催予定や話し合いの内容などは、「瑞穂市ＪＲ穂積
駅圏域拠点化構想協議会」というfacebookページで公開しています。

『穂積　駅前』などで検索してみてください。
https://www.facebook.com/hozumiekimaekyotennka/

駅周辺の活性化にご興味のあるみなさん！
　１月のワイワイ会議は9日（水）、23日（水）に開催する予定です！ほづみ夜市の企画や交通問題など、

「今」できることを話し合っていきます。駅周辺を元気にしていく集まりに、あなたも参加してみませんか！？

●調査結果（朝の時間帯）

北側：道幅が広いためか・・・
34㎞/ｈ～37㎞/ｈ

南側：道幅が狭いのに・・・
30㎞/ｈ～32㎞/ｈ

時速３０㎞以上に
なると、事故発生率
が上がるらしいよ！
スピードの出し
すぎに注意！！

▲第9回意見交換会のようす

～ワークショップ方式による～

災害にどう備えますか
今後も住み続けたいまちづくり
2月3日（日）
①10時～11時30分　巣南公民館（多目的ホール）
②14時～15時30分　市民センター（大ホール）
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●問い合わせ　商工農政観光課（巣南庁舎）　☎327-2103

国が支える、安心が大きくなる農業者年金

・国民年金第１号被保険者で年間６０日以上農業に従事する２０歳以上６０歳未満のかた
・農地をもっていない農業者や、配偶者や後継者などの家族従事者
　※脱退も自由です。脱退一時金は支給されませんが、加入期間にかかわらず、それまでに支払った保険料は、将
　　来受給する年金の原資となります。
　※旧制度（平成１３年１２月末まで）の加入者で特例脱退したかたも、加入の要件を満たしていれば加入できます。

商工農政観光課
からのお知らせ

農業者のかたなら広く加入できる

　自ら納めた保険料とその運用収入を、将来受給する年金の原資として積み立てていき、この年金原資の額に応
じて年金額が決まる積立方式の年金です。
　加入者・受給者の数に左右されにくい安定した年金制度で、運用利回りの状況などで保険料が引き上げられるこ
ともありません。
　保険料などの資産運用は、農業者年金基金が一元的に行っており、国内債券を中心に複数の資産への分散投資
を行うなど安全かつ効率的な運用を行っています。また、毎年６月末までに「付利通知」で個人ごとの付利結果や年
金原資の積立状況をお知らせします。

少子高齢化に強い年金

　月額２万円から６万７千円まで（千円単位）で設定。農業経営の状況や人生設計に応じて、いつでも見直すことが
できます。

保険料の額が自由に決められる

　一定の要件を満たした場合、国から月額最高１万円の保険料補助があります。
農業の担い手には、保険料の国庫補助があります

　年金は生涯支給されます。
　※仮に加入者・受給者が８０歳前に亡くなった場合でも、死亡した翌月から８０歳までに受け取れるはずであった農業者老齢年
　　金の現在価値に相当する額が、死亡一時金として遺族に支給されます。

終身年金で８０歳までの保証付き

　支払った保険料は、全額が社会保険料控除の対象となり、所得税・住民税の節税につながります。
　※保険料などの年金資産の運用益は非課税です。
　※将来受け取る農業者年金は、公的年金等控除の対象となり、６５歳以上のかたであれば、公的年金等の合計額が１２０万円ま
　　では全額非課税となります。

税制上の優遇処置があります

区分

3

4

5

 1
2

必要な要件 国庫補助額
３５歳未満 ３５歳以上

認定農業者で青色申告者
認定就農者で青色申告者
区分１または２のかたと家族経営協定を締結し経営に参画している配偶者また
は直系卑属
認定農業者または青色申告者のいずれか一方を満たすかたで、３年以内に両方
を満たすことを約束したかた
３５歳未満の直系卑属の農業後継者で３５歳まで（２５歳未満は１０年以内）に区分
１の者となることを約束した後継者

10,000円（5割）6,000円（3割）
10,000円（5割）6,000円（3割）

10,000円（5割）6,000円（3割）

6,000円（3割）4,000円（2割）

6,000円（3割） －

注）保険料の国庫補助を受ける期間の保険料は２万円で固定。加入者が負担する保険料は２万円から国庫補助額を差し引いた金額となります。

■最長２０年間、保険料補助が受けられます。
　期間は次の通りです。
　３５歳未満…表の「必要な要件」を満たしているすべての期間
　３５歳以上…１０年以内
■国庫補助額とその運用益は、原則６５歳から特例付加年金として受給できます。
　※特例付加年金を受給するためには、農地等の経営継承が必要ですが、経営継承の時期についての年齢制限はありません。

■保険料補助の要件および補助額は次のとおりです。
　６０歳までに保険料納付期間が２０年以上見込まれ、かつ農業所得が９００万円以下であるかたでつぎの要件に該当するかた

農業者年金 検索

対　象
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ふるさと岐阜を巡る！

みずほ教育便
Vol.22

教育委員会発

生津小3年 岐阜かかみがはら航空宇宙博物館
世界淡水魚園水族館　アクア・トトぎふ

　私は「アクア・トトぎふ」でアシカ
ショーを見るとき、みんながよく見える
ように、みんなとゆずりあいながら見学
できたことが一番心に残っています。
　私たちのすぐ近くにある長良川にはた
くさんの魚が住んでいることがわかりま
した。

　「岐阜かかみがはら航空宇宙博物館」
で飛行機や宇宙などの展示を見て、今の
飛行機ができるまでにはいろいろな実験
が繰り返されていることがわかりました。
どんどん改良されていてすごいと思いま
した。

　市内小学校では、校外学習で岐阜県内のさまざまな施設を訪問しています。施設を見学す
るだけでなく、体験をしたり、施設の人から話を聞いたりすることで、岐阜県の産業や歴史的
な背景を学ぶ良い機会となっています。子どもたちが岐阜県の良さや魅力を知り、「ふるさと
岐阜」に愛着をもつことを願っています。今月は、２つの小学校の取り組みを紹介します。
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●問い合わせ　教育総務課（巣南庁舎）　☎327-2115

●問い合わせ
　学校教育課（巣南庁舎）
　☎327-2116

南小6年 関ケ原鍾乳洞・関ケ原町歴史民俗資料館

市内小中学生の活躍　

◇第51回カワイピアノコンクール　連弾部門Ｂコース　中部地区大会　最優秀賞
　全国大会　金賞　　穂積中1年　奥川　真禱　さん　　牛牧小5年　奥川　薫英　さん
◇岐阜県統計グラフコンクール　パソコン統計グラフの部　佳作
　「ぼくたち　わたしたちの遊び調査」　　　穂積小5年　西　奏太　さん
◇第18回社会科課題追究学習作品展　優秀賞
　「校歌に出てくる郷土の自然調べ」　本田小　長澤　真由　さん
◇平成３０年度　税に関する習字
　瑞穂市長賞　　　　　　　　西小6年　　岡田　星華　さん　　　本田小5年　小倉　理緒　さん
　瑞穂市教育長賞　　　　　　中小6年　　長松　遼佳　さん　　　本田小5年　小倉　理愛　さん
　佳作　　　　　　　　　　　南小5年　　大槻　眞子　さん
◇平成３０年度　税についての作文
　東海税務連絡協議会長賞　　穂積中3年　細江　凛奈　さん
　瑞穂市長賞　　　　　　　　穂積中3年　深津　英之　さん
　瑞穂市教育長賞　　　　　　穂積中3年　高橋　幸暉　さん

　心に残ったのは、鍾乳洞を探検したことです。中
はうす暗く天井からは水が落ちてきて、足場はぬ
れていました。鍾乳石はさまざまな不思議な形を
していてとても神秘的でした。鍾乳洞の水たまり
の中にはニジマスが泳いでいて驚きました。

第 19回 全国中学生創造ものづくり教育フェアに出場します

▲受賞を報告する加藤さん（左）▲ごみ箱の仕組みを説明する加藤さん

　関ケ原町歴史民俗資料館の館長さんの話を聞
いて、「関ケ原の戦い」のようすをくわしく知る
ことができました。甲冑には、各武将によってい
ろいろなデザインがあることに気づきました。

かっちゅう

　11月3日（土・祝）、第１９回全国中学生創造ものづくり教育フェア「木
工チャレンジコンテスト　【製作部門】」 岐阜県大会が開催され、巣南
中学校3年生の加藤 詩さんの作品が最優秀賞に選ばれました。加藤さ
んが制作したごみ箱は、ごみが隠れるようカゴを収納できたり、小物用
の仕切りを備えたりといった工夫が施されており、これが高く評価さ
れました。１月に東京で開催される全国大会に出場します。

うた

ものづくりを頑張る中学生です　
１/２６（土）、２７（日）　東京都葛飾区水元総合スポーツセンターにて



地域コミュニティレポート
～心をつなぐプロローグ～
地域コミュニティレポート
～心をつなぐプロローグ～

人材育成研修（第３回）
「様々な主体を知ろう」

No.10

24広報みずほ・2019.1エレベーターの利用は荷物の搬送時のみに（みずほウォームビズ２０１８）

●問い合わせ　市民協働安全課　☎327-4130

　地域のつながりづくりは、あなたの思いから始まります。
あなた自身が「地域で自分ができること」を見つけるヒントにしていただきたいと思います。

　今月も引き続き、人材育成研修（第３回）についてお伝えします。
　第３回の講座のテーマは「様々な主体を知ろう」です。１１月８日
（木）、市民センターで、まさに様々な立場で、様々な活動に取り組
まれている講師のみなさんからお話を聞くことができました。

岐阜市　芥見東自治会連合会会長　山田正行さん
　５３の自治会からなる芥見東自治会連合会。岐阜市の中でも、高
齢化率が40.51％と高い地区です。新興団地で住民のつながりも
薄く、自治会活動も低迷していましたが、平成１９年にまちづくり
協議会を組織し、「誰もが元気で住みよいまちにしよう」というビ
ジョンを掲げ、活動に取り組んでいます。
　ヘルパー制度（住民がボランティアで利用者のお手伝いをす
る）を取り入れた「みどりっこバス」は、夏休みには中学生もヘル
パーになります。初めはあいさつもできなかった子が大きな声で
できるようになっていく姿を見るのも、利用者のみなさんの楽し
みのひとつになっています。他にも、自然環境保全に取り組む「大
洞の里山つくろう会」や隣近所の「見守り愛チーム」の活動、ワン
コインコンサート、みどりっこマーケット、健康落語会、映画会、山
田川ほたる祭りなど、本当に幅広い活動があります。山田さんは、
「好みや興味は人それぞれなので、色々やります。興味のあること
に引っ張り出せれば、その結果たくさんの人がつながります。絆づ
くりは話しをする場所がいります。女性は井戸端会議が得意です
が、特に男性は何かきっかけがないと話すのは苦手です。今後は、
婚活や空き家の保守管理・転売等のコミュニティビジネスにも取
り組みたい。」と力強くお話しされました。

各務原市　八木山地区社会福祉協議会事務局　清水孝子さん
　高齢化率40％を超える地区で、平成２６年１月に空き家を改装
し、地域のかたが気軽に立ち寄り交流できる場として「ささえあ
いの家」を開所され、囲碁や絵手紙など趣味として楽しめる教室

や、認知症などの暮らしに関する内容を話し合う「暮らしを語る
会」など、様々な行事を行っています。
　目的は「人と人とがつながること」。ささえあいの家に関わるボ
ランティアは現在76名いますが、「できる人ができることをやる」
「できない理由は色々あるが、とにかくやってみる」という意識を
共有しています。ボランティアを通じて、知り合いが増えることを
楽しみにしているとのことです。
　清水さんは、「手伝いをするととても喜んでいただけるので、
逆に元気をもらいます。結局、自分もうれしくて、自分のためにも
なっている。そうやってつながっていくことで、町の風景が変わり
ます。地域には、さまざまな人がいますが、その中で折り合いをつ
けていくことも勉強です。デコボコを補い合い、支え合っていま
す。」と話してくださいました。

池田町　土川商店　土川修平さん
　食品雑貨店として150年続く土川商店を拠点に、池田山麓クラ
フト展、鎮守の杜の展覧会、草の根交流文化サロンinSEINO、池
田山麓物語（願成寺古墳群美術展）などのイベントを手掛ける土
川さん。「イベントは一過性で終わりがちだが、『空間的広がり』
『時間的広がり』の２つの視点で検討することで、一過性を克服す
ることができる。」と言われます。
　『空間的広がり』とは「地域完結型」ではなく、どれだけ地域を
超えられるかということ。「地域活性化」という言葉には、地域外
の人を呼んで来たいという気持ちが隠れている。地域外の人を
どれだけ巻き込んでいけるかにかかっており、その結果が地域づ
くりにつながっていく。また『時間的広がり』は、それが将来にわ
たりどのように広がっていくのか、ということです。
　また、イベントの評価と検証についても、「『賑やかで楽しい』と
いうことが評価の基準になりがちだが、そればかりではない。『心
豊かなやすらぎ』や『思索と提言』という視点でも評価、検証すべ
きです。また、地域には伝統的なイベントもあるが、住民構成の変
化の中で、新旧住民の価値観も違う。新しい地域社会の中の共通
する価値観を見つける必要がある。」と話していただきました。

　三者三様のお話でしたが、共通する地域への熱い思いを感じ
る時間となりました。

●問い合わせ　 瑞穂市消費生活相談室　☎322-6517

　　　　　　　 消費者ホットライン（局番なし）188　岐阜県県民生活相談センター　☎277-1003
イヤヤ！

インターネットでの旅行予約の
契約条件は自分でよく確認を！

●インターネットでの旅行予約は店舗での予約と異なり、対面
でくわしく説明を受けることができません。利用規約などを
よく読み、予約内容やキャンセル、変更などの契約条件は、
申し込みの前に自分自身でよく確かめる必要があります

●サイト運営事業者の基本情報（名称、住所、代表者、日本
の旅行業者登録の有無など）や顧客対応窓口への問い合わ
せ手段などを確認しておきましょう

●申し込み時には、予約内容が確認できる画面をよく確認しま
しょう。予約後は予約確認メールをすぐ確認することが大切
です。不測の事態に備えて画面を印刷し、精算が完了して
旅行が終わるまで保管しましょう

●不審に思うことがあれば、瑞穂市消費生活相談室へ早めに
相談してください

　インターネットで、海外
航空券の申し込みをした
が行けなくなった。キャン
セルをしたいが電話もつ
ながらず、メールを送って
も返信が来ない。

事例
①

　インターネットで、4ヶ
月先の日程で海外のホテ
ルを予約した。翌日キャン
セルをしたが、高額な解
約料金を請求された。

事例
②

消費生活相談室だより

消費者への
アドバイス
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●申込・問い合わせ

●申込・問い合わせ

本田コミュニティセンター
〒501-0236 瑞穂市本田 977番地 1 ☎329-1600　　329-1601

本田コミュニティセンター
〒501-0236 瑞穂市本田 977番地 1

☎329-1600

牛牧北部防災コミュニティセンター
〒501-0235  瑞穂市十九条 413番地 1 ☎329-0147　　329-0148
牛牧南部コミュニティセンター　つどいの泉
〒501-0234 瑞穂市牛牧 1580番地 1 ☎329-1511　　329-1512

●1月の各教室のご案内

コミュニティセンターからのお知らせ

≪節分イベントのご案内≫
コミュニティセンター　３館同時開催 牛牧南部コミュニティセンター　つどいの泉

■内　容　鬼の塗り絵に色を塗り、鬼のお面づくりをします。
■期　間　１月１２日（土）～２月３日（日）　９時～２０時
　　　　　※１月２１日（月）：本田コミセンと南部コミセンは休館日
■対　象　幼児から大人まで　ご家族でのご参加、大歓迎です。
■料　金　無料
■その他　事前の申し込みは不要です。制作に必要な用具などはコミセンで用意します。

■場　所　本田コミュニティセンター　多目的ホール    
■時　間　１３：３０～１５：３０（途中、休憩をはさみます。）    
■対　象　小学４年生以上　　■定員　５０名
■申込方法　当施設の窓口、またはお電話でお申込みください。
■申込開始　１月９日（水）～    
※定員に達し次第、募集は締め切らせていただきます   

≪書き初めイベントのご案内≫
本田コミュニティセンター

～年の初めに書き初めをしよう！～
■期　間　１月４日（金）～１月１５日（火） 10時～１6時30分  
■対　象　小学１年生から大人まで　必ず汚れてもよい服装で参加してください。
■題　材　自由　小学生については、学年ごとに手本を用意します。  
■料　金　無料

■場　所　本田コミュニティセンター　交流スペース  
■道　具　書き初めに必要な用具は、すべてコミセンで
　　　　　用意します。  
■その他　書き初め希望のかたは、窓口で受付をしてください。  

【切り絵教室】１月１０日（木）  ９時３０分～１１時３０分
【絵手紙教室】１月２６日（土）  ９時３０分～１１時

≪トレーニングルーム・歩行用温水プール 講習会のお知らせ≫

    　 　 　 　  　 　１日（金）  １８時４５分～２１時
　７日（木）　 ９時４５分～１２時
２１日（木）  １８時４５分～２１時

平成３１年2月の講習会
    　 　 　 　  　７日（月）　 ９時４５分～１２時

 １８日（金）  １８時４５分～２１時
 ２４日（木）　 ９時４５分～１２時

平成３１年1月の講習会

≪牛牧北部防災コミュニティセンター≫

【歌声サークル】１月７日（月）  １０時～１１時３０分
≪本田コミュニティセンター≫

●問い合わせ　みずほ演劇祭実行委員会　mizuho@gifu-engeki.com
　　　　　　　ツイッターアカウント　　mizuhoengekisai
　　　　　　　生涯学習課（巣南庁舎）　　☎327-2117

2/9
（土）

KARINさんが教える瑞穂市PR動画主演！

体験レッスンは、初心者向けの内容です。
KARINさんのソロショーもありますよ！

小学生の頃からストリートダンスのコンテストや
バトルなどの数々の競技で優勝し、2018 年 2月、
フランスで行われたストリートダンスの世界大会に、
日本代表として出場しBEST4の結果を出す。

プロフィール
講師：KARINさん

ストリートダンス体験レッスン！
参加者募集無料!!
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平日は毎日開所しています。お気軽にお越しください。＜利用可能日時＞月曜日～金曜日10時～15時
市内在住の未就園児とその保護者が利用できます。

別府保育所地域子育て支援センター
別府 140　☎326-2525

下記以外にもさまざまな事業があります。くわしくは各センターにお問い合わせください。1月のお知らせ

子育て中の皆さん！支援センターに遊びに来ませんか？
●地域の身近なところで、気軽に親子の交流や子育て相談ができる場所です
●行政やNPO法人などが担い手となって行っています　●瑞穂市には4か所の子育て支援センターがあります

清流みずほ認定こども園　瑞穂こどもセンター
森565　☎322-2051

子育て支援センターとは？

★各支援センターの
　開所は4日（金）から
　です。

清流みずほ保育園　子育て支援センターモアマーム
森555　☎328-1077 ホームページアドレス　http://www.lieberrystyle.com/mizuho-hoiku/institution/moremaam.html

日にち 事業 内容 参加費 時間

10時30分
～11時30分
10時30分
～11時30分
10時30分
～11時30分
10時30分
～11時15分
10時30分
～11時30分

無料

1,200円

1,000円

おひさま
ランチ

11時45分
～13時00分

大人　380円
子ども220円

『バスフィズ』シュワシュワ～★子どもも喜ぶお風呂入浴剤。
安全な成分で作りますのでお子さんの身体にも安心です。

10時15分
～11時30分アロマ講座

300円
お茶・おやつ付

おひさま
セミナー②

『話題の身近な病気を漢方で防げるか』はしか、便秘、おねしょ、
咳…みなさんの気になる、よくある身近な病気のお話です。

13時15分
～14時30分

野崎先生の
養生講座

『アレルギーに向けての準備』2月3月のアレルギーの季節に
備えて今から学んでおきましょう。リピーター続出の人気講座！

10時15分
～11時30分

10時15分
～11時30分

『スリットドラム』サイズ10ｃｍ×16ｃｍ×6.2ｃｍの木の箱にＨ型の
溝が入ったもので、叩く場所によって音が変わりますよ♪

おひさま
セミナー①

10時00分
～11時00分

『冬のお話と絵本』 “子育てと読み聞かせ”のヒントを教えてくだ
さいます。開放スペースで行いますのでお気軽にお越し下さい。

こびと座
～おはなしだいすき～

300円
お茶・おやつ付

講師

フレ！
フレ！
子育て子育て

☆マームランチ　（火）～（金）11時30分～13時　アレルギー対応もしています。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※各事業要予約
☆講座がある日はマームランチは12時～となります。　　　　　　　　　　　　　　

☆火・水はカフェも開催。アレルギー・離乳食（8ヶ月～）対応もしております。　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　 ※各事業要予約
☆毎日開放（10時～ 15時）☆毎月第 1月曜日『おひさま相談日（子育て何でも相談日）』　詳しくはお問い合わせください。 

日にち 事業

ゆったりと呼吸しながら心と身体をほぐしていきます。
産後やお子様連れの方の参加も歓迎です。

節分にちなんで鬼の豆箱作りと豆まきを行います。
季節の手作りおやつもお楽しみに。

大好きなお母さんの手で優しくいっぱい触れてあげましょう。

お母さんが笑えば自然とお子さんも笑顔に！！
いっぱい笑って心も身体も元気になりましょう。

マーム広場

逢坂里佳氏

藤澤寿子氏

深尾朱美氏

支援センター

支援センター

300円

500円

300円

100円みんなでお誕生日のお祝いをしましょう。身体測定や写真、
手形をとって記念の誕生日カードを作りますよ。

牛牧第２保育所地域子育て支援センター
祖父江 170　☎326-1515

ホームページアドレス　http://www.mizuho-cc.com

25日（金）
31日（木）

9日（水）

28日（月）

29日（火）

24日（木）

     10日（木）

15日（火）

24日（木）

29日（火）

30日（水）

毎週月、金

野崎利晃氏

山田文子氏

浅野美香子氏

高橋佑佳氏

中島俊彦氏

支援センター

時間内容 講師 参加費

園のお昼ご飯を食べてみませんか？旬のお野菜たっぷり、厳選
した調味料使用のオーガニックランチを是非味わって下さい。

お誕生日会

笑いヨガ

ベビーマッサージ

マタニティー
ヨガ

100～200円

日にち 事業 場所 時間 備考

どんぐり広場

おもちゃ病院

おはなしの会

玩具無料修理

牛牧支援センターは
開所しています

10時15分受付
10時30分～11時30分

10時15分受付
10時30分～11時30分

支援センターは
13時30分より開所

別府支援センター

牛牧支援センター

馬場公園内 郷土資料館
牛牧支援センターのスタッフが出向きます

8日（火）

9日（水）

11日（金）

29日（火）

10時～12時

16日(水)23日(水)
30日(水) 別府支援センター 10時30分～11時

にこにこ広場
～お正月遊び～

子育てセミナー
（ベビーヨガ）

10時30分～11時30分
牛牧支援センターの開所は13時30分～

30日（水）
31日（木） 10時～12時

別府支援センター
牛牧支援センター

子育て相談
（保健師・栄養士来所）

別府保育所２階ホール
牛牧第２保育所２階ホール

講師：加藤理香 氏
時間：10時30分～11時30分
場所：牛牧支援センター
対象：歩きはじめていないお子さん
託児：有
定員：20組
申込：7日（月）～11日（金）
　　　　各支援センターへ直接

～子育てセミナー～
「ベビーヨガ！」

市税など公共料金の納付は、便利で確実な 口座振替をご利用ください
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屋
に
つ
い
て
は
、

平
成
３１
年
度
か
ら
課
税
の
対
象
外

と
な
り
ま
す
。た
だ
し
取
り
壊
さ

れ
た
こ
と
が
確
認
で
き
な
い
と
引

き
続
き
課
税
さ
れ
る
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
、家
屋
を
取
り
壊
し
た

か
た
は
す
み
や
か
に「
家
屋
滅
失

届
」の
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、登
記
さ
れ
て
い
る
家
屋

で
滅
失
登
記
を
さ
れ
た
家
屋
に
つ

い
て
は
提
出
の
必
要
は
あ
り
ま
せ

ん
。

●
提
出
先

税
務
課
ま
た
は
市
民
窓
口
課

●
提
出
書
類

家
屋
滅
失
届
お
よ
び
取
り
壊
し
た

日
付
が
確
認
で
き
る
も
の

■問 

税
務
課

☎
３
２
７
―
４
１
１
２

平
成
３０
年
度
瑞
穂
市
高
等
学

校
等
就
学
奨
励一時
金
の
交
付

　
高
等
学
校
等
に
就
学
し
よ
う
と

す
る
か
た
の
う
ち
、経
済
的
な
理

由
に
よ
り
就
学
す
る
こ
と
に
支
障

の
あ
る
か
た
の
保
護
者
に
対
し
、

高
等
学
校
等
就
学
奨
励一時
金（
み

ず
ほ
桜
入
学
祝
い
金
）を
交
付
し

ま
す
。交
付
を
希
望
さ
れ
る
か
た

は
、ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■対 ①
市
内
に
住
所
を
有
す
る
こ
と

②
保
護
者
お
よ
び
保
護
者
と
生
計

を
共
に
す
る
か
た
の
直
近
の
市

町
村
民
税
所
得
割
額
が
非
課

防
火・防
災
管
理
再
講
習
の
ご

案
内

■日 

２
／
２０（
水
）　
１３
時
２５
分
〜
１６

時
５０
分

■所 

岐
阜
市
消
防
本
部
６
階

■対 

岐
阜
県
内
に
在
住
ま
た
は
在
勤

の
か
た

■定 

８０
人（
定
員
に
達
し
次
第
締
切
）

■〆 

１
／
２１（
月
）〜
２
／
１（
金
）

■申 

岐
阜
市
消
防
本
部
予
防
課
窓
口

に
て
直
接
申
込

※
郵
送
で
の
申
込
も
可
。詳
細
は

岐
阜
市
消
防
本
部
予
防
課
へ
お
問

合
せ
く
だ
さ
い

●
申
込
に
必
要
な
も
の

①
受
講
申
込
書（
必
要
事
項
を
記

入
）

※
受
講
申
込
書
は
、岐
阜
市
消
防

本
部
予
防
課
、管
内
各
消
防
署
、

岐
阜
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
入
手
で

き
ま
す

②
写
真
１
枚

縦
３㎝
×
横
２
．４㎝
で
、６
か
月
以

内
に
撮
影
し
た
無
帽
、無
背
景
の

正
面
上
三
分
身
像

③
防
火
管
理（
再
）修
了
証
ま
た
は

防
災
管
理
者（
再
）修
了
証

④
テ
キ
ス
ト
代　
２
，５
０
０
円

■問 

岐
阜
市
消
防
本
部
予
防
課

☎
２
６
２
―
７
１
６
３

家
屋
を
取
り
壊
し
た
か
た
へ

　

固
定
資
産
税
は
、毎
年
１
月
１

日
現
在
の
状
況
に
基
づ
い
て
課
税

さ
れ
ま
す
。よ
っ
て
平
成
３０
年
中
に

税
で
あ
り
、か
つ
、経
済
的
理
由

に
よ
り
就
学
が
困
難
な
世
帯
で

あ
る
こ
と

③
素
行
が
善
良
で
あ
っ
て
、志
操

堅
固
で
あ
る
こ
と

④
在
籍
学
校
長
ま
た
は
最
終
の
出

身
学
校
長
が
適
当
と
認
め
た
推

薦
が
あ
る
こ
と

■応 

交
付
申
請
書
、家
庭
状
況
調
査

書
等
を
各
中
学
校
に
提
出

※
教
育
委
員
会
に
て
審
査
の
う

え
、交
付
の
可
否
を
決
定
し
ま
す

※
交
付
金
額
は
、５
万
円

■問 

学
校
教
育
課

☎
３
２
７
―
２
１
１
６

平
成
３１
年
度　
入
札
参
加
者

の
登
録
申
請

　
平
成
３１
年
度
の
市
が
発
注
す
る

物
品
の
製
造
販
売
や
納
入
、役
務

の
提
供
等
で
、新
規
に
入
札
や
見

積
に
参
加
し
よ
う
と
す
る
か
た

は
、次
の
期
間
に
申
請
を
行
っ
て
く

だ
さ
い
。※
す
で
に
平
成
３０・３１
年

度
の
資
格
を
お
持
ち
の
か
た
は
申

請
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん

●
提
出
書
類

市
指
定
の
様
式
を
使
用
。

※
様
式
は
市
の
Ｈ
Ｐ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。ま
た
財
務
情

報
課
で
も
交
付
し
て
い
ま
す（
Ａ
４

フ
ァ
イ
ル
判
紙
フ
ァ
イ
ル
綴
じ
）

●
申
請
有
効
期
間

平
成
３１
年
度（
１
か
年
度
）

●
受
付
期
間

１
／
１０（
木
）ま
で

８
時
３０
分
〜
１７
時

※
土
日
祝
、年
末
年
始
を
除
く

※
受
付
期
間
経
過
後
の
申
請
は
受

付
で
き
ま
せ
ん

●
そ
の
他

く
わ
し
く
は
市
の
Ｈ
Ｐ
ま
た
は
財

務
情
報
課
で
交
付
す
る
提
出
要
領

を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

■申
■問 

財
務
情
報
課

☎
３
２
７
―
４
１
３
１

「
障
害
者
控
除
対
象
者
認
定

書
」に
よ
る
障
害
者
控
除

　
障
害
者
手
帳
を
お
持
ち
で
な
い

か
た
で
も
、６５
歳
以
上
の
寝
た
き

り
等
要
介
護
状
態
の
か
た
で
、調

査
に
よ
り
障
が
い
者
に
準
ず
る
者

と
認
め
ら
れ
れ
ば
、障
害
者
控
除

の
対
象
と
な
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。そ
の
た
め
に
は「
障
害
者
控
除

対
象
者
認
定
書
」が
必
要
と
な
り

ま
す
。認
定
書
の
発
行
に
は
申
請

が
必
要
で
す
の
で
手
続
き
を
お
願

い
し
ま
す
。

※
認
定
書
の
発
行
に
は
申
請
か
ら

２
週
間
程
か
か
り
ま
す

※
調
査
の
結
果
、非
該
当
の
場
合

も
あ
り
ま
す

●
申
込
に
必
要
な
も
の

　
申
請
者
の
印
鑑

■申 

地
域
福
祉
高
齢
課
ま
た
は
市
民

窓
口
課

■問 

地
域
福
祉
高
齢
課

☎
３
２
７
―
４
１
２
６

義
援
金
に
つ
い
て

　

震
災
後
、皆
さ
ん
か
ら
お
預
か

り
し
た
ご
厚
志
は
、随
時
、日
本
赤

十
字
社
岐
阜
県
支
部
に
送
金
し
て

お
り
ま
す
。

●
東
日
本
大
震
災
義
援
金

3
，1
6
9
万
9
，3
2
3
円

●
平
成
２８
年
熊
本
地
震
災
害
義

援
金

5
7
7
万
9
，1
7
8
円

●
平
成
２９
年
７
月
５
日
か
ら
の
大

雨
災
害
義
援
金

4
5
0
万
9
，8
4
0
円

（
12
月
6
日
現
在
）

　
紙
面
を
借
り
て
厚
く
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。引
き
続
き
ご
支
援
を

お
願
い
し
ま
す
。

●
募
金
箱
設
置
場
所

・穂
積
庁
舎　
２
階
ロ
ビ
ー

・巣
南
庁
舎　
正
面
玄
関

●
受
付
窓
口

・総
合
セ
ン
タ
ー　

地
域
福
祉
高

齢
課

・巣
南
庁
舎　
市
民
窓
口
課

■問 

地
域
福
祉
高
齢
課

☎
３
２
７
―
４
１
２
６

障
が
い
者
等
の
相
談
窓
口
を

開
設
！

　
日
常
の
心
配
事
、サ
ー
ビ
ス
利

用
や
就
労
支
援
に
つ
い
て
、相
談
支

援
専
門
員
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

■所 

総
合
セ
ン
タ
ー　
相
談
室
１

■問 

福
祉
生
活
課

☎
３
２
７
―
４
１
２
３

障
が
い
者
等
の
電
話
相
談　

受
付
中
！！

　
次
の
事
業
所
に
お
い
て
電
話
相

談
を
お
受
け
し
て
い
ま
す
。

税
理
士
に
よ
る
無
料
税
務
相
談

の
ご
案
内

　

市
で
は
、税
理
士
に
よ
る
相
続

税
や
贈
与
税
等
、税
に
関
す
る
無

料
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

■日 

1
／
１７（
木
）　
１３
時
〜
１５
時

■所 

総
合
セ
ン
タ
ー 

１
階　
相
談
室

■定 

先
着
順
受
付

■問 

税
務
課

☎
３
２
７
―
４
１
１
２

英
会
話
入
門・韓
国
語
入
門
講
座

　
見
て
、聞
い
て
、話
す
。基
本
的

な
あ
い
さ
つ
や
簡
単
な
会
話
な
ど

を
外
国
人
講
師
と一
緒
に
楽
し
く

学
習
し
ま
す
。

■日 

1
／
２９（
火
）〜

毎
週
火
曜
日（
全
８
回
）

・英
会
話（
中
学
１
年
生
レ
ベ
ル
の

文
法
を
中
心
と
し
た
基
礎
会
話
）

１８
時
〜
１９
時

・韓
国
語（
ハ
ン
グ
ル
の
読
み
書
き
、

挨
拶
や
自
己
紹
介
な
ど
）１９
時
３０

分
〜
２０
時
３０
分

■所 

ソ
フ
ト
ピ
ア
ジ
ャ
パ
ン
セ
ン
タ
ー

■料 

全
８
回
で
５
，０
０
０
円

※
別
途
テ
キ
ス
ト
代
２
，０
０
０
円

■定 

各
講
座
１５
人（
先
着
順
）

■問 

国
際
文
化
交
流
協
会　
前
田

☎
０
９
０
―
６
４
８
９
―
２
８
０
３

※
平
日
の
１０
時
〜
１８
時

平
成
３１
年
瑞
穂
市
消
防
出
初
式

　
地
域
の
消
防・防
災
の
た
め
、日

夜
訓
練
を
積
ん
で
い
る
消
防
団
員

画
的
制
度
」を
導
入
し
よ
う

計
画
３　
土
日
・祝
日
に
プ
ラ
ス

ワ
ン
休
暇
し
て
、連
続
休
暇
に
し

よ
う

●
キ
ッ
ズ
ウ
ィ
ー
ク

　

地
域
ご
と
に
夏
休
み
な
ど
の一

部
を
ほ
か
の
日
に
う
つ
し
て
、学

校
休
業
日
を
分
散
化
す
る
取
り
組

み（
キ
ッ
ズ
ウ
ィ
ー
ク
）が
平
成
３０

年
度
か
ら
始
ま
っ
て
い
ま
す
。子
供

た
ち
の
親
も
含
め
、働
く
か
た
が

た
は
年
次
有
給
休
暇
を
取
得
し
ま

し
ょ
う
！

■問 

岐
阜
労
働
局
雇
用
環
境・均
等
室

☎
２
４
５
―
１
５
５
０

新
春
教
養
講
演
会

　

笑
い
が
免
疫
力
を
高
め
、暮
ら

し
の
潤
滑
油
に
！

■日 

1
／
１８（
金
）

１５
時
３０
分
〜
１６
時
５０
分

※
受
付
１５
時
〜

■所 

ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ヴ
ェ
ー
ル
岐
山

（
岐
阜
市
柳
ケ
瀬
通
６
―
１
４
）

●
講
演

「
笑
い
は
百
薬
の
長
」

講
師　
タ
ク
マ
氏（
ラ
ジ
オ
パ
ー

ソ
ナ
リ
テ
ィ
）

■料 

無
料

■定 

２
０
０
人

■申 

メ
ー
ル
ま
た
は
電
話
に
て

■問 

岐
阜
県
行
政
書
士
会
岐
阜
支
部

☎
２
７
６
―
１
７
７
４

　

m
ail@

gsi-g.info

事
業
主
の
み
な
さ
ま
へ

「
働
き
方
」が
変
わ
り
ま
す
！

　
２
０
１
９
年
４
月
１
日
か
ら
、働

き
方
改
革
関
連
法
が
順
次
施
行
さ

れ
ま
す
。

①
時
間
外
労
働
の
上
限
規
制
を
導

入
　

上
限
は
月
４５
時
間
、年
３
６
０

時
間
を
原
則
と
し
ま
す
。

②
年
次
有
給
休
暇
の
確
実
な
取
得

が
必
要

　
１０
日
以
上
の
年
次
有
給
休
暇
が

付
与
さ
れ
て
い
る
す
べ
て
の
労
働

者
に
対
し
、毎
年
５
日
、時
季
を
指

定
し
て
、有
給
休
暇
を
与
え
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

③
正
規
雇
用
労
働
者
と
非
正
規

雇
用
労
働
者
の
間
の
不
合
理
な
待

の
表
彰
や
訓
練
披
露
の
ほ
か
、瑞

穂
消
防
署
に
よ
る
消
防
訓
練
等
を

お
こ
な
い
ま
す
。

■日 

1
／
１３（
日
）　
９
時
３０
分
〜

■所 

巣
南
庁
舎
周
辺（
雨
天
の
場
合
、

巣
南
中
学
校
体
育
館
）

●
内
容

　
消
防
関
係
表
彰
式
、岐
阜
市
消

防
音
楽
隊
の
演
奏
、特
別
点
検
、救

助
訓
練
、一斉
放
水
な
ど

※
当
日
は
巣
南
庁
舎
バ
ス
停
の
位

置
を
変
更
し
ま
す

■問 

市
民
協
働
安
全
課

☎
３
２
７
―
４
１
３
０

仕
事 

休
も
っ
化
計
画
！

　

年
末
年
始
、１
月
４
日
を
休
ん

で
９
連
休
！

計
画
１　

仕
事
は
チ
ー
ム
で
行

い
、チ
ー
ム
の
中
で
情
報
共
有
を

図
り
、休
み
や
す
い
職
場
環
境
に

し
よ
う

計
画
２　
年
次
有
給
休
暇
の「
計

遇
差
が
禁
止

　
基
本
給
や
賞
与
な
ど
の
個
々
の

待
遇
ご
と
に
不
合
理
な
待
遇
差
が

禁
止
さ
れ
ま
す
。

■問 

岐
阜
労
働
局

①
②
に
関
し
て

労
働
基
準
部
監
督
課

☎
２
４
５
―
８
１
０
２

③
に
関
し
て

雇
用
環
境・均
等
室

☎
２
４
５
―
１
５
５
０

自
動
車
の
名
義
変
更・住
所
変

更・廃
車
な
ど
の
手
続
き
は
お

早
め
に

　
毎
年
年
度
末
の
３
月
は
岐
阜
運

輸
支
局
登
録
窓
口
が
大
変
混
雑

し
、長
時
間
お
待
ち
い
た
だ
く
こ

と
に
な
り
ま
す
。

 

自
動
車
の
登
録
等
に
関
す
る
手

続
き
は
次
の
と
お
り
で
す
。

●
申
請・届
出
関
係

①
普
通
自
動
車・１
２
５
Ｃ
Ｃ
を
超

え
る
オ
ー
ト
バ
イ

中
部
運
輸
局
岐
阜
運
輸
支
局・登

録
部
門

☎
０
５
０
―
５
５
４
０
―
２
０
５
３

※
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス（
音
声
に

よ
る
案
内
）は
、２４
時
間
利
用
可
能

②
軽
自
動
車

軽
自
動
車
検
査
協
会
岐
阜
事
務

所☎
０
５
０
―
３
８
１
６
―
１
７
７
５

③
１
２
５
Ｃ
Ｃ
以
下
の
オ
ー
ト
バ

イ

や
学
習
方
法
、受
講
手
続
き
な
ど

に
つ
い
て
直
接
相
談
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

■日 

①
２
／
３（
日
）、②
２
／
１７（
日
）

※
時
間
は
い
ず
れ
も
１１
時
〜
１６
時

■所 

①
ミ
ッ
ド
ラ
ン
ド
ホ
ー
ル（
名
古

屋
市
中
村
区
名
駅
４
―
７
―
１
ミ
ッ

ド
ラ
ン
ド
ス
ク
エ
ア
５
階
）、②
名

古
屋
サ
ン
ス
カ
イ
ル
ー
ム（
名
古

屋
市
中
区
錦
１
―
１
８
―
２
２
名
古

屋
Ａ
Ｔ
ビ
ル
２
階
）

■対 

一般
お
よ
び
高
校
生

■料 

無
料

※
申
し
込
み
不
要

■問 （
公
財
）私
立
大
学
通
信
教
育
協

会☎
０
３
―
３
８
１
８
―
３
８
７
０

平
成
３１
年
度
市
民
自
主
講
座

講
師
募
集

　
芸
術
、ス
ポ
ー
ツ
、文
化
、趣
味
、

娯
楽
な
ど
幅
広
い
講
座
の
開
設
が

可
能
で
す
。

●
市
民
自
主
講
座
の
目
的

講
師
を
中
心
に
受
講
者
と
講
座
を

運
営
す
る
中
で
、講
師
の「
企
画・

運
営
力
の
向
上
」、受
講
者
の「
学

び
の
意
欲
を
育
て
る
」こ
と

※
３
年
を
め
ど
に
自
主
講
座
か
ら

独
立
し
て
サ
ー
ク
ル
化
を
目
指
し

ま
す

●
平
成
３０
年
度
に
開
設
し
た
講
座

「
拓
本
と
掛
軸
づ
く
り
」、「
骨
盤
＆

体
幹
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
」、「
初
心
者

向
け
の
庭
講
座
」、「
や
さ
し
い
日

本
画
入
門
講
座
」、「
未
婚
男
女
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
交
流
会
」、「
大

正
琴
」、「
瑞
穂
歴
史
文
化
研
究

会
」、「
趣
味
の
茶
道
」、「
キ
ッ
ズ
イ

ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
」、「
英
語
で
お
も
て

な
し
」、「
姿
勢
講
話
」、「
朝
Ｙ
Ｏ
Ｇ

Ａ
」、「
色
を
楽
し
む
講
座
」、「
ハ
ー

ブ
を
楽
し
む
」、「
た
の
し
む
日
用

書
道　

筆
文
字　
ペ
ン
字
」、「
数

秘
＆
カ
ラ
ー　
自
分
の
魅
力
を
再

発
見
」、「
洋
画
入
門
講
座
」、「
ア
ド

ラ
ー
心
理
学　

Ｅ
Ｌ
Ｍ
講
座
」、

「
健
康
で
過
す
た
め
の
や
さ
し
い

自
己
指
圧
」、「
中
部
地
方
の
民
謡

を
三
味
線
で
唄
う
」、「
セ
ル
フ
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
講
座
」、「
そ
ば
打
ち
教

室
」

■〆 

１
／
４（
金
）〜
２
／
８（
金
）

■応 

巣
南
公
民
館
、市
民
セ
ン
タ
ー
、

総
合
セ
ン
タ
ー
に
設
置
の「
講
師

募
集
要
項
」を
確
認
の
う
え「
開
設

計
画
書
」を
生
涯
学
習
課
へ
提
出
。

※
要
事
前
連
絡
。提
出
時
に
簡
単

な
打
合
せ
を
行
い
ま
す

■申
■問 

生
涯
学
習
課

☎
３
２
７
―
２
１
１
７

事
業

◎
新
春
書
初
め
席
上
揮
毫
大
会

■日 

1
／
１４（
月・祝
）　
9
時
〜

※
受
付
は
10
時
30
分
ま
で

■所 

市
民
セ
ン
タ
ー
球
技
場・巣
南

公
民
館
多
目
的
ホ
ー
ル・ふ
れ
あ

い
ホ
ー
ル

■料 

無
料

■対 一般　
市
民
憲
章
の一つ
の
項
目
を

半
折
の
２
分
の
１
の
用
紙
に
揮
毫

し
て
当
日
提
出
参
加（
自
宅
で
書

い
て
持
っ
て
き
て
も
可
）

高
校
生　
新
春
の
座
右
の
銘
を
当

日
会
場
で
揮
毫

●
持
ち
物

習
字
道
具一式
と
履
物
入
れ
の
袋

●
展
示
に
つ
い
て

■日 

1
／
２６（
土
）〜
２８（
月
）

■所 

巣
南
公
民
館（
多
目
的
ホ
ー
ル
）

■日 

2
／
２（
土
）〜
４（
月
）

■所 

市
民
セ
ン
タ
ー（
柔
剣
道
場
）

※
各
会
場
と
も
最
終
日
は
午
前
中

の
み

●
表
彰
式
に
つ
い
て

優
秀
作
品
に
は
、賞
状
と
副
賞
が

あ
り
ま
す
。

■日 

2
／
３（
日
）　
１０
時
〜

■所 

市
民
セ
ン
タ
ー　
ハ
ナ
ミ
ズ
キ

ホ
ー
ル

◎
第
１６
回
新
春
い
け
花
展

■日 

1
／
２６（
土
）　
１０
時
〜
１７
時
、

２７（
日
）　
９
時
〜
１５
時

■所 

巣
南
公
民
館　
ふ
れ
あ
い
ホ
ー

ル公
開
講
座

◎
太
極
拳　
交
流
会・公
開
講
座

■日 

1
／
２６（
土
）

１２
時
３０
分
〜
１６
時
３０
分

■所 

市
民
セ
ン
タ
ー　
ハ
ナ
ミ
ズ
キ

ホ
ー
ル

◎
日
本
舞
踊　
藤
間
流（
藤
登
恵

会
）

■日 

1
／
２６（
土
）、２７（
日
）

１４
時
〜
１６
時

■所 

市
民
セ
ン
タ
ー　
大
和
室

■対 

３
才
以
上

◎
合
唱
団　
体
験
教
室

■日 

2
／
３（
日
）

１３
時
３０
分
〜
１５
時

■所 

総
合
セ
ン
タ
ー　
４
階
リ
ハ
ー

サ
ル
室

■対 

市
内
小
学
１
年
生
〜
中
学
３
年

生　
男
女

■料 

無
料

■申 

前
日
ま
で
に
メ
ー
ル
ま
た
は
電

話
に
て

瑞
穂
市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

「
写
真
展
」

■所
■日 

①
市
民
セ
ン
タ
ー　
サ
ロ
ン

１
／
９（
水
）〜
１
／
２３（
水
）

②
瑞
穂
市
図
書
館
分
館

１
／
２７（
日
）〜
３
／
３（
日
）

※
全
２０
団
の
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
活

動
の
様
子
を
た
く
さ
ん
の
写
真
で

紹
介
い
た
し
ま
す
。団
員
た
ち
の
明

る
く
元
気
な
姿
を
ご
覧
下
さ
い
。

瑞
穂
市
小
学
生
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
大
会

■日 

２
／
１１（
月・祝
）　
９
時
３０
分
〜

■所
市
民
セ
ン
タ
ー　
ア
リ
ー
ナ

■対 

市
内
在
住
の
小
学
４
年
生
〜
６

年
生

■料 

無
料

■〆 

１
／
２２（
火
）

無
料
体
験
実
施
中
！！

キ
ッ
ズ
チ
ア
ダ
ン
ス
教
室

　
い
ろ
い
ろ
な
イ
ベ
ン
ト
に
参
加

し
て
、た
く
さ
ん
の
人
に
元
気
を

お
届
け
し
ま
す
。毎
年
１２
月
に
ク

ラ
ブ
主
催
、Ｇ
Ｋ
Ｄ
ダ
ン
ス
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
で
も
披
露
し
ま
す
。

■日 

土
曜
日（
年
４５
回
）

平
成
30
年
度
時
間
割

●
幼
稚
園・保
育
園
児

　
９
時
５０
分
〜
１０
時
４０
分

●
小
学
校
１
年
生

　
１０
時
４０
分
〜
１１
時
３０
分

●
小
学
校
３・４
年
生

　
１１
時
３０
分
〜
１２
時
２０
分

●
小
学
校
５
年
生

　
１４
時
〜
１４
時
５０
分

●
小
学
校
２
年
生

　
１５
時
〜
１５
時
５０
分

●
小
学
校
６
年
生

　
１６
時
〜
１６
時
５０
分

■所
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー　
ホ
ー
ル

■料 

５
，５
０
０
円
／
月

池
ち
ゃ
ん
先
生
の
キ
ッ
ズ
ヒ
ッ

プ
ホ
ッ
プ
教
室

　
ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ
に
興
味
の
あ
る

子
ど
も
た
ち
、一度
体
験
に
来
て
く

だ
さ
い
。

■日 

火
曜
日（
月
４
回
）

●
初
級
コ
ー
ス

　
１８
時
３０
分
〜
１９
時
３０
分

●
中
級
コ
ー
ス

　
１９
時
３０
分
〜
２０
時
３０
分

■所
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー　
ホ
ー
ル

■対 

小
学
生
以
上

■料 

５
，０
０
０
円
／
月

●
指
導
者　
池
田
啓
悟

中
学
生
以
上
の
チ
ア
ダ
ン
ス
教
室

　

笑
顔
や
迫
力
の
あ
る
演
技
で
、

見
る
人
を
元
気
づ
け
、自
分
自
身

も
演
技
を
通
じ
て
成
長
で
き
ま

す
。

■日 

木
曜
日（
月
３
回
）

※
ク
ラ
ブ
カ
レ
ン
ダ
ー
に
よ
る

１８
時
〜
１８
時
５０
分

■所
市
民
セ
ン
タ
ー　
大
ホ
ー
ル

■料 

４
，５
０
０
円
／
月

■対 

中
学
生
以
上

●
指
導
者　

朝
日
大
学
助
教　

安
達
詩
穂

お
知
ら
せ みずほだより

生
報

■問 

代
表　
阪
田

☎
０
８
０
―
３
２
８
５
―
４
５
１
９

　

m
izuho.rainbow

.choir@
gm
ail.com

展
示

◎
水
墨
画
展（
巣
南
水
墨
画
ク
ラ

ブ
）

■日 

1
／
２4（
木
）〜
２
／
４（
月
）

■所 

市
民
セ
ン
タ
ー　
サ
ロ
ン

あ
り
が
と
う
の
三
行
詩

　
優
秀
作
品
は
、文
化
協
会
祭
で

展
示・表
彰
、文
芸
誌
に
掲
載
し
ま

す
。

■対 

市
内
の
小
学
５
年
生・中
学
２

年
生

■応 

各
学
校
へ
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利用対象者 電話番号事業所名

知的障がい
のかたなど

心の病気で
お悩みの
かたなど

生活サポートはしま
相談支援センター ☎392-2800

障害者総合生活
支援センタークロス ☎210-2078

うかい

ふなぶせ

ふなぶせ南

☎239-5838

☎213-1588

☎201-6711

※時間はいずれも１３時３０分～１５時３０分
※先着各２名です（要予約）
※両相談とも前日までに予約がない場合は中止します

相談窓口 相談事務所 対　象 日にち

こころの
相談

ほほえみ
相談

１/10
（木）

１/9
（水）

ふなぶせ

生活
サポート
はしま

心の病気でお悩
みのかた、その
家族や関係者

知的障がい（発達
障がい）のかた、そ
の家族や関係者

親子で楽しく運動しよう！音楽のリズムに合わせて楽しく体操できる教室です。
日頃の運動不足や育児のストレスも一気に解消できます。

対 象 市内在住の幼児（初回受講時点で満2歳以上）とその保護者

場 所 市民センター 大ホール

日 時 2/13（水）・20（水）・27（水）、
3/6（水）・13（水）
10時～11時30分
計5回コース

受 講 料 1組 1,000円
※初回受講時にお支払いください。

定 員 20組 ※定員を超える申込があった場合は抽選を行います

申込期限 1/25（金）申込分まで

そ の 他 運動のできる服装で、水筒・タオルなどを持参ください。

受講連絡 受講できるかたに、受講決定の通知と受講料1,000円分の納付書を
送付します。※抽選の結果、受講できなくなったかたには電話にてご連絡します

●問い合わせ
　生涯学習課　☎327-2117　　327-2105
　　 syougai@city.mizuho.lg.jp

リトミック親子体操教室

お子さんの氏名（ふりがな含む）および性別、保護者のかたの氏名、
住所、郵便番号、連絡先の電話番号

必 要 事 項

申 込 方 法 生涯学習課、総合センター、市民センター、巣南公民館窓口に設置の
申込書に以下の必要事項を記入いただきご提出いただくか、以下の
メールアドレスに必要事項を送信してください。※FAXでも受付可

公民館講座

税
務
課

☎
３
２
７
―
４
１
１
２

●
税
金
関
係

①
自
動
車
税・自
動
車
取
得
税

岐
阜
県
自
動
車
税
事
務
所

☎
２
７
９
―
３
７
８
１

②
軽
自
動
車
税（
オ
ー
ト
バ
イ
含

む
）

税
務
課

☎
３
２
７
―
４
１
１
２

「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」（
日
本
政

策
金
融
公
庫
）の
ご
案
内

　
高
校・大
学
な
ど
へ
の
入
学
時・

在
学
中
に
か
か
る
費
用
を
対
象
と

し
た
公
的
な
融
資
制
度
で
す
。お

子
さ
ん
１
人
に
つ
き
３
５
０
万
円

以
内
を
、固
定
金
利（
年
１
．７

８
％（
平
成
３０
年
１１
月
１２
日
現

在
））で
利
用
で
き
、在
学
期
間
内

は
利
息
の
み
の
ご
返
済
と
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　
く
わ
し
く
は
、「
国
の
教
育
ロ
ー

ン
」で
検
索
す
る
か
、コ
ー
ル
セ
ン

タ
ー
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■問 

教
育
ロ
ー
ン
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

☎
０
５
７
０
―

０
０
８
６
５
６（
ナ

ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）ま
た
は
０
３
―
５
３

２
１
―
８
６
５
６

大
学
通
信
教
育
春
季
合
同
入

学
説
明
会
開
催

　

各
大
学
、大
学
院
、短
期
大
学

別
の
相
談
コ
ー
ナ
ー
で
、希
望
す

る
大
学
の
教
職
員
か
ら
講
義
内
容

岐
阜
北
税
務
署
か
ら

　
平
成
３０
年
分
の
所
得
税
お
よ
び

復
興
特
別
所
得
税
、個
人
事
業
者

の
消
費
税
お
よ
び
地
方
消
費
税
な

ら
び
に
贈
与
税
の
確
定
申
告
会
場

を
次
の
と
お
り
開
設
し
ま
す
。

　

確
定
申
告
会
場
で
は
、パ
ソ
コ

ン
を
利
用
し
た
確
定
申
告
書
の
作

成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

■日 

２
／
１８（
月
）〜
３
／
１５（
金
）

９
時
〜
１７
時（
受
付
終
了
は
１６
時
）

※
土
日
を
除
く

※
会
場
の
混
雑
状
況
に
よ
り
、案

内
を
早
め
に
終
了
す
る
場
合
が
あ

り
ま
す

※
２
／
24（
日
）お
よ
び
3
／
3

（
日
）に
限
り
、開
設
し
ま
す

■所 

マ
ー
サ
２１　
４
階
マ
ー
サ
ホ
ー

ル（
岐
阜
市
正
木
中
１
―
２
―
１
）

※
開
設
期
間
中
は
、税
務
署
で
も

申
告
書
の
提
出
は
で
き
ま
す
が
、

申
告
書
の
作
成
指
導
は
行
っ
て
お

り
ま
せ
ん

●
お
願
い

　

事
業
所
得（
農
業
所
得
を
含

む
）、不
動
産
所
得
等
が
あ
る
か
た

は
、青
色
申
告
決
算
書
ま
た
は
収

支
内
訳
書
を
作
成
の
う
え
、ご
来

場
く
だ
さ
い
。

　
消
費
税
お
よ
び
地
方
消
費
税
を

申
告
さ
れ
る
か
た
は
、課
税
売
上

高
計
算
表
を
で
き
る
限
り
記
載
し

て（
一
般
課
税
の
か
た
に
つ
い
て
は

課
税
取
引
金
額
計
算
表
も
）、ご
来

場
く
だ
さ
い
。

　
税
務
署
か
ら
申
告
書
等
の
用
紙

や
お
知
ら
せ
は
が
き
が
送
付
さ
れ

て
い
る
か
た
は
、そ
の
用
紙
等
を

ご
持
参
く
だ
さ
い
。

☆
ご
自
宅
の
パ
ソ
コ
ン
で
確
定
申

告
書
が
作
成
で
き
る
国
税
庁
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ（w

w
w
.nta.go.jp

）の

「
確
定
申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」

も
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
社
会
保
障・税
番
号（
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
）制
度
に
つ
い
て

　
税
務
署
へ
提
出
す
る
平
成
２８
年

分
以
降
の
所
得
税
等
申
告
書
に
つ

い
て
は
、マ
イ
ナ
ン
バ
ー（
個
人
番

号
）の
記
載
が
必
要
で
あ
る
と
と

も
に
、本
人
確
認（
番
号
及
び
身
元

確
認
）書
類
の
提
示
ま
た
は
写
し

の
添
付
が
必
要
で
す
。

　
な
お
、国
税
に
関
す
る
社
会
保

障・税
番
号（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
）制
度

の
く
わ
し
い
情
報
は
、国
税
庁

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ

に
あ
る「
社
会
保
障・税
番
号
制
度

（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
）」を
ク
リ
ッ
ク
し

て
、ご
覧
く
だ
さ
い
。

■問 

岐
阜
北
税
務
署

☎
２
６
２
―
６
１
３
１

危
険
物
取
扱
者
試
験（
第
４
回
）

■日 

２
／
１７（
日
）

■所 

岐
南
工
業
高
等
学
校

■対 

甲
種・乙
種
第
１
〜
６
類・丙
種

■〆 

１
／
１０（
木
）〜
１８（
金
）

■申 （一財
）消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー

岐
阜
県
支
部

（
岐
阜
市
藪
田
南
１
―

５
―

１
第
２

松
波
ビ
ル
）

☎
２
７
４
―
３
２
１
０

※
願
書
は
申
込
先
の
ほ
か
、岐
阜

市
消
防
本
部
予
防
課
、管
内
各
消

防
署
で
も
入
手
で
き
ま
す

■問 

岐
阜
市
消
防
本
部
予
防
課

☎
２
６
２
―
７
１
６
３

取
り
壊
さ
れ
た
家
屋
に
つ
い
て
は
、

平
成
３１
年
度
か
ら
課
税
の
対
象
外

と
な
り
ま
す
。た
だ
し
取
り
壊
さ

れ
た
こ
と
が
確
認
で
き
な
い
と
引

き
続
き
課
税
さ
れ
る
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
、家
屋
を
取
り
壊
し
た

か
た
は
す
み
や
か
に「
家
屋
滅
失

届
」の
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、登
記
さ
れ
て
い
る
家
屋

で
滅
失
登
記
を
さ
れ
た
家
屋
に
つ

い
て
は
提
出
の
必
要
は
あ
り
ま
せ

ん
。

●
提
出
先

税
務
課
ま
た
は
市
民
窓
口
課

●
提
出
書
類

家
屋
滅
失
届
お
よ
び
取
り
壊
し
た

日
付
が
確
認
で
き
る
も
の

■問 

税
務
課

☎
３
２
７
―
４
１
１
２

平
成
３０
年
度
瑞
穂
市
高
等
学

校
等
就
学
奨
励一時
金
の
交
付

　
高
等
学
校
等
に
就
学
し
よ
う
と

す
る
か
た
の
う
ち
、経
済
的
な
理

由
に
よ
り
就
学
す
る
こ
と
に
支
障

の
あ
る
か
た
の
保
護
者
に
対
し
、

高
等
学
校
等
就
学
奨
励一時
金（
み

ず
ほ
桜
入
学
祝
い
金
）を
交
付
し

ま
す
。交
付
を
希
望
さ
れ
る
か
た

は
、ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■対 ①
市
内
に
住
所
を
有
す
る
こ
と

②
保
護
者
お
よ
び
保
護
者
と
生
計

を
共
に
す
る
か
た
の
直
近
の
市

町
村
民
税
所
得
割
額
が
非
課

防
火・防
災
管
理
再
講
習
の
ご

案
内

■日 

２
／
２０（
水
）　
１３
時
２５
分
〜
１６

時
５０
分

■所 

岐
阜
市
消
防
本
部
６
階

■対 

岐
阜
県
内
に
在
住
ま
た
は
在
勤

の
か
た

■定 

８０
人（
定
員
に
達
し
次
第
締
切
）

■〆 

１
／
２１（
月
）〜
２
／
１（
金
）

■申 

岐
阜
市
消
防
本
部
予
防
課
窓
口

に
て
直
接
申
込

※
郵
送
で
の
申
込
も
可
。詳
細
は

岐
阜
市
消
防
本
部
予
防
課
へ
お
問

合
せ
く
だ
さ
い

●
申
込
に
必
要
な
も
の

①
受
講
申
込
書（
必
要
事
項
を
記

入
）

※
受
講
申
込
書
は
、岐
阜
市
消
防

本
部
予
防
課
、管
内
各
消
防
署
、

岐
阜
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
入
手
で

き
ま
す

②
写
真
１
枚

縦
３㎝
×
横
２
．４㎝
で
、６
か
月
以

内
に
撮
影
し
た
無
帽
、無
背
景
の

正
面
上
三
分
身
像

③
防
火
管
理（
再
）修
了
証
ま
た
は

防
災
管
理
者（
再
）修
了
証

④
テ
キ
ス
ト
代　
２
，５
０
０
円

■問 

岐
阜
市
消
防
本
部
予
防
課

☎
２
６
２
―
７
１
６
３

家
屋
を
取
り
壊
し
た
か
た
へ

　

固
定
資
産
税
は
、毎
年
１
月
１

日
現
在
の
状
況
に
基
づ
い
て
課
税

さ
れ
ま
す
。よ
っ
て
平
成
３０
年
中
に

税
で
あ
り
、か
つ
、経
済
的
理
由

に
よ
り
就
学
が
困
難
な
世
帯
で

あ
る
こ
と

③
素
行
が
善
良
で
あ
っ
て
、志
操

堅
固
で
あ
る
こ
と

④
在
籍
学
校
長
ま
た
は
最
終
の
出

身
学
校
長
が
適
当
と
認
め
た
推

薦
が
あ
る
こ
と

■応 

交
付
申
請
書
、家
庭
状
況
調
査

書
等
を
各
中
学
校
に
提
出

※
教
育
委
員
会
に
て
審
査
の
う

え
、交
付
の
可
否
を
決
定
し
ま
す

※
交
付
金
額
は
、５
万
円

■問 

学
校
教
育
課

☎
３
２
７
―
２
１
１
６

平
成
３１
年
度　
入
札
参
加
者

の
登
録
申
請

　
平
成
３１
年
度
の
市
が
発
注
す
る

物
品
の
製
造
販
売
や
納
入
、役
務

の
提
供
等
で
、新
規
に
入
札
や
見

積
に
参
加
し
よ
う
と
す
る
か
た

は
、次
の
期
間
に
申
請
を
行
っ
て
く

だ
さ
い
。※
す
で
に
平
成
３０・３１
年

度
の
資
格
を
お
持
ち
の
か
た
は
申

請
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん

●
提
出
書
類

市
指
定
の
様
式
を
使
用
。

※
様
式
は
市
の
Ｈ
Ｐ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。ま
た
財
務
情

報
課
で
も
交
付
し
て
い
ま
す（
Ａ
４

フ
ァ
イ
ル
判
紙
フ
ァ
イ
ル
綴
じ
）

●
申
請
有
効
期
間

平
成
３１
年
度（
１
か
年
度
）

●
受
付
期
間

１
／
１０（
木
）ま
で

８
時
３０
分
〜
１７
時

※
土
日
祝
、年
末
年
始
を
除
く

※
受
付
期
間
経
過
後
の
申
請
は
受

付
で
き
ま
せ
ん

●
そ
の
他

く
わ
し
く
は
市
の
Ｈ
Ｐ
ま
た
は
財

務
情
報
課
で
交
付
す
る
提
出
要
領

を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

■申
■問 

財
務
情
報
課

☎
３
２
７
―
４
１
３
１

「
障
害
者
控
除
対
象
者
認
定

書
」に
よ
る
障
害
者
控
除

　
障
害
者
手
帳
を
お
持
ち
で
な
い

か
た
で
も
、６５
歳
以
上
の
寝
た
き

り
等
要
介
護
状
態
の
か
た
で
、調

査
に
よ
り
障
が
い
者
に
準
ず
る
者

と
認
め
ら
れ
れ
ば
、障
害
者
控
除

の
対
象
と
な
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。そ
の
た
め
に
は「
障
害
者
控
除

対
象
者
認
定
書
」が
必
要
と
な
り

ま
す
。認
定
書
の
発
行
に
は
申
請

が
必
要
で
す
の
で
手
続
き
を
お
願

い
し
ま
す
。

※
認
定
書
の
発
行
に
は
申
請
か
ら

２
週
間
程
か
か
り
ま
す

※
調
査
の
結
果
、非
該
当
の
場
合

も
あ
り
ま
す

●
申
込
に
必
要
な
も
の

　
申
請
者
の
印
鑑

■申 

地
域
福
祉
高
齢
課
ま
た
は
市
民

窓
口
課

■問 

地
域
福
祉
高
齢
課

☎
３
２
７
―
４
１
２
６

義
援
金
に
つ
い
て

　

震
災
後
、皆
さ
ん
か
ら
お
預
か

り
し
た
ご
厚
志
は
、随
時
、日
本
赤

十
字
社
岐
阜
県
支
部
に
送
金
し
て

お
り
ま
す
。

●
東
日
本
大
震
災
義
援
金

3
，1
6
9
万
9
，3
2
3
円

●
平
成
２８
年
熊
本
地
震
災
害
義

援
金

5
7
7
万
9
，1
7
8
円

●
平
成
２９
年
７
月
５
日
か
ら
の
大

雨
災
害
義
援
金

4
5
0
万
9
，8
4
0
円

（
12
月
6
日
現
在
）

　
紙
面
を
借
り
て
厚
く
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。引
き
続
き
ご
支
援
を

お
願
い
し
ま
す
。

●
募
金
箱
設
置
場
所

・穂
積
庁
舎　
２
階
ロ
ビ
ー

・巣
南
庁
舎　
正
面
玄
関

●
受
付
窓
口

・総
合
セ
ン
タ
ー　

地
域
福
祉
高

齢
課

・巣
南
庁
舎　
市
民
窓
口
課

■問 

地
域
福
祉
高
齢
課

☎
３
２
７
―
４
１
２
６

障
が
い
者
等
の
相
談
窓
口
を

開
設
！

　
日
常
の
心
配
事
、サ
ー
ビ
ス
利

用
や
就
労
支
援
に
つ
い
て
、相
談
支

援
専
門
員
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

■所 

総
合
セ
ン
タ
ー　
相
談
室
１

■問 

福
祉
生
活
課

☎
３
２
７
―
４
１
２
３

障
が
い
者
等
の
電
話
相
談　

受
付
中
！！

　
次
の
事
業
所
に
お
い
て
電
話
相

談
を
お
受
け
し
て
い
ま
す
。

税
理
士
に
よ
る
無
料
税
務
相
談

の
ご
案
内

　

市
で
は
、税
理
士
に
よ
る
相
続

税
や
贈
与
税
等
、税
に
関
す
る
無

料
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

■日 

1
／
１７（
木
）　
１３
時
〜
１５
時

■所 

総
合
セ
ン
タ
ー 

１
階　
相
談
室

■定 

先
着
順
受
付

■問 

税
務
課

☎
３
２
７
―
４
１
１
２

英
会
話
入
門・韓
国
語
入
門
講
座

　
見
て
、聞
い
て
、話
す
。基
本
的

な
あ
い
さ
つ
や
簡
単
な
会
話
な
ど

を
外
国
人
講
師
と一
緒
に
楽
し
く

学
習
し
ま
す
。

■日 

1
／
２９（
火
）〜

毎
週
火
曜
日（
全
８
回
）

・英
会
話（
中
学
１
年
生
レ
ベ
ル
の

文
法
を
中
心
と
し
た
基
礎
会
話
）

１８
時
〜
１９
時

・韓
国
語（
ハ
ン
グ
ル
の
読
み
書
き
、

挨
拶
や
自
己
紹
介
な
ど
）１９
時
３０

分
〜
２０
時
３０
分

■所 

ソ
フ
ト
ピ
ア
ジ
ャ
パ
ン
セ
ン
タ
ー

■料 

全
８
回
で
５
，０
０
０
円

※
別
途
テ
キ
ス
ト
代
２
，０
０
０
円

■定 

各
講
座
１５
人（
先
着
順
）

■問 

国
際
文
化
交
流
協
会　
前
田

☎
０
９
０
―
６
４
８
９
―
２
８
０
３

※
平
日
の
１０
時
〜
１８
時

平
成
３１
年
瑞
穂
市
消
防
出
初
式

　
地
域
の
消
防・防
災
の
た
め
、日

夜
訓
練
を
積
ん
で
い
る
消
防
団
員

画
的
制
度
」を
導
入
し
よ
う

計
画
３　
土
日
・祝
日
に
プ
ラ
ス

ワ
ン
休
暇
し
て
、連
続
休
暇
に
し

よ
う

●
キ
ッ
ズ
ウ
ィ
ー
ク

　

地
域
ご
と
に
夏
休
み
な
ど
の一

部
を
ほ
か
の
日
に
う
つ
し
て
、学

校
休
業
日
を
分
散
化
す
る
取
り
組

み（
キ
ッ
ズ
ウ
ィ
ー
ク
）が
平
成
３０

年
度
か
ら
始
ま
っ
て
い
ま
す
。子
供

た
ち
の
親
も
含
め
、働
く
か
た
が

た
は
年
次
有
給
休
暇
を
取
得
し
ま

し
ょ
う
！

■問 

岐
阜
労
働
局
雇
用
環
境・均
等
室

☎
２
４
５
―
１
５
５
０

新
春
教
養
講
演
会

　

笑
い
が
免
疫
力
を
高
め
、暮
ら

し
の
潤
滑
油
に
！

■日 

1
／
１８（
金
）

１５
時
３０
分
〜
１６
時
５０
分

※
受
付
１５
時
〜

■所 

ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ヴ
ェ
ー
ル
岐
山

（
岐
阜
市
柳
ケ
瀬
通
６
―
１
４
）

●
講
演

「
笑
い
は
百
薬
の
長
」

講
師　
タ
ク
マ
氏（
ラ
ジ
オ
パ
ー

ソ
ナ
リ
テ
ィ
）

■料 

無
料

■定 

２
０
０
人

■申 

メ
ー
ル
ま
た
は
電
話
に
て

■問 

岐
阜
県
行
政
書
士
会
岐
阜
支
部

☎
２
７
６
―
１
７
７
４

　

m
ail@

gsi-g.info

事
業
主
の
み
な
さ
ま
へ

「
働
き
方
」が
変
わ
り
ま
す
！

　
２
０
１
９
年
４
月
１
日
か
ら
、働

き
方
改
革
関
連
法
が
順
次
施
行
さ

れ
ま
す
。

①
時
間
外
労
働
の
上
限
規
制
を
導

入
　

上
限
は
月
４５
時
間
、年
３
６
０

時
間
を
原
則
と
し
ま
す
。

②
年
次
有
給
休
暇
の
確
実
な
取
得

が
必
要

　
１０
日
以
上
の
年
次
有
給
休
暇
が

付
与
さ
れ
て
い
る
す
べ
て
の
労
働

者
に
対
し
、毎
年
５
日
、時
季
を
指

定
し
て
、有
給
休
暇
を
与
え
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

③
正
規
雇
用
労
働
者
と
非
正
規

雇
用
労
働
者
の
間
の
不
合
理
な
待

の
表
彰
や
訓
練
披
露
の
ほ
か
、瑞

穂
消
防
署
に
よ
る
消
防
訓
練
等
を

お
こ
な
い
ま
す
。

■日 

1
／
１３（
日
）　
９
時
３０
分
〜

■所 

巣
南
庁
舎
周
辺（
雨
天
の
場
合
、

巣
南
中
学
校
体
育
館
）

●
内
容

　
消
防
関
係
表
彰
式
、岐
阜
市
消

防
音
楽
隊
の
演
奏
、特
別
点
検
、救

助
訓
練
、一斉
放
水
な
ど

※
当
日
は
巣
南
庁
舎
バ
ス
停
の
位

置
を
変
更
し
ま
す

■問 

市
民
協
働
安
全
課

☎
３
２
７
―
４
１
３
０

仕
事 

休
も
っ
化
計
画
！

　

年
末
年
始
、１
月
４
日
を
休
ん

で
９
連
休
！

計
画
１　

仕
事
は
チ
ー
ム
で
行

い
、チ
ー
ム
の
中
で
情
報
共
有
を

図
り
、休
み
や
す
い
職
場
環
境
に

し
よ
う

計
画
２　
年
次
有
給
休
暇
の「
計

遇
差
が
禁
止

　
基
本
給
や
賞
与
な
ど
の
個
々
の

待
遇
ご
と
に
不
合
理
な
待
遇
差
が

禁
止
さ
れ
ま
す
。

■問 

岐
阜
労
働
局

①
②
に
関
し
て

労
働
基
準
部
監
督
課

☎
２
４
５
―
８
１
０
２

③
に
関
し
て

雇
用
環
境・均
等
室

☎
２
４
５
―
１
５
５
０

自
動
車
の
名
義
変
更・住
所
変

更・廃
車
な
ど
の
手
続
き
は
お

早
め
に

　
毎
年
年
度
末
の
３
月
は
岐
阜
運

輸
支
局
登
録
窓
口
が
大
変
混
雑

し
、長
時
間
お
待
ち
い
た
だ
く
こ

と
に
な
り
ま
す
。

 

自
動
車
の
登
録
等
に
関
す
る
手

続
き
は
次
の
と
お
り
で
す
。

●
申
請・届
出
関
係

①
普
通
自
動
車・１
２
５
Ｃ
Ｃ
を
超

え
る
オ
ー
ト
バ
イ

中
部
運
輸
局
岐
阜
運
輸
支
局・登

録
部
門

☎
０
５
０
―
５
５
４
０
―
２
０
５
３

※
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス（
音
声
に

よ
る
案
内
）は
、２４
時
間
利
用
可
能

②
軽
自
動
車

軽
自
動
車
検
査
協
会
岐
阜
事
務

所☎
０
５
０
―
３
８
１
６
―
１
７
７
５

③
１
２
５
Ｃ
Ｃ
以
下
の
オ
ー
ト
バ

イ

や
学
習
方
法
、受
講
手
続
き
な
ど

に
つ
い
て
直
接
相
談
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

■日 

①
２
／
３（
日
）、②
２
／
１７（
日
）

※
時
間
は
い
ず
れ
も
１１
時
〜
１６
時

■所 

①
ミ
ッ
ド
ラ
ン
ド
ホ
ー
ル（
名
古

屋
市
中
村
区
名
駅
４
―
７
―
１
ミ
ッ

ド
ラ
ン
ド
ス
ク
エ
ア
５
階
）、②
名

古
屋
サ
ン
ス
カ
イ
ル
ー
ム（
名
古

屋
市
中
区
錦
１
―
１
８
―
２
２
名
古

屋
Ａ
Ｔ
ビ
ル
２
階
）

■対 

一般
お
よ
び
高
校
生

■料 

無
料

※
申
し
込
み
不
要

■問 （
公
財
）私
立
大
学
通
信
教
育
協

会☎
０
３
―
３
８
１
８
―
３
８
７
０

平
成
３１
年
度
市
民
自
主
講
座

講
師
募
集

　
芸
術
、ス
ポ
ー
ツ
、文
化
、趣
味
、

娯
楽
な
ど
幅
広
い
講
座
の
開
設
が

可
能
で
す
。

●
市
民
自
主
講
座
の
目
的

講
師
を
中
心
に
受
講
者
と
講
座
を

運
営
す
る
中
で
、講
師
の「
企
画・

運
営
力
の
向
上
」、受
講
者
の「
学

び
の
意
欲
を
育
て
る
」こ
と

※
３
年
を
め
ど
に
自
主
講
座
か
ら

独
立
し
て
サ
ー
ク
ル
化
を
目
指
し

ま
す

●
平
成
３０
年
度
に
開
設
し
た
講
座

「
拓
本
と
掛
軸
づ
く
り
」、「
骨
盤
＆

体
幹
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
」、「
初
心
者

向
け
の
庭
講
座
」、「
や
さ
し
い
日

本
画
入
門
講
座
」、「
未
婚
男
女
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
交
流
会
」、「
大

正
琴
」、「
瑞
穂
歴
史
文
化
研
究

会
」、「
趣
味
の
茶
道
」、「
キ
ッ
ズ
イ

ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
」、「
英
語
で
お
も
て

な
し
」、「
姿
勢
講
話
」、「
朝
Ｙ
Ｏ
Ｇ

Ａ
」、「
色
を
楽
し
む
講
座
」、「
ハ
ー

ブ
を
楽
し
む
」、「
た
の
し
む
日
用

書
道　

筆
文
字　
ペ
ン
字
」、「
数

秘
＆
カ
ラ
ー　
自
分
の
魅
力
を
再

発
見
」、「
洋
画
入
門
講
座
」、「
ア
ド

ラ
ー
心
理
学　

Ｅ
Ｌ
Ｍ
講
座
」、

「
健
康
で
過
す
た
め
の
や
さ
し
い

自
己
指
圧
」、「
中
部
地
方
の
民
謡

を
三
味
線
で
唄
う
」、「
セ
ル
フ
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
講
座
」、「
そ
ば
打
ち
教

室
」

■〆 

１
／
４（
金
）〜
２
／
８（
金
）

■応 

巣
南
公
民
館
、市
民
セ
ン
タ
ー
、

総
合
セ
ン
タ
ー
に
設
置
の「
講
師

募
集
要
項
」を
確
認
の
う
え「
開
設

計
画
書
」を
生
涯
学
習
課
へ
提
出
。

※
要
事
前
連
絡
。提
出
時
に
簡
単

な
打
合
せ
を
行
い
ま
す

■申
■問 

生
涯
学
習
課

☎
３
２
７
―
２
１
１
７

事
業

◎
新
春
書
初
め
席
上
揮
毫
大
会

■日 

1
／
１４（
月・祝
）　
9
時
〜

※
受
付
は
10
時
30
分
ま
で

■所 

市
民
セ
ン
タ
ー
球
技
場・巣
南

公
民
館
多
目
的
ホ
ー
ル・ふ
れ
あ

い
ホ
ー
ル

■料 

無
料

■対 一般　
市
民
憲
章
の一つ
の
項
目
を

半
折
の
２
分
の
１
の
用
紙
に
揮
毫

し
て
当
日
提
出
参
加（
自
宅
で
書

い
て
持
っ
て
き
て
も
可
）

高
校
生　
新
春
の
座
右
の
銘
を
当

日
会
場
で
揮
毫

●
持
ち
物

習
字
道
具一式
と
履
物
入
れ
の
袋

●
展
示
に
つ
い
て

■日 

1
／
２６（
土
）〜
２８（
月
）

■所 

巣
南
公
民
館（
多
目
的
ホ
ー
ル
）

■日 

2
／
２（
土
）〜
４（
月
）

■所 

市
民
セ
ン
タ
ー（
柔
剣
道
場
）

※
各
会
場
と
も
最
終
日
は
午
前
中

の
み

●
表
彰
式
に
つ
い
て

優
秀
作
品
に
は
、賞
状
と
副
賞
が

あ
り
ま
す
。

■日 

2
／
３（
日
）　
１０
時
〜

■所 

市
民
セ
ン
タ
ー　
ハ
ナ
ミ
ズ
キ

ホ
ー
ル

◎
第
１６
回
新
春
い
け
花
展

■日 

1
／
２６（
土
）　
１０
時
〜
１７
時
、

２７（
日
）　
９
時
〜
１５
時

■所 

巣
南
公
民
館　
ふ
れ
あ
い
ホ
ー

ル公
開
講
座

◎
太
極
拳　
交
流
会・公
開
講
座

■日 

1
／
２６（
土
）

１２
時
３０
分
〜
１６
時
３０
分

■所 

市
民
セ
ン
タ
ー　
ハ
ナ
ミ
ズ
キ

ホ
ー
ル

◎
日
本
舞
踊　
藤
間
流（
藤
登
恵

会
）

■日 

1
／
２６（
土
）、２７（
日
）

１４
時
〜
１６
時

■所 

市
民
セ
ン
タ
ー　
大
和
室

■対 

３
才
以
上

◎
合
唱
団　
体
験
教
室

■日 

2
／
３（
日
）

１３
時
３０
分
〜
１５
時

■所 

総
合
セ
ン
タ
ー　
４
階
リ
ハ
ー

サ
ル
室

■対 

市
内
小
学
１
年
生
〜
中
学
３
年

生　
男
女

■料 

無
料

■申 

前
日
ま
で
に
メ
ー
ル
ま
た
は
電

話
に
て

瑞
穂
市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

「
写
真
展
」

■所
■日 

①
市
民
セ
ン
タ
ー　
サ
ロ
ン

１
／
９（
水
）〜
１
／
２３（
水
）

②
瑞
穂
市
図
書
館
分
館

１
／
２７（
日
）〜
３
／
３（
日
）

※
全
２０
団
の
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
活

動
の
様
子
を
た
く
さ
ん
の
写
真
で

紹
介
い
た
し
ま
す
。団
員
た
ち
の
明

る
く
元
気
な
姿
を
ご
覧
下
さ
い
。

瑞
穂
市
小
学
生
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
大
会

■日 

２
／
１１（
月・祝
）　
９
時
３０
分
〜

■所
市
民
セ
ン
タ
ー　
ア
リ
ー
ナ

■対 

市
内
在
住
の
小
学
４
年
生
〜
６

年
生

■料 

無
料

■〆 

１
／
２２（
火
）

無
料
体
験
実
施
中
！！

キ
ッ
ズ
チ
ア
ダ
ン
ス
教
室

　
い
ろ
い
ろ
な
イ
ベ
ン
ト
に
参
加

し
て
、た
く
さ
ん
の
人
に
元
気
を

お
届
け
し
ま
す
。毎
年
１２
月
に
ク

ラ
ブ
主
催
、Ｇ
Ｋ
Ｄ
ダ
ン
ス
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
で
も
披
露
し
ま
す
。

■日 

土
曜
日（
年
４５
回
）

平
成
30
年
度
時
間
割

●
幼
稚
園・保
育
園
児

　
９
時
５０
分
〜
１０
時
４０
分

●
小
学
校
１
年
生

　
１０
時
４０
分
〜
１１
時
３０
分

●
小
学
校
３・４
年
生

　
１１
時
３０
分
〜
１２
時
２０
分

●
小
学
校
５
年
生

　
１４
時
〜
１４
時
５０
分

●
小
学
校
２
年
生

　
１５
時
〜
１５
時
５０
分

●
小
学
校
６
年
生

　
１６
時
〜
１６
時
５０
分

■所
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー　
ホ
ー
ル

■料 

５
，５
０
０
円
／
月

池
ち
ゃ
ん
先
生
の
キ
ッ
ズ
ヒ
ッ

プ
ホ
ッ
プ
教
室

　
ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ
に
興
味
の
あ
る

子
ど
も
た
ち
、一度
体
験
に
来
て
く

だ
さ
い
。

■日 

火
曜
日（
月
４
回
）

●
初
級
コ
ー
ス

　
１８
時
３０
分
〜
１９
時
３０
分

●
中
級
コ
ー
ス

　
１９
時
３０
分
〜
２０
時
３０
分

■所
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー　
ホ
ー
ル

■対 

小
学
生
以
上

■料 

５
，０
０
０
円
／
月

●
指
導
者　
池
田
啓
悟

中
学
生
以
上
の
チ
ア
ダ
ン
ス
教
室

　

笑
顔
や
迫
力
の
あ
る
演
技
で
、

見
る
人
を
元
気
づ
け
、自
分
自
身

も
演
技
を
通
じ
て
成
長
で
き
ま

す
。

■日 

木
曜
日（
月
３
回
）

※
ク
ラ
ブ
カ
レ
ン
ダ
ー
に
よ
る

１８
時
〜
１８
時
５０
分

■所
市
民
セ
ン
タ
ー　
大
ホ
ー
ル

■料 

４
，５
０
０
円
／
月

■対 

中
学
生
以
上

●
指
導
者　

朝
日
大
学
助
教　

安
達
詩
穂

■問 

代
表　
阪
田

☎
０
８
０
―
３
２
８
５
―
４
５
１
９

　

m
izuho.rainbow

.choir@
gm
ail.com

展
示

◎
水
墨
画
展（
巣
南
水
墨
画
ク
ラ

ブ
）

■日 

1
／
２4（
木
）〜
２
／
４（
月
）

■所 

市
民
セ
ン
タ
ー　
サ
ロ
ン

あ
り
が
と
う
の
三
行
詩

　
優
秀
作
品
は
、文
化
協
会
祭
で

展
示・表
彰
、文
芸
誌
に
掲
載
し
ま

す
。

■対 

市
内
の
小
学
５
年
生・中
学
２

年
生

■応 

各
学
校
へ
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●問い合わせ　福祉生活課　☎327-4123　　327-1566　　hukusise@city.mizuho.lg.jp

　平成30年4月に岐阜県手話言語条例が施行され、手話言語の普及、障がいの特性に
応じた手段により意思疎通を図ることができるよう取組みが求められています。
　「聞こえない」、「聞こえにくい」と一言でいっても、ろう・難聴・中途失聴・老人性難聴な
ど「聞こえかた」もさまざまです。この講座では、聴覚障がい者である講師から、聴覚障
がいの基礎知識やどのような配慮が必要かを学びます。また、筆談対応のポイントや簡
単な手話体験もあります。どなたでも聴講できますので、ぜひご参加ください。

聴覚障がいの基礎知識を学ぶ講座聴覚障がいの基礎知識を学ぶ講座

１月１７日(木) １３：３０～１５：００
市民センター 大ホール
岐阜県聴覚障害者情報センター職員

市 民 公 開 講 座

※瑞穂大学（市民成人講座）との合同講座として開催

日　時
会　場
講　師 ※直接会場へ

お越しください

申込・受講料
不要

税
務
課

☎
３
２
７
―
４
１
１
２

●
税
金
関
係

①
自
動
車
税・自
動
車
取
得
税

岐
阜
県
自
動
車
税
事
務
所

☎
２
７
９
―
３
７
８
１

②
軽
自
動
車
税（
オ
ー
ト
バ
イ
含

む
）

税
務
課

☎
３
２
７
―
４
１
１
２

「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」（
日
本
政

策
金
融
公
庫
）の
ご
案
内

　
高
校・大
学
な
ど
へ
の
入
学
時・

在
学
中
に
か
か
る
費
用
を
対
象
と

し
た
公
的
な
融
資
制
度
で
す
。お

子
さ
ん
１
人
に
つ
き
３
５
０
万
円

以
内
を
、固
定
金
利（
年
１
．７

８
％（
平
成
３０
年
１１
月
１２
日
現

在
））で
利
用
で
き
、在
学
期
間
内

は
利
息
の
み
の
ご
返
済
と
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　
く
わ
し
く
は
、「
国
の
教
育
ロ
ー

ン
」で
検
索
す
る
か
、コ
ー
ル
セ
ン

タ
ー
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■問 

教
育
ロ
ー
ン
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

☎
０
５
７
０
―

０
０
８
６
５
６（
ナ

ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）ま
た
は
０
３
―
５
３

２
１
―
８
６
５
６

大
学
通
信
教
育
春
季
合
同
入

学
説
明
会
開
催

　

各
大
学
、大
学
院
、短
期
大
学

別
の
相
談
コ
ー
ナ
ー
で
、希
望
す

る
大
学
の
教
職
員
か
ら
講
義
内
容

岐
阜
北
税
務
署
か
ら

　
平
成
３０
年
分
の
所
得
税
お
よ
び

復
興
特
別
所
得
税
、個
人
事
業
者

の
消
費
税
お
よ
び
地
方
消
費
税
な

ら
び
に
贈
与
税
の
確
定
申
告
会
場

を
次
の
と
お
り
開
設
し
ま
す
。

　

確
定
申
告
会
場
で
は
、パ
ソ
コ

ン
を
利
用
し
た
確
定
申
告
書
の
作

成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

■日 

２
／
１８（
月
）〜
３
／
１５（
金
）

９
時
〜
１７
時（
受
付
終
了
は
１６
時
）

※
土
日
を
除
く

※
会
場
の
混
雑
状
況
に
よ
り
、案

内
を
早
め
に
終
了
す
る
場
合
が
あ

り
ま
す

※
２
／
24（
日
）お
よ
び
3
／
3

（
日
）に
限
り
、開
設
し
ま
す

■所 

マ
ー
サ
２１　
４
階
マ
ー
サ
ホ
ー

ル（
岐
阜
市
正
木
中
１
―
２
―
１
）

※
開
設
期
間
中
は
、税
務
署
で
も

申
告
書
の
提
出
は
で
き
ま
す
が
、

申
告
書
の
作
成
指
導
は
行
っ
て
お

り
ま
せ
ん

●
お
願
い

　

事
業
所
得（
農
業
所
得
を
含

む
）、不
動
産
所
得
等
が
あ
る
か
た

は
、青
色
申
告
決
算
書
ま
た
は
収

支
内
訳
書
を
作
成
の
う
え
、ご
来

場
く
だ
さ
い
。

　
消
費
税
お
よ
び
地
方
消
費
税
を

申
告
さ
れ
る
か
た
は
、課
税
売
上

高
計
算
表
を
で
き
る
限
り
記
載
し

て（
一
般
課
税
の
か
た
に
つ
い
て
は

課
税
取
引
金
額
計
算
表
も
）、ご
来

場
く
だ
さ
い
。

　
税
務
署
か
ら
申
告
書
等
の
用
紙

や
お
知
ら
せ
は
が
き
が
送
付
さ
れ

て
い
る
か
た
は
、そ
の
用
紙
等
を

ご
持
参
く
だ
さ
い
。

☆
ご
自
宅
の
パ
ソ
コ
ン
で
確
定
申

告
書
が
作
成
で
き
る
国
税
庁
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ（w

w
w
.nta.go.jp

）の

「
確
定
申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」

も
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
社
会
保
障・税
番
号（
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
）制
度
に
つ
い
て

　
税
務
署
へ
提
出
す
る
平
成
２８
年

分
以
降
の
所
得
税
等
申
告
書
に
つ

い
て
は
、マ
イ
ナ
ン
バ
ー（
個
人
番

号
）の
記
載
が
必
要
で
あ
る
と
と

も
に
、本
人
確
認（
番
号
及
び
身
元

確
認
）書
類
の
提
示
ま
た
は
写
し

の
添
付
が
必
要
で
す
。

　
な
お
、国
税
に
関
す
る
社
会
保

障・税
番
号（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
）制
度

の
く
わ
し
い
情
報
は
、国
税
庁

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ

に
あ
る「
社
会
保
障・税
番
号
制
度

（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
）」を
ク
リ
ッ
ク
し

て
、ご
覧
く
だ
さ
い
。

■問 

岐
阜
北
税
務
署

☎
２
６
２
―
６
１
３
１

危
険
物
取
扱
者
試
験（
第
４
回
）

■日 

２
／
１７（
日
）

■所 

岐
南
工
業
高
等
学
校

■対 

甲
種・乙
種
第
１
〜
６
類・丙
種

■〆 

１
／
１０（
木
）〜
１８（
金
）

■申 （一財
）消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー

岐
阜
県
支
部

（
岐
阜
市
藪
田
南
１
―

５
―

１
第
２

松
波
ビ
ル
）

☎
２
７
４
―
３
２
１
０

※
願
書
は
申
込
先
の
ほ
か
、岐
阜

市
消
防
本
部
予
防
課
、管
内
各
消

防
署
で
も
入
手
で
き
ま
す

■問 

岐
阜
市
消
防
本
部
予
防
課

☎
２
６
２
―
７
１
６
３

取
り
壊
さ
れ
た
家
屋
に
つ
い
て
は
、

平
成
３１
年
度
か
ら
課
税
の
対
象
外

と
な
り
ま
す
。た
だ
し
取
り
壊
さ

れ
た
こ
と
が
確
認
で
き
な
い
と
引

き
続
き
課
税
さ
れ
る
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
、家
屋
を
取
り
壊
し
た

か
た
は
す
み
や
か
に「
家
屋
滅
失

届
」の
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、登
記
さ
れ
て
い
る
家
屋

で
滅
失
登
記
を
さ
れ
た
家
屋
に
つ

い
て
は
提
出
の
必
要
は
あ
り
ま
せ

ん
。

●
提
出
先

税
務
課
ま
た
は
市
民
窓
口
課

●
提
出
書
類

家
屋
滅
失
届
お
よ
び
取
り
壊
し
た

日
付
が
確
認
で
き
る
も
の

■問 

税
務
課

☎
３
２
７
―
４
１
１
２

平
成
３０
年
度
瑞
穂
市
高
等
学

校
等
就
学
奨
励一時
金
の
交
付

　
高
等
学
校
等
に
就
学
し
よ
う
と

す
る
か
た
の
う
ち
、経
済
的
な
理

由
に
よ
り
就
学
す
る
こ
と
に
支
障

の
あ
る
か
た
の
保
護
者
に
対
し
、

高
等
学
校
等
就
学
奨
励一時
金（
み

ず
ほ
桜
入
学
祝
い
金
）を
交
付
し

ま
す
。交
付
を
希
望
さ
れ
る
か
た

は
、ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■対 ①
市
内
に
住
所
を
有
す
る
こ
と

②
保
護
者
お
よ
び
保
護
者
と
生
計

を
共
に
す
る
か
た
の
直
近
の
市

町
村
民
税
所
得
割
額
が
非
課

防
火・防
災
管
理
再
講
習
の
ご

案
内

■日 

２
／
２０（
水
）　
１３
時
２５
分
〜
１６

時
５０
分

■所 

岐
阜
市
消
防
本
部
６
階

■対 

岐
阜
県
内
に
在
住
ま
た
は
在
勤

の
か
た

■定 

８０
人（
定
員
に
達
し
次
第
締
切
）

■〆 

１
／
２１（
月
）〜
２
／
１（
金
）

■申 

岐
阜
市
消
防
本
部
予
防
課
窓
口

に
て
直
接
申
込

※
郵
送
で
の
申
込
も
可
。詳
細
は

岐
阜
市
消
防
本
部
予
防
課
へ
お
問

合
せ
く
だ
さ
い

●
申
込
に
必
要
な
も
の

①
受
講
申
込
書（
必
要
事
項
を
記

入
）

※
受
講
申
込
書
は
、岐
阜
市
消
防

本
部
予
防
課
、管
内
各
消
防
署
、

岐
阜
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
入
手
で

き
ま
す

②
写
真
１
枚

縦
３㎝
×
横
２
．４㎝
で
、６
か
月
以

内
に
撮
影
し
た
無
帽
、無
背
景
の

正
面
上
三
分
身
像

③
防
火
管
理（
再
）修
了
証
ま
た
は

防
災
管
理
者（
再
）修
了
証

④
テ
キ
ス
ト
代　
２
，５
０
０
円

■問 

岐
阜
市
消
防
本
部
予
防
課

☎
２
６
２
―
７
１
６
３

家
屋
を
取
り
壊
し
た
か
た
へ

　

固
定
資
産
税
は
、毎
年
１
月
１

日
現
在
の
状
況
に
基
づ
い
て
課
税

さ
れ
ま
す
。よ
っ
て
平
成
３０
年
中
に

税
で
あ
り
、か
つ
、経
済
的
理
由

に
よ
り
就
学
が
困
難
な
世
帯
で

あ
る
こ
と

③
素
行
が
善
良
で
あ
っ
て
、志
操

堅
固
で
あ
る
こ
と

④
在
籍
学
校
長
ま
た
は
最
終
の
出

身
学
校
長
が
適
当
と
認
め
た
推

薦
が
あ
る
こ
と

■応 

交
付
申
請
書
、家
庭
状
況
調
査

書
等
を
各
中
学
校
に
提
出

※
教
育
委
員
会
に
て
審
査
の
う

え
、交
付
の
可
否
を
決
定
し
ま
す

※
交
付
金
額
は
、５
万
円

■問 

学
校
教
育
課

☎
３
２
７
―
２
１
１
６

平
成
３１
年
度　
入
札
参
加
者

の
登
録
申
請

　
平
成
３１
年
度
の
市
が
発
注
す
る

物
品
の
製
造
販
売
や
納
入
、役
務

の
提
供
等
で
、新
規
に
入
札
や
見

積
に
参
加
し
よ
う
と
す
る
か
た

は
、次
の
期
間
に
申
請
を
行
っ
て
く

だ
さ
い
。※
す
で
に
平
成
３０・３１
年

度
の
資
格
を
お
持
ち
の
か
た
は
申

請
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん

●
提
出
書
類

市
指
定
の
様
式
を
使
用
。

※
様
式
は
市
の
Ｈ
Ｐ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。ま
た
財
務
情

報
課
で
も
交
付
し
て
い
ま
す（
Ａ
４

フ
ァ
イ
ル
判
紙
フ
ァ
イ
ル
綴
じ
）

●
申
請
有
効
期
間

平
成
３１
年
度（
１
か
年
度
）

●
受
付
期
間

１
／
１０（
木
）ま
で

８
時
３０
分
〜
１７
時

※
土
日
祝
、年
末
年
始
を
除
く

※
受
付
期
間
経
過
後
の
申
請
は
受

付
で
き
ま
せ
ん

●
そ
の
他

く
わ
し
く
は
市
の
Ｈ
Ｐ
ま
た
は
財

務
情
報
課
で
交
付
す
る
提
出
要
領

を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

■申
■問 

財
務
情
報
課

☎
３
２
７
―
４
１
３
１

「
障
害
者
控
除
対
象
者
認
定

書
」に
よ
る
障
害
者
控
除

　
障
害
者
手
帳
を
お
持
ち
で
な
い

か
た
で
も
、６５
歳
以
上
の
寝
た
き

り
等
要
介
護
状
態
の
か
た
で
、調

査
に
よ
り
障
が
い
者
に
準
ず
る
者

と
認
め
ら
れ
れ
ば
、障
害
者
控
除

の
対
象
と
な
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。そ
の
た
め
に
は「
障
害
者
控
除

対
象
者
認
定
書
」が
必
要
と
な
り

ま
す
。認
定
書
の
発
行
に
は
申
請

が
必
要
で
す
の
で
手
続
き
を
お
願

い
し
ま
す
。

※
認
定
書
の
発
行
に
は
申
請
か
ら

２
週
間
程
か
か
り
ま
す

※
調
査
の
結
果
、非
該
当
の
場
合

も
あ
り
ま
す

●
申
込
に
必
要
な
も
の

　
申
請
者
の
印
鑑

■申 

地
域
福
祉
高
齢
課
ま
た
は
市
民

窓
口
課

■問 

地
域
福
祉
高
齢
課

☎
３
２
７
―
４
１
２
６

義
援
金
に
つ
い
て

　

震
災
後
、皆
さ
ん
か
ら
お
預
か

り
し
た
ご
厚
志
は
、随
時
、日
本
赤

十
字
社
岐
阜
県
支
部
に
送
金
し
て

お
り
ま
す
。

●
東
日
本
大
震
災
義
援
金

3
，1
6
9
万
9
，3
2
3
円

●
平
成
２８
年
熊
本
地
震
災
害
義

援
金

5
7
7
万
9
，1
7
8
円

●
平
成
２９
年
７
月
５
日
か
ら
の
大

雨
災
害
義
援
金

4
5
0
万
9
，8
4
0
円

（
12
月
6
日
現
在
）

　
紙
面
を
借
り
て
厚
く
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。引
き
続
き
ご
支
援
を

お
願
い
し
ま
す
。

●
募
金
箱
設
置
場
所

・穂
積
庁
舎　
２
階
ロ
ビ
ー

・巣
南
庁
舎　
正
面
玄
関

●
受
付
窓
口

・総
合
セ
ン
タ
ー　

地
域
福
祉
高

齢
課

・巣
南
庁
舎　
市
民
窓
口
課

■問 

地
域
福
祉
高
齢
課

☎
３
２
７
―
４
１
２
６

障
が
い
者
等
の
相
談
窓
口
を

開
設
！

　
日
常
の
心
配
事
、サ
ー
ビ
ス
利

用
や
就
労
支
援
に
つ
い
て
、相
談
支

援
専
門
員
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

■所 

総
合
セ
ン
タ
ー　
相
談
室
１

■問 

福
祉
生
活
課

☎
３
２
７
―
４
１
２
３

障
が
い
者
等
の
電
話
相
談　

受
付
中
！！

　
次
の
事
業
所
に
お
い
て
電
話
相

談
を
お
受
け
し
て
い
ま
す
。

税
理
士
に
よ
る
無
料
税
務
相
談

の
ご
案
内

　

市
で
は
、税
理
士
に
よ
る
相
続

税
や
贈
与
税
等
、税
に
関
す
る
無

料
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

■日 

1
／
１７（
木
）　
１３
時
〜
１５
時

■所 

総
合
セ
ン
タ
ー 
１
階　
相
談
室

■定 

先
着
順
受
付

■問 

税
務
課

☎
３
２
７
―
４
１
１
２

英
会
話
入
門・韓
国
語
入
門
講
座

　
見
て
、聞
い
て
、話
す
。基
本
的

な
あ
い
さ
つ
や
簡
単
な
会
話
な
ど

を
外
国
人
講
師
と一
緒
に
楽
し
く

学
習
し
ま
す
。

■日 

1
／
２９（
火
）〜

毎
週
火
曜
日（
全
８
回
）

・英
会
話（
中
学
１
年
生
レ
ベ
ル
の

文
法
を
中
心
と
し
た
基
礎
会
話
）

１８
時
〜
１９
時

・韓
国
語（
ハ
ン
グ
ル
の
読
み
書
き
、

挨
拶
や
自
己
紹
介
な
ど
）１９
時
３０

分
〜
２０
時
３０
分

■所 

ソ
フ
ト
ピ
ア
ジ
ャ
パ
ン
セ
ン
タ
ー

■料 

全
８
回
で
５
，０
０
０
円

※
別
途
テ
キ
ス
ト
代
２
，０
０
０
円

■定 

各
講
座
１５
人（
先
着
順
）

■問 

国
際
文
化
交
流
協
会　
前
田

☎
０
９
０
―
６
４
８
９
―
２
８
０
３

※
平
日
の
１０
時
〜
１８
時

平
成
３１
年
瑞
穂
市
消
防
出
初
式

　
地
域
の
消
防・防
災
の
た
め
、日

夜
訓
練
を
積
ん
で
い
る
消
防
団
員

画
的
制
度
」を
導
入
し
よ
う

計
画
３　
土
日
・祝
日
に
プ
ラ
ス

ワ
ン
休
暇
し
て
、連
続
休
暇
に
し

よ
う

●
キ
ッ
ズ
ウ
ィ
ー
ク

　

地
域
ご
と
に
夏
休
み
な
ど
の一

部
を
ほ
か
の
日
に
う
つ
し
て
、学

校
休
業
日
を
分
散
化
す
る
取
り
組

み（
キ
ッ
ズ
ウ
ィ
ー
ク
）が
平
成
３０

年
度
か
ら
始
ま
っ
て
い
ま
す
。子
供

た
ち
の
親
も
含
め
、働
く
か
た
が

た
は
年
次
有
給
休
暇
を
取
得
し
ま

し
ょ
う
！

■問 

岐
阜
労
働
局
雇
用
環
境・均
等
室

☎
２
４
５
―
１
５
５
０

新
春
教
養
講
演
会

　

笑
い
が
免
疫
力
を
高
め
、暮
ら

し
の
潤
滑
油
に
！

■日 

1
／
１８（
金
）

１５
時
３０
分
〜
１６
時
５０
分

※
受
付
１５
時
〜

■所 

ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ヴ
ェ
ー
ル
岐
山

（
岐
阜
市
柳
ケ
瀬
通
６
―
１
４
）

●
講
演

「
笑
い
は
百
薬
の
長
」

講
師　
タ
ク
マ
氏（
ラ
ジ
オ
パ
ー

ソ
ナ
リ
テ
ィ
）

■料 

無
料

■定 

２
０
０
人

■申 

メ
ー
ル
ま
た
は
電
話
に
て

■問 

岐
阜
県
行
政
書
士
会
岐
阜
支
部

☎
２
７
６
―
１
７
７
４

　

m
ail@

gsi-g.info

事
業
主
の
み
な
さ
ま
へ

「
働
き
方
」が
変
わ
り
ま
す
！

　
２
０
１
９
年
４
月
１
日
か
ら
、働

き
方
改
革
関
連
法
が
順
次
施
行
さ

れ
ま
す
。

①
時
間
外
労
働
の
上
限
規
制
を
導

入
　

上
限
は
月
４５
時
間
、年
３
６
０

時
間
を
原
則
と
し
ま
す
。

②
年
次
有
給
休
暇
の
確
実
な
取
得

が
必
要

　
１０
日
以
上
の
年
次
有
給
休
暇
が

付
与
さ
れ
て
い
る
す
べ
て
の
労
働

者
に
対
し
、毎
年
５
日
、時
季
を
指

定
し
て
、有
給
休
暇
を
与
え
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

③
正
規
雇
用
労
働
者
と
非
正
規

雇
用
労
働
者
の
間
の
不
合
理
な
待

の
表
彰
や
訓
練
披
露
の
ほ
か
、瑞

穂
消
防
署
に
よ
る
消
防
訓
練
等
を

お
こ
な
い
ま
す
。

■日 

1
／
１３（
日
）　
９
時
３０
分
〜

■所 

巣
南
庁
舎
周
辺（
雨
天
の
場
合
、

巣
南
中
学
校
体
育
館
）

●
内
容

　
消
防
関
係
表
彰
式
、岐
阜
市
消

防
音
楽
隊
の
演
奏
、特
別
点
検
、救

助
訓
練
、一斉
放
水
な
ど

※
当
日
は
巣
南
庁
舎
バ
ス
停
の
位

置
を
変
更
し
ま
す

■問 

市
民
協
働
安
全
課

☎
３
２
７
―
４
１
３
０

仕
事 

休
も
っ
化
計
画
！

　

年
末
年
始
、１
月
４
日
を
休
ん

で
９
連
休
！

計
画
１　

仕
事
は
チ
ー
ム
で
行

い
、チ
ー
ム
の
中
で
情
報
共
有
を

図
り
、休
み
や
す
い
職
場
環
境
に

し
よ
う

計
画
２　
年
次
有
給
休
暇
の「
計

遇
差
が
禁
止

　
基
本
給
や
賞
与
な
ど
の
個
々
の

待
遇
ご
と
に
不
合
理
な
待
遇
差
が

禁
止
さ
れ
ま
す
。

■問 

岐
阜
労
働
局

①
②
に
関
し
て

労
働
基
準
部
監
督
課

☎
２
４
５
―
８
１
０
２

③
に
関
し
て

雇
用
環
境・均
等
室

☎
２
４
５
―
１
５
５
０

自
動
車
の
名
義
変
更・住
所
変

更・廃
車
な
ど
の
手
続
き
は
お

早
め
に

　
毎
年
年
度
末
の
３
月
は
岐
阜
運

輸
支
局
登
録
窓
口
が
大
変
混
雑

し
、長
時
間
お
待
ち
い
た
だ
く
こ

と
に
な
り
ま
す
。

 

自
動
車
の
登
録
等
に
関
す
る
手

続
き
は
次
の
と
お
り
で
す
。

●
申
請・届
出
関
係

①
普
通
自
動
車・１
２
５
Ｃ
Ｃ
を
超

え
る
オ
ー
ト
バ
イ

中
部
運
輸
局
岐
阜
運
輸
支
局・登

録
部
門

☎
０
５
０
―
５
５
４
０
―
２
０
５
３

※
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス（
音
声
に

よ
る
案
内
）は
、２４
時
間
利
用
可
能

②
軽
自
動
車

軽
自
動
車
検
査
協
会
岐
阜
事
務

所☎
０
５
０
―
３
８
１
６
―
１
７
７
５

③
１
２
５
Ｃ
Ｃ
以
下
の
オ
ー
ト
バ

イ

や
学
習
方
法
、受
講
手
続
き
な
ど

に
つ
い
て
直
接
相
談
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

■日 

①
２
／
３（
日
）、②
２
／
１７（
日
）

※
時
間
は
い
ず
れ
も
１１
時
〜
１６
時

■所 

①
ミ
ッ
ド
ラ
ン
ド
ホ
ー
ル（
名
古

屋
市
中
村
区
名
駅
４
―
７
―
１
ミ
ッ

ド
ラ
ン
ド
ス
ク
エ
ア
５
階
）、②
名

古
屋
サ
ン
ス
カ
イ
ル
ー
ム（
名
古

屋
市
中
区
錦
１
―
１
８
―
２
２
名
古

屋
Ａ
Ｔ
ビ
ル
２
階
）

■対 

一般
お
よ
び
高
校
生

■料 

無
料

※
申
し
込
み
不
要

■問 （
公
財
）私
立
大
学
通
信
教
育
協

会☎
０
３
―
３
８
１
８
―
３
８
７
０

平
成
３１
年
度
市
民
自
主
講
座

講
師
募
集

　
芸
術
、ス
ポ
ー
ツ
、文
化
、趣
味
、

娯
楽
な
ど
幅
広
い
講
座
の
開
設
が

可
能
で
す
。

●
市
民
自
主
講
座
の
目
的

講
師
を
中
心
に
受
講
者
と
講
座
を

運
営
す
る
中
で
、講
師
の「
企
画・

運
営
力
の
向
上
」、受
講
者
の「
学

び
の
意
欲
を
育
て
る
」こ
と

※
３
年
を
め
ど
に
自
主
講
座
か
ら

独
立
し
て
サ
ー
ク
ル
化
を
目
指
し

ま
す

●
平
成
３０
年
度
に
開
設
し
た
講
座

「
拓
本
と
掛
軸
づ
く
り
」、「
骨
盤
＆

体
幹
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
」、「
初
心
者

向
け
の
庭
講
座
」、「
や
さ
し
い
日

本
画
入
門
講
座
」、「
未
婚
男
女
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
交
流
会
」、「
大

正
琴
」、「
瑞
穂
歴
史
文
化
研
究

会
」、「
趣
味
の
茶
道
」、「
キ
ッ
ズ
イ

ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
」、「
英
語
で
お
も
て

な
し
」、「
姿
勢
講
話
」、「
朝
Ｙ
Ｏ
Ｇ

Ａ
」、「
色
を
楽
し
む
講
座
」、「
ハ
ー

ブ
を
楽
し
む
」、「
た
の
し
む
日
用

書
道　

筆
文
字　
ペ
ン
字
」、「
数

秘
＆
カ
ラ
ー　
自
分
の
魅
力
を
再

発
見
」、「
洋
画
入
門
講
座
」、「
ア
ド

ラ
ー
心
理
学　

Ｅ
Ｌ
Ｍ
講
座
」、

「
健
康
で
過
す
た
め
の
や
さ
し
い

自
己
指
圧
」、「
中
部
地
方
の
民
謡

を
三
味
線
で
唄
う
」、「
セ
ル
フ
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
講
座
」、「
そ
ば
打
ち
教

室
」

■〆 

１
／
４（
金
）〜
２
／
８（
金
）

■応 

巣
南
公
民
館
、市
民
セ
ン
タ
ー
、

総
合
セ
ン
タ
ー
に
設
置
の「
講
師

募
集
要
項
」を
確
認
の
う
え「
開
設

計
画
書
」を
生
涯
学
習
課
へ
提
出
。

※
要
事
前
連
絡
。提
出
時
に
簡
単

な
打
合
せ
を
行
い
ま
す

■申
■問 

生
涯
学
習
課

☎
３
２
７
―
２
１
１
７

事
業

◎
新
春
書
初
め
席
上
揮
毫
大
会

■日 

1
／
１４（
月・祝
）　
9
時
〜

※
受
付
は
10
時
30
分
ま
で

■所 

市
民
セ
ン
タ
ー
球
技
場・巣
南

公
民
館
多
目
的
ホ
ー
ル・ふ
れ
あ

い
ホ
ー
ル

■料 

無
料

■対 一般　
市
民
憲
章
の一つ
の
項
目
を

半
折
の
２
分
の
１
の
用
紙
に
揮
毫

し
て
当
日
提
出
参
加（
自
宅
で
書

い
て
持
っ
て
き
て
も
可
）

高
校
生　
新
春
の
座
右
の
銘
を
当

日
会
場
で
揮
毫

●
持
ち
物

習
字
道
具一式
と
履
物
入
れ
の
袋

●
展
示
に
つ
い
て

■日 

1
／
２６（
土
）〜
２８（
月
）

■所 

巣
南
公
民
館（
多
目
的
ホ
ー
ル
）

■日 

2
／
２（
土
）〜
４（
月
）

■所 

市
民
セ
ン
タ
ー（
柔
剣
道
場
）

※
各
会
場
と
も
最
終
日
は
午
前
中

の
み

●
表
彰
式
に
つ
い
て

優
秀
作
品
に
は
、賞
状
と
副
賞
が

あ
り
ま
す
。

■日 

2
／
３（
日
）　
１０
時
〜

■所 

市
民
セ
ン
タ
ー　
ハ
ナ
ミ
ズ
キ

ホ
ー
ル

◎
第
１６
回
新
春
い
け
花
展

■日 

1
／
２６（
土
）　
１０
時
〜
１７
時
、

２７（
日
）　
９
時
〜
１５
時

■所 

巣
南
公
民
館　
ふ
れ
あ
い
ホ
ー

ル公
開
講
座

◎
太
極
拳　
交
流
会・公
開
講
座

■日 

1
／
２６（
土
）

１２
時
３０
分
〜
１６
時
３０
分

■所 

市
民
セ
ン
タ
ー　
ハ
ナ
ミ
ズ
キ

ホ
ー
ル

◎
日
本
舞
踊　
藤
間
流（
藤
登
恵

会
）

■日 

1
／
２６（
土
）、２７（
日
）

１４
時
〜
１６
時

■所 

市
民
セ
ン
タ
ー　
大
和
室

■対 

３
才
以
上

◎
合
唱
団　
体
験
教
室

■日 

2
／
３（
日
）

１３
時
３０
分
〜
１５
時

■所 

総
合
セ
ン
タ
ー　
４
階
リ
ハ
ー

サ
ル
室

■対 

市
内
小
学
１
年
生
〜
中
学
３
年

生　
男
女

■料 

無
料

■申 

前
日
ま
で
に
メ
ー
ル
ま
た
は
電

話
に
て

瑞
穂
市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

「
写
真
展
」

■所
■日 

①
市
民
セ
ン
タ
ー　
サ
ロ
ン

１
／
９（
水
）〜
１
／
２３（
水
）

②
瑞
穂
市
図
書
館
分
館

１
／
２７（
日
）〜
３
／
３（
日
）

※
全
２０
団
の
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
活

動
の
様
子
を
た
く
さ
ん
の
写
真
で

紹
介
い
た
し
ま
す
。団
員
た
ち
の
明

る
く
元
気
な
姿
を
ご
覧
下
さ
い
。

瑞
穂
市
小
学
生
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
大
会

■日 

２
／
１１（
月・祝
）　
９
時
３０
分
〜

■所
市
民
セ
ン
タ
ー　
ア
リ
ー
ナ

■対 

市
内
在
住
の
小
学
４
年
生
〜
６

年
生

■料 

無
料

■〆 

１
／
２２（
火
）

無
料
体
験
実
施
中
！！

キ
ッ
ズ
チ
ア
ダ
ン
ス
教
室

　
い
ろ
い
ろ
な
イ
ベ
ン
ト
に
参
加

し
て
、た
く
さ
ん
の
人
に
元
気
を

お
届
け
し
ま
す
。毎
年
１２
月
に
ク

ラ
ブ
主
催
、Ｇ
Ｋ
Ｄ
ダ
ン
ス
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
で
も
披
露
し
ま
す
。

■日 

土
曜
日（
年
４５
回
）

平
成
30
年
度
時
間
割

●
幼
稚
園・保
育
園
児

　
９
時
５０
分
〜
１０
時
４０
分

●
小
学
校
１
年
生

　
１０
時
４０
分
〜
１１
時
３０
分

●
小
学
校
３・４
年
生

　
１１
時
３０
分
〜
１２
時
２０
分

●
小
学
校
５
年
生

　
１４
時
〜
１４
時
５０
分

●
小
学
校
２
年
生

　
１５
時
〜
１５
時
５０
分

●
小
学
校
６
年
生

　
１６
時
〜
１６
時
５０
分

■所
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー　
ホ
ー
ル

■料 

５
，５
０
０
円
／
月

池
ち
ゃ
ん
先
生
の
キ
ッ
ズ
ヒ
ッ

プ
ホ
ッ
プ
教
室

　
ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ
に
興
味
の
あ
る

子
ど
も
た
ち
、一度
体
験
に
来
て
く

だ
さ
い
。

■日 

火
曜
日（
月
４
回
）

●
初
級
コ
ー
ス

　
１８
時
３０
分
〜
１９
時
３０
分

●
中
級
コ
ー
ス

　
１９
時
３０
分
〜
２０
時
３０
分

■所
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー　
ホ
ー
ル

■対 

小
学
生
以
上

■料 

５
，０
０
０
円
／
月

●
指
導
者　
池
田
啓
悟

中
学
生
以
上
の
チ
ア
ダ
ン
ス
教
室

　

笑
顔
や
迫
力
の
あ
る
演
技
で
、

見
る
人
を
元
気
づ
け
、自
分
自
身

も
演
技
を
通
じ
て
成
長
で
き
ま

す
。

■日 

木
曜
日（
月
３
回
）

※
ク
ラ
ブ
カ
レ
ン
ダ
ー
に
よ
る

１８
時
〜
１８
時
５０
分

■所
市
民
セ
ン
タ
ー　
大
ホ
ー
ル

■料 

４
，５
０
０
円
／
月

■対 

中
学
生
以
上

●
指
導
者　

朝
日
大
学
助
教　

安
達
詩
穂

■問 

代
表　
阪
田

☎
０
８
０
―
３
２
８
５
―
４
５
１
９

　

m
izuho.rainbow

.choir@
gm
ail.com

展
示

◎
水
墨
画
展（
巣
南
水
墨
画
ク
ラ

ブ
）

■日 

1
／
２4（
木
）〜
２
／
４（
月
）

■所 

市
民
セ
ン
タ
ー　
サ
ロ
ン

あ
り
が
と
う
の
三
行
詩

　
優
秀
作
品
は
、文
化
協
会
祭
で

展
示・表
彰
、文
芸
誌
に
掲
載
し
ま

す
。

■対 

市
内
の
小
学
５
年
生・中
学
２

年
生

■応 

各
学
校
へ

市税など公共料金の納付は、便利で確実な 口座振替をご利用ください 30広報みずほ・2019.1

InformationInformation　日時 　会場 　料金 　対象 　資格 　定員 　応募方法 　〆切 　申込先 　問い合わせ先日 所 料 対 資 定 応 〆 申 問



くわしくは、岐阜市ホームページ「日曜救命講習」「夜間救命講習」をご覧ください。 ●問い合わせ　福祉生活課 ☎３２７-４１２３

　世界盲人連合で1984年（昭和59年）に制定され
た盲人のための世界共
通のマークです。視覚
障がい者の安全やバリ
アフリーに考慮された
建物、設備、機器など
に付けられています。
　街角の信号などでこ
のマークを見かけた
ら、視覚障がいのある
方への支援や協力をお
願いします。

1月の日曜・夜間救命講習

◆内容
　①普通救命講習Ⅰ＝心肺蘇生法・AEDなど3時間
　②ステップアップ講習＝救命入門コースまたはe-ラーニング講習を受講されたかた２時間
　③救命入門コース = 胸骨圧迫・AED使用法など９０分
◆対象者　岐阜市・瑞穂市・山県市・本巣市・北方町に在住・在勤・在学のかた
◆定　員　各２０人　※先着順　　　　 ◆受講料　無料
◆申　込　各前日までに、電話または各消防署まで

期日 場所・申込先・問い合わせ

11（金）

13（日）

18（金）
20（日）

25（金）

27（日）

1/4（金）
6（日）

③

③

①②

③

①②

①②

③

①②

内容

岐阜中消防署（岐阜市美江寺町2‐9）
瑞穂消防署（瑞穂市別府2451-1）

岐阜北消防署（岐阜市鷺山1769-496）
本巣消防署（北方町加茂1-23）

岐阜北消防署
本巣消防署

岐阜南消防署
山県消防署

瑞穂消防署
岐阜中消防署

時間/①9:00～12:00、②10:00～12:00、③19:00～20:30

盲人のための
国際シンボルマーク

第10回
☎262-7165
☎327-0119

☎231-5308
☎324-0119

岐阜南消防署（岐阜市茜部本郷1-12）
山県消防署（山県市高木1291-2）

☎272-2012
☎0581-22-0119 社会福祉法人 日本盲人福祉委員会

税
務
課

☎
３
２
７
―
４
１
１
２

●
税
金
関
係

①
自
動
車
税・自
動
車
取
得
税

岐
阜
県
自
動
車
税
事
務
所

☎
２
７
９
―
３
７
８
１

②
軽
自
動
車
税（
オ
ー
ト
バ
イ
含

む
）

税
務
課

☎
３
２
７
―
４
１
１
２

「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」（
日
本
政

策
金
融
公
庫
）の
ご
案
内

　
高
校・大
学
な
ど
へ
の
入
学
時・

在
学
中
に
か
か
る
費
用
を
対
象
と

し
た
公
的
な
融
資
制
度
で
す
。お

子
さ
ん
１
人
に
つ
き
３
５
０
万
円

以
内
を
、固
定
金
利（
年
１
．７

８
％（
平
成
３０
年
１１
月
１２
日
現

在
））で
利
用
で
き
、在
学
期
間
内

は
利
息
の
み
の
ご
返
済
と
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　
く
わ
し
く
は
、「
国
の
教
育
ロ
ー

ン
」で
検
索
す
る
か
、コ
ー
ル
セ
ン

タ
ー
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■問 

教
育
ロ
ー
ン
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

☎
０
５
７
０
―

０
０
８
６
５
６（
ナ

ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）ま
た
は
０
３
―
５
３

２
１
―
８
６
５
６

大
学
通
信
教
育
春
季
合
同
入

学
説
明
会
開
催

　

各
大
学
、大
学
院
、短
期
大
学

別
の
相
談
コ
ー
ナ
ー
で
、希
望
す

る
大
学
の
教
職
員
か
ら
講
義
内
容

岐
阜
北
税
務
署
か
ら

　
平
成
３０
年
分
の
所
得
税
お
よ
び

復
興
特
別
所
得
税
、個
人
事
業
者

の
消
費
税
お
よ
び
地
方
消
費
税
な

ら
び
に
贈
与
税
の
確
定
申
告
会
場

を
次
の
と
お
り
開
設
し
ま
す
。

　

確
定
申
告
会
場
で
は
、パ
ソ
コ

ン
を
利
用
し
た
確
定
申
告
書
の
作

成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

■日 

２
／
１８（
月
）〜
３
／
１５（
金
）

９
時
〜
１７
時（
受
付
終
了
は
１６
時
）

※
土
日
を
除
く

※
会
場
の
混
雑
状
況
に
よ
り
、案

内
を
早
め
に
終
了
す
る
場
合
が
あ

り
ま
す

※
２
／
24（
日
）お
よ
び
3
／
3

（
日
）に
限
り
、開
設
し
ま
す

■所 

マ
ー
サ
２１　
４
階
マ
ー
サ
ホ
ー

ル（
岐
阜
市
正
木
中
１
―
２
―
１
）

※
開
設
期
間
中
は
、税
務
署
で
も

申
告
書
の
提
出
は
で
き
ま
す
が
、

申
告
書
の
作
成
指
導
は
行
っ
て
お

り
ま
せ
ん

●
お
願
い

　

事
業
所
得（
農
業
所
得
を
含

む
）、不
動
産
所
得
等
が
あ
る
か
た

は
、青
色
申
告
決
算
書
ま
た
は
収

支
内
訳
書
を
作
成
の
う
え
、ご
来

場
く
だ
さ
い
。

　
消
費
税
お
よ
び
地
方
消
費
税
を

申
告
さ
れ
る
か
た
は
、課
税
売
上

高
計
算
表
を
で
き
る
限
り
記
載
し

て（
一
般
課
税
の
か
た
に
つ
い
て
は

課
税
取
引
金
額
計
算
表
も
）、ご
来

場
く
だ
さ
い
。

　
税
務
署
か
ら
申
告
書
等
の
用
紙

や
お
知
ら
せ
は
が
き
が
送
付
さ
れ

て
い
る
か
た
は
、そ
の
用
紙
等
を

ご
持
参
く
だ
さ
い
。

☆
ご
自
宅
の
パ
ソ
コ
ン
で
確
定
申

告
書
が
作
成
で
き
る
国
税
庁
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ（w

w
w
.nta.go.jp

）の

「
確
定
申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」

も
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
社
会
保
障・税
番
号（
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
）制
度
に
つ
い
て

　
税
務
署
へ
提
出
す
る
平
成
２８
年

分
以
降
の
所
得
税
等
申
告
書
に
つ

い
て
は
、マ
イ
ナ
ン
バ
ー（
個
人
番

号
）の
記
載
が
必
要
で
あ
る
と
と

も
に
、本
人
確
認（
番
号
及
び
身
元

確
認
）書
類
の
提
示
ま
た
は
写
し

の
添
付
が
必
要
で
す
。

　
な
お
、国
税
に
関
す
る
社
会
保

障・税
番
号（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
）制
度

の
く
わ
し
い
情
報
は
、国
税
庁

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ

に
あ
る「
社
会
保
障・税
番
号
制
度

（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
）」を
ク
リ
ッ
ク
し

て
、ご
覧
く
だ
さ
い
。

■問 

岐
阜
北
税
務
署

☎
２
６
２
―
６
１
３
１

危
険
物
取
扱
者
試
験（
第
４
回
）

■日 

２
／
１７（
日
）

■所 

岐
南
工
業
高
等
学
校

■対 

甲
種・乙
種
第
１
〜
６
類・丙
種

■〆 

１
／
１０（
木
）〜
１８（
金
）

■申 （一財
）消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー

岐
阜
県
支
部

（
岐
阜
市
藪
田
南
１
―

５
―

１
第
２

松
波
ビ
ル
）

☎
２
７
４
―
３
２
１
０

※
願
書
は
申
込
先
の
ほ
か
、岐
阜

市
消
防
本
部
予
防
課
、管
内
各
消

防
署
で
も
入
手
で
き
ま
す

■問 

岐
阜
市
消
防
本
部
予
防
課

☎
２
６
２
―
７
１
６
３

取
り
壊
さ
れ
た
家
屋
に
つ
い
て
は
、

平
成
３１
年
度
か
ら
課
税
の
対
象
外

と
な
り
ま
す
。た
だ
し
取
り
壊
さ

れ
た
こ
と
が
確
認
で
き
な
い
と
引

き
続
き
課
税
さ
れ
る
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
、家
屋
を
取
り
壊
し
た

か
た
は
す
み
や
か
に「
家
屋
滅
失

届
」の
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、登
記
さ
れ
て
い
る
家
屋

で
滅
失
登
記
を
さ
れ
た
家
屋
に
つ

い
て
は
提
出
の
必
要
は
あ
り
ま
せ

ん
。

●
提
出
先

税
務
課
ま
た
は
市
民
窓
口
課

●
提
出
書
類

家
屋
滅
失
届
お
よ
び
取
り
壊
し
た

日
付
が
確
認
で
き
る
も
の

■問 

税
務
課

☎
３
２
７
―
４
１
１
２

平
成
３０
年
度
瑞
穂
市
高
等
学

校
等
就
学
奨
励一時
金
の
交
付

　
高
等
学
校
等
に
就
学
し
よ
う
と

す
る
か
た
の
う
ち
、経
済
的
な
理

由
に
よ
り
就
学
す
る
こ
と
に
支
障

の
あ
る
か
た
の
保
護
者
に
対
し
、

高
等
学
校
等
就
学
奨
励一時
金（
み

ず
ほ
桜
入
学
祝
い
金
）を
交
付
し

ま
す
。交
付
を
希
望
さ
れ
る
か
た

は
、ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■対 ①
市
内
に
住
所
を
有
す
る
こ
と

②
保
護
者
お
よ
び
保
護
者
と
生
計

を
共
に
す
る
か
た
の
直
近
の
市

町
村
民
税
所
得
割
額
が
非
課

防
火・防
災
管
理
再
講
習
の
ご

案
内

■日 

２
／
２０（
水
）　
１３
時
２５
分
〜
１６

時
５０
分

■所 

岐
阜
市
消
防
本
部
６
階

■対 

岐
阜
県
内
に
在
住
ま
た
は
在
勤

の
か
た

■定 

８０
人（
定
員
に
達
し
次
第
締
切
）

■〆 

１
／
２１（
月
）〜
２
／
１（
金
）

■申 

岐
阜
市
消
防
本
部
予
防
課
窓
口

に
て
直
接
申
込

※
郵
送
で
の
申
込
も
可
。詳
細
は

岐
阜
市
消
防
本
部
予
防
課
へ
お
問

合
せ
く
だ
さ
い

●
申
込
に
必
要
な
も
の

①
受
講
申
込
書（
必
要
事
項
を
記

入
）

※
受
講
申
込
書
は
、岐
阜
市
消
防

本
部
予
防
課
、管
内
各
消
防
署
、

岐
阜
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
入
手
で

き
ま
す

②
写
真
１
枚

縦
３㎝
×
横
２
．４㎝
で
、６
か
月
以

内
に
撮
影
し
た
無
帽
、無
背
景
の

正
面
上
三
分
身
像

③
防
火
管
理（
再
）修
了
証
ま
た
は

防
災
管
理
者（
再
）修
了
証

④
テ
キ
ス
ト
代　
２
，５
０
０
円

■問 

岐
阜
市
消
防
本
部
予
防
課

☎
２
６
２
―
７
１
６
３

家
屋
を
取
り
壊
し
た
か
た
へ

　

固
定
資
産
税
は
、毎
年
１
月
１

日
現
在
の
状
況
に
基
づ
い
て
課
税

さ
れ
ま
す
。よ
っ
て
平
成
３０
年
中
に

税
で
あ
り
、か
つ
、経
済
的
理
由

に
よ
り
就
学
が
困
難
な
世
帯
で

あ
る
こ
と

③
素
行
が
善
良
で
あ
っ
て
、志
操

堅
固
で
あ
る
こ
と

④
在
籍
学
校
長
ま
た
は
最
終
の
出

身
学
校
長
が
適
当
と
認
め
た
推

薦
が
あ
る
こ
と

■応 

交
付
申
請
書
、家
庭
状
況
調
査

書
等
を
各
中
学
校
に
提
出

※
教
育
委
員
会
に
て
審
査
の
う

え
、交
付
の
可
否
を
決
定
し
ま
す

※
交
付
金
額
は
、５
万
円

■問 

学
校
教
育
課

☎
３
２
７
―
２
１
１
６

平
成
３１
年
度　
入
札
参
加
者

の
登
録
申
請

　
平
成
３１
年
度
の
市
が
発
注
す
る

物
品
の
製
造
販
売
や
納
入
、役
務

の
提
供
等
で
、新
規
に
入
札
や
見

積
に
参
加
し
よ
う
と
す
る
か
た

は
、次
の
期
間
に
申
請
を
行
っ
て
く

だ
さ
い
。※
す
で
に
平
成
３０・３１
年

度
の
資
格
を
お
持
ち
の
か
た
は
申

請
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん

●
提
出
書
類

市
指
定
の
様
式
を
使
用
。

※
様
式
は
市
の
Ｈ
Ｐ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。ま
た
財
務
情

報
課
で
も
交
付
し
て
い
ま
す（
Ａ
４

フ
ァ
イ
ル
判
紙
フ
ァ
イ
ル
綴
じ
）

●
申
請
有
効
期
間

平
成
３１
年
度（
１
か
年
度
）

●
受
付
期
間

１
／
１０（
木
）ま
で

８
時
３０
分
〜
１７
時

※
土
日
祝
、年
末
年
始
を
除
く

※
受
付
期
間
経
過
後
の
申
請
は
受

付
で
き
ま
せ
ん

●
そ
の
他

く
わ
し
く
は
市
の
Ｈ
Ｐ
ま
た
は
財

務
情
報
課
で
交
付
す
る
提
出
要
領

を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

■申
■問 

財
務
情
報
課

☎
３
２
７
―
４
１
３
１

「
障
害
者
控
除
対
象
者
認
定

書
」に
よ
る
障
害
者
控
除

　
障
害
者
手
帳
を
お
持
ち
で
な
い

か
た
で
も
、６５
歳
以
上
の
寝
た
き

り
等
要
介
護
状
態
の
か
た
で
、調

査
に
よ
り
障
が
い
者
に
準
ず
る
者

と
認
め
ら
れ
れ
ば
、障
害
者
控
除

の
対
象
と
な
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。そ
の
た
め
に
は「
障
害
者
控
除

対
象
者
認
定
書
」が
必
要
と
な
り

ま
す
。認
定
書
の
発
行
に
は
申
請

が
必
要
で
す
の
で
手
続
き
を
お
願

い
し
ま
す
。

※
認
定
書
の
発
行
に
は
申
請
か
ら

２
週
間
程
か
か
り
ま
す

※
調
査
の
結
果
、非
該
当
の
場
合

も
あ
り
ま
す

●
申
込
に
必
要
な
も
の

　
申
請
者
の
印
鑑

■申 

地
域
福
祉
高
齢
課
ま
た
は
市
民

窓
口
課

■問 

地
域
福
祉
高
齢
課

☎
３
２
７
―
４
１
２
６

義
援
金
に
つ
い
て

　

震
災
後
、皆
さ
ん
か
ら
お
預
か

り
し
た
ご
厚
志
は
、随
時
、日
本
赤

十
字
社
岐
阜
県
支
部
に
送
金
し
て

お
り
ま
す
。

●
東
日
本
大
震
災
義
援
金

3
，1
6
9
万
9
，3
2
3
円

●
平
成
２８
年
熊
本
地
震
災
害
義

援
金

5
7
7
万
9
，1
7
8
円

●
平
成
２９
年
７
月
５
日
か
ら
の
大

雨
災
害
義
援
金

4
5
0
万
9
，8
4
0
円

（
12
月
6
日
現
在
）

　
紙
面
を
借
り
て
厚
く
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。引
き
続
き
ご
支
援
を

お
願
い
し
ま
す
。

●
募
金
箱
設
置
場
所

・穂
積
庁
舎　
２
階
ロ
ビ
ー

・巣
南
庁
舎　
正
面
玄
関

●
受
付
窓
口

・総
合
セ
ン
タ
ー　

地
域
福
祉
高

齢
課

・巣
南
庁
舎　
市
民
窓
口
課

■問 

地
域
福
祉
高
齢
課

☎
３
２
７
―
４
１
２
６

障
が
い
者
等
の
相
談
窓
口
を

開
設
！

　
日
常
の
心
配
事
、サ
ー
ビ
ス
利

用
や
就
労
支
援
に
つ
い
て
、相
談
支

援
専
門
員
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

■所 

総
合
セ
ン
タ
ー　
相
談
室
１

■問 

福
祉
生
活
課

☎
３
２
７
―
４
１
２
３

障
が
い
者
等
の
電
話
相
談　

受
付
中
！！

　
次
の
事
業
所
に
お
い
て
電
話
相

談
を
お
受
け
し
て
い
ま
す
。

税
理
士
に
よ
る
無
料
税
務
相
談

の
ご
案
内

　

市
で
は
、税
理
士
に
よ
る
相
続

税
や
贈
与
税
等
、税
に
関
す
る
無

料
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

■日 

1
／
１７（
木
）　
１３
時
〜
１５
時

■所 

総
合
セ
ン
タ
ー 

１
階　
相
談
室

■定 

先
着
順
受
付

■問 

税
務
課

☎
３
２
７
―
４
１
１
２

英
会
話
入
門・韓
国
語
入
門
講
座

　
見
て
、聞
い
て
、話
す
。基
本
的

な
あ
い
さ
つ
や
簡
単
な
会
話
な
ど

を
外
国
人
講
師
と一
緒
に
楽
し
く

学
習
し
ま
す
。

■日 

1
／
２９（
火
）〜

毎
週
火
曜
日（
全
８
回
）

・英
会
話（
中
学
１
年
生
レ
ベ
ル
の

文
法
を
中
心
と
し
た
基
礎
会
話
）

１８
時
〜
１９
時

・韓
国
語（
ハ
ン
グ
ル
の
読
み
書
き
、

挨
拶
や
自
己
紹
介
な
ど
）１９
時
３０

分
〜
２０
時
３０
分

■所 

ソ
フ
ト
ピ
ア
ジ
ャ
パ
ン
セ
ン
タ
ー

■料 

全
８
回
で
５
，０
０
０
円

※
別
途
テ
キ
ス
ト
代
２
，０
０
０
円

■定 

各
講
座
１５
人（
先
着
順
）

■問 

国
際
文
化
交
流
協
会　
前
田

☎
０
９
０
―
６
４
８
９
―
２
８
０
３

※
平
日
の
１０
時
〜
１８
時

平
成
３１
年
瑞
穂
市
消
防
出
初
式

　
地
域
の
消
防・防
災
の
た
め
、日

夜
訓
練
を
積
ん
で
い
る
消
防
団
員

画
的
制
度
」を
導
入
し
よ
う

計
画
３　
土
日
・祝
日
に
プ
ラ
ス

ワ
ン
休
暇
し
て
、連
続
休
暇
に
し

よ
う

●
キ
ッ
ズ
ウ
ィ
ー
ク

　

地
域
ご
と
に
夏
休
み
な
ど
の一

部
を
ほ
か
の
日
に
う
つ
し
て
、学

校
休
業
日
を
分
散
化
す
る
取
り
組

み（
キ
ッ
ズ
ウ
ィ
ー
ク
）が
平
成
３０

年
度
か
ら
始
ま
っ
て
い
ま
す
。子
供

た
ち
の
親
も
含
め
、働
く
か
た
が

た
は
年
次
有
給
休
暇
を
取
得
し
ま

し
ょ
う
！

■問 

岐
阜
労
働
局
雇
用
環
境・均
等
室

☎
２
４
５
―
１
５
５
０

新
春
教
養
講
演
会

　

笑
い
が
免
疫
力
を
高
め
、暮
ら

し
の
潤
滑
油
に
！

■日 

1
／
１８（
金
）

１５
時
３０
分
〜
１６
時
５０
分

※
受
付
１５
時
〜

■所 

ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ヴ
ェ
ー
ル
岐
山

（
岐
阜
市
柳
ケ
瀬
通
６
―
１
４
）

●
講
演

「
笑
い
は
百
薬
の
長
」

講
師　
タ
ク
マ
氏（
ラ
ジ
オ
パ
ー

ソ
ナ
リ
テ
ィ
）

■料 
無
料

■定 
２
０
０
人

■申 

メ
ー
ル
ま
た
は
電
話
に
て

■問 

岐
阜
県
行
政
書
士
会
岐
阜
支
部

☎
２
７
６
―
１
７
７
４

　

m
ail@

gsi-g.info

事
業
主
の
み
な
さ
ま
へ

「
働
き
方
」が
変
わ
り
ま
す
！

　
２
０
１
９
年
４
月
１
日
か
ら
、働

き
方
改
革
関
連
法
が
順
次
施
行
さ

れ
ま
す
。

①
時
間
外
労
働
の
上
限
規
制
を
導

入
　

上
限
は
月
４５
時
間
、年
３
６
０

時
間
を
原
則
と
し
ま
す
。

②
年
次
有
給
休
暇
の
確
実
な
取
得

が
必
要

　
１０
日
以
上
の
年
次
有
給
休
暇
が

付
与
さ
れ
て
い
る
す
べ
て
の
労
働

者
に
対
し
、毎
年
５
日
、時
季
を
指

定
し
て
、有
給
休
暇
を
与
え
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

③
正
規
雇
用
労
働
者
と
非
正
規

雇
用
労
働
者
の
間
の
不
合
理
な
待

の
表
彰
や
訓
練
披
露
の
ほ
か
、瑞

穂
消
防
署
に
よ
る
消
防
訓
練
等
を

お
こ
な
い
ま
す
。

■日 

1
／
１３（
日
）　
９
時
３０
分
〜

■所 

巣
南
庁
舎
周
辺（
雨
天
の
場
合
、

巣
南
中
学
校
体
育
館
）

●
内
容

　
消
防
関
係
表
彰
式
、岐
阜
市
消

防
音
楽
隊
の
演
奏
、特
別
点
検
、救

助
訓
練
、一斉
放
水
な
ど

※
当
日
は
巣
南
庁
舎
バ
ス
停
の
位

置
を
変
更
し
ま
す

■問 

市
民
協
働
安
全
課

☎
３
２
７
―
４
１
３
０

仕
事 

休
も
っ
化
計
画
！

　

年
末
年
始
、１
月
４
日
を
休
ん

で
９
連
休
！

計
画
１　

仕
事
は
チ
ー
ム
で
行

い
、チ
ー
ム
の
中
で
情
報
共
有
を

図
り
、休
み
や
す
い
職
場
環
境
に

し
よ
う

計
画
２　
年
次
有
給
休
暇
の「
計

遇
差
が
禁
止

　
基
本
給
や
賞
与
な
ど
の
個
々
の

待
遇
ご
と
に
不
合
理
な
待
遇
差
が

禁
止
さ
れ
ま
す
。

■問 

岐
阜
労
働
局

①
②
に
関
し
て

労
働
基
準
部
監
督
課

☎
２
４
５
―
８
１
０
２

③
に
関
し
て

雇
用
環
境・均
等
室

☎
２
４
５
―
１
５
５
０

自
動
車
の
名
義
変
更・住
所
変

更・廃
車
な
ど
の
手
続
き
は
お

早
め
に

　
毎
年
年
度
末
の
３
月
は
岐
阜
運

輸
支
局
登
録
窓
口
が
大
変
混
雑

し
、長
時
間
お
待
ち
い
た
だ
く
こ

と
に
な
り
ま
す
。

 

自
動
車
の
登
録
等
に
関
す
る
手

続
き
は
次
の
と
お
り
で
す
。

●
申
請・届
出
関
係

①
普
通
自
動
車・１
２
５
Ｃ
Ｃ
を
超

え
る
オ
ー
ト
バ
イ

中
部
運
輸
局
岐
阜
運
輸
支
局・登

録
部
門

☎
０
５
０
―
５
５
４
０
―
２
０
５
３

※
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス（
音
声
に

よ
る
案
内
）は
、２４
時
間
利
用
可
能

②
軽
自
動
車

軽
自
動
車
検
査
協
会
岐
阜
事
務

所☎
０
５
０
―
３
８
１
６
―
１
７
７
５

③
１
２
５
Ｃ
Ｃ
以
下
の
オ
ー
ト
バ

イ

や
学
習
方
法
、受
講
手
続
き
な
ど

に
つ
い
て
直
接
相
談
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

■日 

①
２
／
３（
日
）、②
２
／
１７（
日
）

※
時
間
は
い
ず
れ
も
１１
時
〜
１６
時

■所 

①
ミ
ッ
ド
ラ
ン
ド
ホ
ー
ル（
名
古

屋
市
中
村
区
名
駅
４
―
７
―
１
ミ
ッ

ド
ラ
ン
ド
ス
ク
エ
ア
５
階
）、②
名

古
屋
サ
ン
ス
カ
イ
ル
ー
ム（
名
古

屋
市
中
区
錦
１
―
１
８
―
２
２
名
古

屋
Ａ
Ｔ
ビ
ル
２
階
）

■対 

一般
お
よ
び
高
校
生

■料 

無
料

※
申
し
込
み
不
要

■問 （
公
財
）私
立
大
学
通
信
教
育
協

会☎
０
３
―
３
８
１
８
―
３
８
７
０

平
成
３１
年
度
市
民
自
主
講
座

講
師
募
集

　
芸
術
、ス
ポ
ー
ツ
、文
化
、趣
味
、

娯
楽
な
ど
幅
広
い
講
座
の
開
設
が

可
能
で
す
。

●
市
民
自
主
講
座
の
目
的

講
師
を
中
心
に
受
講
者
と
講
座
を

運
営
す
る
中
で
、講
師
の「
企
画・

運
営
力
の
向
上
」、受
講
者
の「
学

び
の
意
欲
を
育
て
る
」こ
と

※
３
年
を
め
ど
に
自
主
講
座
か
ら

独
立
し
て
サ
ー
ク
ル
化
を
目
指
し

ま
す

●
平
成
３０
年
度
に
開
設
し
た
講
座

「
拓
本
と
掛
軸
づ
く
り
」、「
骨
盤
＆

体
幹
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
」、「
初
心
者

向
け
の
庭
講
座
」、「
や
さ
し
い
日

本
画
入
門
講
座
」、「
未
婚
男
女
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
交
流
会
」、「
大

正
琴
」、「
瑞
穂
歴
史
文
化
研
究

会
」、「
趣
味
の
茶
道
」、「
キ
ッ
ズ
イ

ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
」、「
英
語
で
お
も
て

な
し
」、「
姿
勢
講
話
」、「
朝
Ｙ
Ｏ
Ｇ

Ａ
」、「
色
を
楽
し
む
講
座
」、「
ハ
ー

ブ
を
楽
し
む
」、「
た
の
し
む
日
用

書
道　

筆
文
字　
ペ
ン
字
」、「
数

秘
＆
カ
ラ
ー　
自
分
の
魅
力
を
再

発
見
」、「
洋
画
入
門
講
座
」、「
ア
ド

ラ
ー
心
理
学　

Ｅ
Ｌ
Ｍ
講
座
」、

「
健
康
で
過
す
た
め
の
や
さ
し
い

自
己
指
圧
」、「
中
部
地
方
の
民
謡

を
三
味
線
で
唄
う
」、「
セ
ル
フ
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
講
座
」、「
そ
ば
打
ち
教

室
」

■〆 

１
／
４（
金
）〜
２
／
８（
金
）

■応 

巣
南
公
民
館
、市
民
セ
ン
タ
ー
、

総
合
セ
ン
タ
ー
に
設
置
の「
講
師

募
集
要
項
」を
確
認
の
う
え「
開
設

計
画
書
」を
生
涯
学
習
課
へ
提
出
。

※
要
事
前
連
絡
。提
出
時
に
簡
単

な
打
合
せ
を
行
い
ま
す

■申
■問 

生
涯
学
習
課

☎
３
２
７
―
２
１
１
７

事
業

◎
新
春
書
初
め
席
上
揮
毫
大
会

■日 

1
／
１４（
月・祝
）　
9
時
〜

※
受
付
は
10
時
30
分
ま
で

■所 

市
民
セ
ン
タ
ー
球
技
場・巣
南

公
民
館
多
目
的
ホ
ー
ル・ふ
れ
あ

い
ホ
ー
ル

■料 

無
料

■対 一般　
市
民
憲
章
の一つ
の
項
目
を

半
折
の
２
分
の
１
の
用
紙
に
揮
毫

し
て
当
日
提
出
参
加（
自
宅
で
書

い
て
持
っ
て
き
て
も
可
）

高
校
生　
新
春
の
座
右
の
銘
を
当

日
会
場
で
揮
毫

●
持
ち
物

習
字
道
具一式
と
履
物
入
れ
の
袋

●
展
示
に
つ
い
て

■日 

1
／
２６（
土
）〜
２８（
月
）

■所 

巣
南
公
民
館（
多
目
的
ホ
ー
ル
）

■日 

2
／
２（
土
）〜
４（
月
）

■所 

市
民
セ
ン
タ
ー（
柔
剣
道
場
）

※
各
会
場
と
も
最
終
日
は
午
前
中

の
み

●
表
彰
式
に
つ
い
て

優
秀
作
品
に
は
、賞
状
と
副
賞
が

あ
り
ま
す
。

■日 

2
／
３（
日
）　
１０
時
〜

■所 

市
民
セ
ン
タ
ー　
ハ
ナ
ミ
ズ
キ

ホ
ー
ル

◎
第
１６
回
新
春
い
け
花
展

■日 

1
／
２６（
土
）　
１０
時
〜
１７
時
、

２７（
日
）　
９
時
〜
１５
時

■所 

巣
南
公
民
館　
ふ
れ
あ
い
ホ
ー

ル公
開
講
座

◎
太
極
拳　
交
流
会・公
開
講
座

■日 

1
／
２６（
土
）

１２
時
３０
分
〜
１６
時
３０
分

■所 

市
民
セ
ン
タ
ー　
ハ
ナ
ミ
ズ
キ

ホ
ー
ル

◎
日
本
舞
踊　
藤
間
流（
藤
登
恵

会
）

■日 

1
／
２６（
土
）、２７（
日
）

１４
時
〜
１６
時

■所 

市
民
セ
ン
タ
ー　
大
和
室

■対 

３
才
以
上

◎
合
唱
団　
体
験
教
室

■日 

2
／
３（
日
）

１３
時
３０
分
〜
１５
時

■所 

総
合
セ
ン
タ
ー　
４
階
リ
ハ
ー

サ
ル
室

■対 

市
内
小
学
１
年
生
〜
中
学
３
年

生　
男
女

■料 

無
料

■申 

前
日
ま
で
に
メ
ー
ル
ま
た
は
電

話
に
て

瑞
穂
市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

「
写
真
展
」

■所
■日 

①
市
民
セ
ン
タ
ー　
サ
ロ
ン

１
／
９（
水
）〜
１
／
２３（
水
）

②
瑞
穂
市
図
書
館
分
館

１
／
２７（
日
）〜
３
／
３（
日
）

※
全
２０
団
の
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
活

動
の
様
子
を
た
く
さ
ん
の
写
真
で

紹
介
い
た
し
ま
す
。団
員
た
ち
の
明

る
く
元
気
な
姿
を
ご
覧
下
さ
い
。

瑞
穂
市
小
学
生
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
大
会

■日 

２
／
１１（
月・祝
）　
９
時
３０
分
〜

■所
市
民
セ
ン
タ
ー　
ア
リ
ー
ナ

■対 

市
内
在
住
の
小
学
４
年
生
〜
６

年
生

■料 

無
料

■〆 

１
／
２２（
火
）

無
料
体
験
実
施
中
！！

キ
ッ
ズ
チ
ア
ダ
ン
ス
教
室

　
い
ろ
い
ろ
な
イ
ベ
ン
ト
に
参
加

し
て
、た
く
さ
ん
の
人
に
元
気
を

お
届
け
し
ま
す
。毎
年
１２
月
に
ク

ラ
ブ
主
催
、Ｇ
Ｋ
Ｄ
ダ
ン
ス
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
で
も
披
露
し
ま
す
。

■日 

土
曜
日（
年
４５
回
）

平
成
30
年
度
時
間
割

●
幼
稚
園・保
育
園
児

　
９
時
５０
分
〜
１０
時
４０
分

●
小
学
校
１
年
生

　
１０
時
４０
分
〜
１１
時
３０
分

●
小
学
校
３・４
年
生

　
１１
時
３０
分
〜
１２
時
２０
分

●
小
学
校
５
年
生

　
１４
時
〜
１４
時
５０
分

●
小
学
校
２
年
生

　
１５
時
〜
１５
時
５０
分

●
小
学
校
６
年
生

　
１６
時
〜
１６
時
５０
分

■所
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー　
ホ
ー
ル

■料 

５
，５
０
０
円
／
月

池
ち
ゃ
ん
先
生
の
キ
ッ
ズ
ヒ
ッ

プ
ホ
ッ
プ
教
室

　
ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ
に
興
味
の
あ
る

子
ど
も
た
ち
、一度
体
験
に
来
て
く

だ
さ
い
。

■日 

火
曜
日（
月
４
回
）

●
初
級
コ
ー
ス

　
１８
時
３０
分
〜
１９
時
３０
分

●
中
級
コ
ー
ス

　
１９
時
３０
分
〜
２０
時
３０
分

■所
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー　
ホ
ー
ル

■対 

小
学
生
以
上

■料 

５
，０
０
０
円
／
月

●
指
導
者　
池
田
啓
悟

中
学
生
以
上
の
チ
ア
ダ
ン
ス
教
室

　

笑
顔
や
迫
力
の
あ
る
演
技
で
、

見
る
人
を
元
気
づ
け
、自
分
自
身

も
演
技
を
通
じ
て
成
長
で
き
ま

す
。

■日 

木
曜
日（
月
３
回
）

※
ク
ラ
ブ
カ
レ
ン
ダ
ー
に
よ
る

１８
時
〜
１８
時
５０
分

■所
市
民
セ
ン
タ
ー　
大
ホ
ー
ル

■料 

４
，５
０
０
円
／
月

■対 

中
学
生
以
上

●
指
導
者　

朝
日
大
学
助
教　

安
達
詩
穂

■問 

代
表　
阪
田

☎
０
８
０
―
３
２
８
５
―
４
５
１
９

　

m
izuho.rainbow

.choir@
gm
ail.com

展
示

◎
水
墨
画
展（
巣
南
水
墨
画
ク
ラ

ブ
）

■日 

1
／
２4（
木
）〜
２
／
４（
月
）

■所 

市
民
セ
ン
タ
ー　
サ
ロ
ン

あ
り
が
と
う
の
三
行
詩

　
優
秀
作
品
は
、文
化
協
会
祭
で

展
示・表
彰
、文
芸
誌
に
掲
載
し
ま

す
。

■対 

市
内
の
小
学
５
年
生・中
学
２

年
生

■応 

各
学
校
へ

市税など公共料金の納付は、便利で確実な 口座振替をご利用ください広報みずほ・2019.131

InformationInformation 　日時 　会場 　料金 　対象 　資格 　定員 　応募方法 　〆切 　申込先 　問い合わせ先日 所 料 対 資 定 応 〆 申 問



●問い合わせ　図書館（本館）　☎３２6-2300

新着図書のご案内新着図書のご案内

この他にもたくさんの新しい本が図書館に入りました。
詳しくは毎週土曜日、図書館で発行している「新着図書案内」をご覧ください。

図 書 館

井深大

武田　徹
著者名

ミネルヴァ書房
出版社

熱　帯

森見登美彦
著者名

文藝春秋社
出版社

100年たったら

アリス館
出版社

著者名

　寓話とは、教訓を目的としている物語の
ことであり、イソップ寓話などがよく知られ
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文／石井　睦美
絵／あべ　弘士

税
務
課

☎
３
２
７
―
４
１
１
２

●
税
金
関
係

①
自
動
車
税・自
動
車
取
得
税

岐
阜
県
自
動
車
税
事
務
所

☎
２
７
９
―
３
７
８
１

②
軽
自
動
車
税（
オ
ー
ト
バ
イ
含

む
）

税
務
課

☎
３
２
７
―
４
１
１
２

「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」（
日
本
政

策
金
融
公
庫
）の
ご
案
内

　
高
校・大
学
な
ど
へ
の
入
学
時・

在
学
中
に
か
か
る
費
用
を
対
象
と

し
た
公
的
な
融
資
制
度
で
す
。お

子
さ
ん
１
人
に
つ
き
３
５
０
万
円

以
内
を
、固
定
金
利（
年
１
．７

８
％（
平
成
３０
年
１１
月
１２
日
現

在
））で
利
用
で
き
、在
学
期
間
内

は
利
息
の
み
の
ご
返
済
と
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　
く
わ
し
く
は
、「
国
の
教
育
ロ
ー

ン
」で
検
索
す
る
か
、コ
ー
ル
セ
ン

タ
ー
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■問 

教
育
ロ
ー
ン
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

☎
０
５
７
０
―

０
０
８
６
５
６（
ナ

ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）ま
た
は
０
３
―
５
３

２
１
―
８
６
５
６

大
学
通
信
教
育
春
季
合
同
入

学
説
明
会
開
催

　

各
大
学
、大
学
院
、短
期
大
学

別
の
相
談
コ
ー
ナ
ー
で
、希
望
す

る
大
学
の
教
職
員
か
ら
講
義
内
容

岐
阜
北
税
務
署
か
ら

　
平
成
３０
年
分
の
所
得
税
お
よ
び

復
興
特
別
所
得
税
、個
人
事
業
者

の
消
費
税
お
よ
び
地
方
消
費
税
な

ら
び
に
贈
与
税
の
確
定
申
告
会
場

を
次
の
と
お
り
開
設
し
ま
す
。

　

確
定
申
告
会
場
で
は
、パ
ソ
コ

ン
を
利
用
し
た
確
定
申
告
書
の
作

成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

■日 

２
／
１８（
月
）〜
３
／
１５（
金
）

９
時
〜
１７
時（
受
付
終
了
は
１６
時
）

※
土
日
を
除
く

※
会
場
の
混
雑
状
況
に
よ
り
、案

内
を
早
め
に
終
了
す
る
場
合
が
あ

り
ま
す

※
２
／
24（
日
）お
よ
び
3
／
3

（
日
）に
限
り
、開
設
し
ま
す

■所 

マ
ー
サ
２１　
４
階
マ
ー
サ
ホ
ー

ル（
岐
阜
市
正
木
中
１
―
２
―
１
）

※
開
設
期
間
中
は
、税
務
署
で
も

申
告
書
の
提
出
は
で
き
ま
す
が
、

申
告
書
の
作
成
指
導
は
行
っ
て
お

り
ま
せ
ん

●
お
願
い

　

事
業
所
得（
農
業
所
得
を
含

む
）、不
動
産
所
得
等
が
あ
る
か
た

は
、青
色
申
告
決
算
書
ま
た
は
収

支
内
訳
書
を
作
成
の
う
え
、ご
来

場
く
だ
さ
い
。

　
消
費
税
お
よ
び
地
方
消
費
税
を

申
告
さ
れ
る
か
た
は
、課
税
売
上

高
計
算
表
を
で
き
る
限
り
記
載
し

て（
一
般
課
税
の
か
た
に
つ
い
て
は

課
税
取
引
金
額
計
算
表
も
）、ご
来

場
く
だ
さ
い
。

　
税
務
署
か
ら
申
告
書
等
の
用
紙

や
お
知
ら
せ
は
が
き
が
送
付
さ
れ

て
い
る
か
た
は
、そ
の
用
紙
等
を

ご
持
参
く
だ
さ
い
。

☆
ご
自
宅
の
パ
ソ
コ
ン
で
確
定
申

告
書
が
作
成
で
き
る
国
税
庁
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ（w

w
w
.nta.go.jp

）の

「
確
定
申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」

も
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
社
会
保
障・税
番
号（
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
）制
度
に
つ
い
て

　
税
務
署
へ
提
出
す
る
平
成
２８
年

分
以
降
の
所
得
税
等
申
告
書
に
つ

い
て
は
、マ
イ
ナ
ン
バ
ー（
個
人
番

号
）の
記
載
が
必
要
で
あ
る
と
と

も
に
、本
人
確
認（
番
号
及
び
身
元

確
認
）書
類
の
提
示
ま
た
は
写
し

の
添
付
が
必
要
で
す
。

　
な
お
、国
税
に
関
す
る
社
会
保

障・税
番
号（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
）制
度

の
く
わ
し
い
情
報
は
、国
税
庁

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ

に
あ
る「
社
会
保
障・税
番
号
制
度

（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
）」を
ク
リ
ッ
ク
し

て
、ご
覧
く
だ
さ
い
。

■問 

岐
阜
北
税
務
署

☎
２
６
２
―
６
１
３
１

危
険
物
取
扱
者
試
験（
第
４
回
）

■日 

２
／
１７（
日
）

■所 

岐
南
工
業
高
等
学
校

■対 

甲
種・乙
種
第
１
〜
６
類・丙
種

■〆 

１
／
１０（
木
）〜
１８（
金
）

■申 （一財
）消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー

岐
阜
県
支
部

（
岐
阜
市
藪
田
南
１
―

５
―

１
第
２

松
波
ビ
ル
）

☎
２
７
４
―
３
２
１
０

※
願
書
は
申
込
先
の
ほ
か
、岐
阜

市
消
防
本
部
予
防
課
、管
内
各
消

防
署
で
も
入
手
で
き
ま
す

■問 

岐
阜
市
消
防
本
部
予
防
課

☎
２
６
２
―
７
１
６
３

取
り
壊
さ
れ
た
家
屋
に
つ
い
て
は
、

平
成
３１
年
度
か
ら
課
税
の
対
象
外

と
な
り
ま
す
。た
だ
し
取
り
壊
さ

れ
た
こ
と
が
確
認
で
き
な
い
と
引

き
続
き
課
税
さ
れ
る
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
、家
屋
を
取
り
壊
し
た

か
た
は
す
み
や
か
に「
家
屋
滅
失

届
」の
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、登
記
さ
れ
て
い
る
家
屋

で
滅
失
登
記
を
さ
れ
た
家
屋
に
つ

い
て
は
提
出
の
必
要
は
あ
り
ま
せ

ん
。

●
提
出
先

税
務
課
ま
た
は
市
民
窓
口
課

●
提
出
書
類

家
屋
滅
失
届
お
よ
び
取
り
壊
し
た

日
付
が
確
認
で
き
る
も
の

■問 

税
務
課

☎
３
２
７
―
４
１
１
２

平
成
３０
年
度
瑞
穂
市
高
等
学

校
等
就
学
奨
励一時
金
の
交
付

　
高
等
学
校
等
に
就
学
し
よ
う
と

す
る
か
た
の
う
ち
、経
済
的
な
理

由
に
よ
り
就
学
す
る
こ
と
に
支
障

の
あ
る
か
た
の
保
護
者
に
対
し
、

高
等
学
校
等
就
学
奨
励一時
金（
み

ず
ほ
桜
入
学
祝
い
金
）を
交
付
し

ま
す
。交
付
を
希
望
さ
れ
る
か
た

は
、ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■対 ①
市
内
に
住
所
を
有
す
る
こ
と

②
保
護
者
お
よ
び
保
護
者
と
生
計

を
共
に
す
る
か
た
の
直
近
の
市

町
村
民
税
所
得
割
額
が
非
課

防
火・防
災
管
理
再
講
習
の
ご

案
内

■日 

２
／
２０（
水
）　
１３
時
２５
分
〜
１６

時
５０
分

■所 

岐
阜
市
消
防
本
部
６
階

■対 

岐
阜
県
内
に
在
住
ま
た
は
在
勤

の
か
た

■定 

８０
人（
定
員
に
達
し
次
第
締
切
）

■〆 

１
／
２１（
月
）〜
２
／
１（
金
）

■申 

岐
阜
市
消
防
本
部
予
防
課
窓
口

に
て
直
接
申
込

※
郵
送
で
の
申
込
も
可
。詳
細
は

岐
阜
市
消
防
本
部
予
防
課
へ
お
問

合
せ
く
だ
さ
い

●
申
込
に
必
要
な
も
の

①
受
講
申
込
書（
必
要
事
項
を
記

入
）

※
受
講
申
込
書
は
、岐
阜
市
消
防

本
部
予
防
課
、管
内
各
消
防
署
、

岐
阜
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
入
手
で

き
ま
す

②
写
真
１
枚

縦
３㎝
×
横
２
．４㎝
で
、６
か
月
以

内
に
撮
影
し
た
無
帽
、無
背
景
の

正
面
上
三
分
身
像

③
防
火
管
理（
再
）修
了
証
ま
た
は

防
災
管
理
者（
再
）修
了
証

④
テ
キ
ス
ト
代　
２
，５
０
０
円

■問 

岐
阜
市
消
防
本
部
予
防
課

☎
２
６
２
―
７
１
６
３

家
屋
を
取
り
壊
し
た
か
た
へ

　

固
定
資
産
税
は
、毎
年
１
月
１

日
現
在
の
状
況
に
基
づ
い
て
課
税

さ
れ
ま
す
。よ
っ
て
平
成
３０
年
中
に

税
で
あ
り
、か
つ
、経
済
的
理
由

に
よ
り
就
学
が
困
難
な
世
帯
で

あ
る
こ
と

③
素
行
が
善
良
で
あ
っ
て
、志
操

堅
固
で
あ
る
こ
と

④
在
籍
学
校
長
ま
た
は
最
終
の
出

身
学
校
長
が
適
当
と
認
め
た
推

薦
が
あ
る
こ
と

■応 

交
付
申
請
書
、家
庭
状
況
調
査

書
等
を
各
中
学
校
に
提
出

※
教
育
委
員
会
に
て
審
査
の
う

え
、交
付
の
可
否
を
決
定
し
ま
す

※
交
付
金
額
は
、５
万
円

■問 

学
校
教
育
課

☎
３
２
７
―
２
１
１
６

平
成
３１
年
度　
入
札
参
加
者

の
登
録
申
請

　
平
成
３１
年
度
の
市
が
発
注
す
る

物
品
の
製
造
販
売
や
納
入
、役
務

の
提
供
等
で
、新
規
に
入
札
や
見

積
に
参
加
し
よ
う
と
す
る
か
た

は
、次
の
期
間
に
申
請
を
行
っ
て
く

だ
さ
い
。※
す
で
に
平
成
３０・３１
年

度
の
資
格
を
お
持
ち
の
か
た
は
申

請
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん

●
提
出
書
類

市
指
定
の
様
式
を
使
用
。

※
様
式
は
市
の
Ｈ
Ｐ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。ま
た
財
務
情

報
課
で
も
交
付
し
て
い
ま
す（
Ａ
４

フ
ァ
イ
ル
判
紙
フ
ァ
イ
ル
綴
じ
）

●
申
請
有
効
期
間

平
成
３１
年
度（
１
か
年
度
）

●
受
付
期
間

１
／
１０（
木
）ま
で

８
時
３０
分
〜
１７
時

※
土
日
祝
、年
末
年
始
を
除
く

※
受
付
期
間
経
過
後
の
申
請
は
受

付
で
き
ま
せ
ん

●
そ
の
他

く
わ
し
く
は
市
の
Ｈ
Ｐ
ま
た
は
財

務
情
報
課
で
交
付
す
る
提
出
要
領

を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

■申
■問 

財
務
情
報
課

☎
３
２
７
―
４
１
３
１

「
障
害
者
控
除
対
象
者
認
定

書
」に
よ
る
障
害
者
控
除

　
障
害
者
手
帳
を
お
持
ち
で
な
い

か
た
で
も
、６５
歳
以
上
の
寝
た
き

り
等
要
介
護
状
態
の
か
た
で
、調

査
に
よ
り
障
が
い
者
に
準
ず
る
者

と
認
め
ら
れ
れ
ば
、障
害
者
控
除

の
対
象
と
な
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。そ
の
た
め
に
は「
障
害
者
控
除

対
象
者
認
定
書
」が
必
要
と
な
り

ま
す
。認
定
書
の
発
行
に
は
申
請

が
必
要
で
す
の
で
手
続
き
を
お
願

い
し
ま
す
。

※
認
定
書
の
発
行
に
は
申
請
か
ら

２
週
間
程
か
か
り
ま
す

※
調
査
の
結
果
、非
該
当
の
場
合

も
あ
り
ま
す

●
申
込
に
必
要
な
も
の

　
申
請
者
の
印
鑑

■申 

地
域
福
祉
高
齢
課
ま
た
は
市
民

窓
口
課

■問 

地
域
福
祉
高
齢
課

☎
３
２
７
―
４
１
２
６

義
援
金
に
つ
い
て

　

震
災
後
、皆
さ
ん
か
ら
お
預
か

り
し
た
ご
厚
志
は
、随
時
、日
本
赤

十
字
社
岐
阜
県
支
部
に
送
金
し
て

お
り
ま
す
。

●
東
日
本
大
震
災
義
援
金

3
，1
6
9
万
9
，3
2
3
円

●
平
成
２８
年
熊
本
地
震
災
害
義

援
金

5
7
7
万
9
，1
7
8
円

●
平
成
２９
年
７
月
５
日
か
ら
の
大

雨
災
害
義
援
金

4
5
0
万
9
，8
4
0
円

（
12
月
6
日
現
在
）

　
紙
面
を
借
り
て
厚
く
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。引
き
続
き
ご
支
援
を

お
願
い
し
ま
す
。

●
募
金
箱
設
置
場
所

・穂
積
庁
舎　
２
階
ロ
ビ
ー

・巣
南
庁
舎　
正
面
玄
関

●
受
付
窓
口

・総
合
セ
ン
タ
ー　

地
域
福
祉
高

齢
課

・巣
南
庁
舎　
市
民
窓
口
課

■問 

地
域
福
祉
高
齢
課

☎
３
２
７
―
４
１
２
６

障
が
い
者
等
の
相
談
窓
口
を

開
設
！

　
日
常
の
心
配
事
、サ
ー
ビ
ス
利

用
や
就
労
支
援
に
つ
い
て
、相
談
支

援
専
門
員
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

■所 

総
合
セ
ン
タ
ー　
相
談
室
１

■問 

福
祉
生
活
課

☎
３
２
７
―
４
１
２
３

障
が
い
者
等
の
電
話
相
談　

受
付
中
！！

　
次
の
事
業
所
に
お
い
て
電
話
相

談
を
お
受
け
し
て
い
ま
す
。

税
理
士
に
よ
る
無
料
税
務
相
談

の
ご
案
内

　

市
で
は
、税
理
士
に
よ
る
相
続

税
や
贈
与
税
等
、税
に
関
す
る
無

料
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

■日 

1
／
１７（
木
）　
１３
時
〜
１５
時

■所 

総
合
セ
ン
タ
ー 

１
階　
相
談
室

■定 

先
着
順
受
付

■問 

税
務
課

☎
３
２
７
―
４
１
１
２

英
会
話
入
門・韓
国
語
入
門
講
座

　
見
て
、聞
い
て
、話
す
。基
本
的

な
あ
い
さ
つ
や
簡
単
な
会
話
な
ど

を
外
国
人
講
師
と一
緒
に
楽
し
く

学
習
し
ま
す
。

■日 

1
／
２９（
火
）〜

毎
週
火
曜
日（
全
８
回
）

・英
会
話（
中
学
１
年
生
レ
ベ
ル
の

文
法
を
中
心
と
し
た
基
礎
会
話
）

１８
時
〜
１９
時

・韓
国
語（
ハ
ン
グ
ル
の
読
み
書
き
、

挨
拶
や
自
己
紹
介
な
ど
）１９
時
３０

分
〜
２０
時
３０
分

■所 

ソ
フ
ト
ピ
ア
ジ
ャ
パ
ン
セ
ン
タ
ー

■料 

全
８
回
で
５
，０
０
０
円

※
別
途
テ
キ
ス
ト
代
２
，０
０
０
円

■定 

各
講
座
１５
人（
先
着
順
）

■問 

国
際
文
化
交
流
協
会　
前
田

☎
０
９
０
―
６
４
８
９
―
２
８
０
３

※
平
日
の
１０
時
〜
１８
時

平
成
３１
年
瑞
穂
市
消
防
出
初
式

　
地
域
の
消
防・防
災
の
た
め
、日

夜
訓
練
を
積
ん
で
い
る
消
防
団
員

画
的
制
度
」を
導
入
し
よ
う

計
画
３　
土
日
・祝
日
に
プ
ラ
ス

ワ
ン
休
暇
し
て
、連
続
休
暇
に
し

よ
う

●
キ
ッ
ズ
ウ
ィ
ー
ク

　

地
域
ご
と
に
夏
休
み
な
ど
の一

部
を
ほ
か
の
日
に
う
つ
し
て
、学

校
休
業
日
を
分
散
化
す
る
取
り
組

み（
キ
ッ
ズ
ウ
ィ
ー
ク
）が
平
成
３０

年
度
か
ら
始
ま
っ
て
い
ま
す
。子
供

た
ち
の
親
も
含
め
、働
く
か
た
が

た
は
年
次
有
給
休
暇
を
取
得
し
ま

し
ょ
う
！

■問 

岐
阜
労
働
局
雇
用
環
境・均
等
室

☎
２
４
５
―
１
５
５
０

新
春
教
養
講
演
会

　

笑
い
が
免
疫
力
を
高
め
、暮
ら

し
の
潤
滑
油
に
！

■日 

1
／
１８（
金
）

１５
時
３０
分
〜
１６
時
５０
分

※
受
付
１５
時
〜

■所 

ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ヴ
ェ
ー
ル
岐
山

（
岐
阜
市
柳
ケ
瀬
通
６
―
１
４
）

●
講
演

「
笑
い
は
百
薬
の
長
」

講
師　
タ
ク
マ
氏（
ラ
ジ
オ
パ
ー

ソ
ナ
リ
テ
ィ
）

■料 

無
料

■定 

２
０
０
人

■申 

メ
ー
ル
ま
た
は
電
話
に
て

■問 

岐
阜
県
行
政
書
士
会
岐
阜
支
部

☎
２
７
６
―
１
７
７
４

　

m
ail@

gsi-g.info

事
業
主
の
み
な
さ
ま
へ

「
働
き
方
」が
変
わ
り
ま
す
！

　
２
０
１
９
年
４
月
１
日
か
ら
、働

き
方
改
革
関
連
法
が
順
次
施
行
さ

れ
ま
す
。

①
時
間
外
労
働
の
上
限
規
制
を
導

入
　

上
限
は
月
４５
時
間
、年
３
６
０

時
間
を
原
則
と
し
ま
す
。

②
年
次
有
給
休
暇
の
確
実
な
取
得

が
必
要

　
１０
日
以
上
の
年
次
有
給
休
暇
が

付
与
さ
れ
て
い
る
す
べ
て
の
労
働

者
に
対
し
、毎
年
５
日
、時
季
を
指

定
し
て
、有
給
休
暇
を
与
え
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

③
正
規
雇
用
労
働
者
と
非
正
規

雇
用
労
働
者
の
間
の
不
合
理
な
待

の
表
彰
や
訓
練
披
露
の
ほ
か
、瑞

穂
消
防
署
に
よ
る
消
防
訓
練
等
を

お
こ
な
い
ま
す
。

■日 

1
／
１３（
日
）　
９
時
３０
分
〜

■所 

巣
南
庁
舎
周
辺（
雨
天
の
場
合
、

巣
南
中
学
校
体
育
館
）

●
内
容

　
消
防
関
係
表
彰
式
、岐
阜
市
消

防
音
楽
隊
の
演
奏
、特
別
点
検
、救

助
訓
練
、一斉
放
水
な
ど

※
当
日
は
巣
南
庁
舎
バ
ス
停
の
位

置
を
変
更
し
ま
す

■問 

市
民
協
働
安
全
課

☎
３
２
７
―
４
１
３
０

仕
事 

休
も
っ
化
計
画
！

　

年
末
年
始
、１
月
４
日
を
休
ん

で
９
連
休
！

計
画
１　

仕
事
は
チ
ー
ム
で
行

い
、チ
ー
ム
の
中
で
情
報
共
有
を

図
り
、休
み
や
す
い
職
場
環
境
に

し
よ
う

計
画
２　
年
次
有
給
休
暇
の「
計

遇
差
が
禁
止

　
基
本
給
や
賞
与
な
ど
の
個
々
の

待
遇
ご
と
に
不
合
理
な
待
遇
差
が

禁
止
さ
れ
ま
す
。

■問 

岐
阜
労
働
局

①
②
に
関
し
て

労
働
基
準
部
監
督
課

☎
２
４
５
―
８
１
０
２

③
に
関
し
て

雇
用
環
境・均
等
室

☎
２
４
５
―
１
５
５
０

自
動
車
の
名
義
変
更・住
所
変

更・廃
車
な
ど
の
手
続
き
は
お

早
め
に

　
毎
年
年
度
末
の
３
月
は
岐
阜
運

輸
支
局
登
録
窓
口
が
大
変
混
雑

し
、長
時
間
お
待
ち
い
た
だ
く
こ

と
に
な
り
ま
す
。

 

自
動
車
の
登
録
等
に
関
す
る
手

続
き
は
次
の
と
お
り
で
す
。

●
申
請・届
出
関
係

①
普
通
自
動
車・１
２
５
Ｃ
Ｃ
を
超

え
る
オ
ー
ト
バ
イ

中
部
運
輸
局
岐
阜
運
輸
支
局・登

録
部
門

☎
０
５
０
―
５
５
４
０
―
２
０
５
３

※
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス（
音
声
に

よ
る
案
内
）は
、２４
時
間
利
用
可
能

②
軽
自
動
車

軽
自
動
車
検
査
協
会
岐
阜
事
務

所☎
０
５
０
―
３
８
１
６
―
１
７
７
５

③
１
２
５
Ｃ
Ｃ
以
下
の
オ
ー
ト
バ

イ

や
学
習
方
法
、受
講
手
続
き
な
ど

に
つ
い
て
直
接
相
談
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

■日 
①
２
／
３（
日
）、②
２
／
１７（
日
）

※
時
間
は
い
ず
れ
も
１１
時
〜
１６
時

■所 

①
ミ
ッ
ド
ラ
ン
ド
ホ
ー
ル（
名
古

屋
市
中
村
区
名
駅
４
―
７
―
１
ミ
ッ

ド
ラ
ン
ド
ス
ク
エ
ア
５
階
）、②
名

古
屋
サ
ン
ス
カ
イ
ル
ー
ム（
名
古

屋
市
中
区
錦
１
―
１
８
―
２
２
名
古

屋
Ａ
Ｔ
ビ
ル
２
階
）

■対 

一般
お
よ
び
高
校
生

■料 

無
料

※
申
し
込
み
不
要

■問 （
公
財
）私
立
大
学
通
信
教
育
協

会☎
０
３
―
３
８
１
８
―
３
８
７
０

平
成
３１
年
度
市
民
自
主
講
座

講
師
募
集

　
芸
術
、ス
ポ
ー
ツ
、文
化
、趣
味
、

娯
楽
な
ど
幅
広
い
講
座
の
開
設
が

可
能
で
す
。

●
市
民
自
主
講
座
の
目
的

講
師
を
中
心
に
受
講
者
と
講
座
を

運
営
す
る
中
で
、講
師
の「
企
画・

運
営
力
の
向
上
」、受
講
者
の「
学

び
の
意
欲
を
育
て
る
」こ
と

※
３
年
を
め
ど
に
自
主
講
座
か
ら

独
立
し
て
サ
ー
ク
ル
化
を
目
指
し

ま
す

●
平
成
３０
年
度
に
開
設
し
た
講
座

「
拓
本
と
掛
軸
づ
く
り
」、「
骨
盤
＆

体
幹
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
」、「
初
心
者

向
け
の
庭
講
座
」、「
や
さ
し
い
日

本
画
入
門
講
座
」、「
未
婚
男
女
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
交
流
会
」、「
大

正
琴
」、「
瑞
穂
歴
史
文
化
研
究

会
」、「
趣
味
の
茶
道
」、「
キ
ッ
ズ
イ

ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
」、「
英
語
で
お
も
て

な
し
」、「
姿
勢
講
話
」、「
朝
Ｙ
Ｏ
Ｇ

Ａ
」、「
色
を
楽
し
む
講
座
」、「
ハ
ー

ブ
を
楽
し
む
」、「
た
の
し
む
日
用

書
道　

筆
文
字　
ペ
ン
字
」、「
数

秘
＆
カ
ラ
ー　
自
分
の
魅
力
を
再

発
見
」、「
洋
画
入
門
講
座
」、「
ア
ド

ラ
ー
心
理
学　

Ｅ
Ｌ
Ｍ
講
座
」、

「
健
康
で
過
す
た
め
の
や
さ
し
い

自
己
指
圧
」、「
中
部
地
方
の
民
謡

を
三
味
線
で
唄
う
」、「
セ
ル
フ
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
講
座
」、「
そ
ば
打
ち
教

室
」

■〆 

１
／
４（
金
）〜
２
／
８（
金
）

■応 

巣
南
公
民
館
、市
民
セ
ン
タ
ー
、

総
合
セ
ン
タ
ー
に
設
置
の「
講
師

募
集
要
項
」を
確
認
の
う
え「
開
設

計
画
書
」を
生
涯
学
習
課
へ
提
出
。

※
要
事
前
連
絡
。提
出
時
に
簡
単

な
打
合
せ
を
行
い
ま
す

■申
■問 

生
涯
学
習
課

☎
３
２
７
―
２
１
１
７

事
業

◎
新
春
書
初
め
席
上
揮
毫
大
会

■日 

1
／
１４（
月・祝
）　
9
時
〜

※
受
付
は
10
時
30
分
ま
で

■所 

市
民
セ
ン
タ
ー
球
技
場・巣
南

公
民
館
多
目
的
ホ
ー
ル・ふ
れ
あ

い
ホ
ー
ル

■料 

無
料

■対 一般　
市
民
憲
章
の一つ
の
項
目
を

半
折
の
２
分
の
１
の
用
紙
に
揮
毫

し
て
当
日
提
出
参
加（
自
宅
で
書

い
て
持
っ
て
き
て
も
可
）

高
校
生　
新
春
の
座
右
の
銘
を
当

日
会
場
で
揮
毫

●
持
ち
物

習
字
道
具一式
と
履
物
入
れ
の
袋

●
展
示
に
つ
い
て

■日 

1
／
２６（
土
）〜
２８（
月
）

■所 
巣
南
公
民
館（
多
目
的
ホ
ー
ル
）

■日 
2
／
２（
土
）〜
４（
月
）

■所 
市
民
セ
ン
タ
ー（
柔
剣
道
場
）

※
各
会
場
と
も
最
終
日
は
午
前
中

の
み

●
表
彰
式
に
つ
い
て

優
秀
作
品
に
は
、賞
状
と
副
賞
が

あ
り
ま
す
。

■日 

2
／
３（
日
）　
１０
時
〜

■所 

市
民
セ
ン
タ
ー　
ハ
ナ
ミ
ズ
キ

ホ
ー
ル

◎
第
１６
回
新
春
い
け
花
展

■日 

1
／
２６（
土
）　
１０
時
〜
１７
時
、

２７（
日
）　
９
時
〜
１５
時

■所 

巣
南
公
民
館　
ふ
れ
あ
い
ホ
ー

ル公
開
講
座

◎
太
極
拳　
交
流
会・公
開
講
座

■日 

1
／
２６（
土
）

１２
時
３０
分
〜
１６
時
３０
分

■所 

市
民
セ
ン
タ
ー　
ハ
ナ
ミ
ズ
キ

ホ
ー
ル

◎
日
本
舞
踊　
藤
間
流（
藤
登
恵

会
）

■日 

1
／
２６（
土
）、２７（
日
）

１４
時
〜
１６
時

■所 

市
民
セ
ン
タ
ー　
大
和
室

■対 

３
才
以
上

◎
合
唱
団　
体
験
教
室

■日 

2
／
３（
日
）

１３
時
３０
分
〜
１５
時

■所 

総
合
セ
ン
タ
ー　
４
階
リ
ハ
ー

サ
ル
室

■対 

市
内
小
学
１
年
生
〜
中
学
３
年

生　
男
女

■料 

無
料

■申 

前
日
ま
で
に
メ
ー
ル
ま
た
は
電

話
に
て

瑞
穂
市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

「
写
真
展
」

■所
■日 

①
市
民
セ
ン
タ
ー　
サ
ロ
ン

１
／
９（
水
）〜
１
／
２３（
水
）

②
瑞
穂
市
図
書
館
分
館

１
／
２７（
日
）〜
３
／
３（
日
）

※
全
２０
団
の
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
活

動
の
様
子
を
た
く
さ
ん
の
写
真
で

紹
介
い
た
し
ま
す
。団
員
た
ち
の
明

る
く
元
気
な
姿
を
ご
覧
下
さ
い
。

瑞
穂
市
小
学
生
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
大
会

■日 

２
／
１１（
月・祝
）　
９
時
３０
分
〜

■所
市
民
セ
ン
タ
ー　
ア
リ
ー
ナ

■対 

市
内
在
住
の
小
学
４
年
生
〜
６

年
生

■料 

無
料

■〆 

１
／
２２（
火
）

無
料
体
験
実
施
中
！！

キ
ッ
ズ
チ
ア
ダ
ン
ス
教
室

　
い
ろ
い
ろ
な
イ
ベ
ン
ト
に
参
加

し
て
、た
く
さ
ん
の
人
に
元
気
を

お
届
け
し
ま
す
。毎
年
１２
月
に
ク

ラ
ブ
主
催
、Ｇ
Ｋ
Ｄ
ダ
ン
ス
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
で
も
披
露
し
ま
す
。

■日 

土
曜
日（
年
４５
回
）

平
成
30
年
度
時
間
割

●
幼
稚
園・保
育
園
児

　
９
時
５０
分
〜
１０
時
４０
分

●
小
学
校
１
年
生

　
１０
時
４０
分
〜
１１
時
３０
分

●
小
学
校
３・４
年
生

　
１１
時
３０
分
〜
１２
時
２０
分

●
小
学
校
５
年
生

　
１４
時
〜
１４
時
５０
分

●
小
学
校
２
年
生

　
１５
時
〜
１５
時
５０
分

●
小
学
校
６
年
生

　
１６
時
〜
１６
時
５０
分

■所
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー　
ホ
ー
ル

■料 

５
，５
０
０
円
／
月

池
ち
ゃ
ん
先
生
の
キ
ッ
ズ
ヒ
ッ

プ
ホ
ッ
プ
教
室

　
ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ
に
興
味
の
あ
る

子
ど
も
た
ち
、一度
体
験
に
来
て
く

だ
さ
い
。

■日 

火
曜
日（
月
４
回
）

●
初
級
コ
ー
ス

　
１８
時
３０
分
〜
１９
時
３０
分

●
中
級
コ
ー
ス

　
１９
時
３０
分
〜
２０
時
３０
分

■所
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー　
ホ
ー
ル

■対 

小
学
生
以
上

■料 

５
，０
０
０
円
／
月

●
指
導
者　
池
田
啓
悟

中
学
生
以
上
の
チ
ア
ダ
ン
ス
教
室

　

笑
顔
や
迫
力
の
あ
る
演
技
で
、

見
る
人
を
元
気
づ
け
、自
分
自
身

も
演
技
を
通
じ
て
成
長
で
き
ま

す
。

■日 

木
曜
日（
月
３
回
）

※
ク
ラ
ブ
カ
レ
ン
ダ
ー
に
よ
る

１８
時
〜
１８
時
５０
分

■所
市
民
セ
ン
タ
ー　
大
ホ
ー
ル

■料 

４
，５
０
０
円
／
月

■対 

中
学
生
以
上

●
指
導
者　

朝
日
大
学
助
教　

安
達
詩
穂

募
集

文
化
協
会

き 

ご
う

■問 

代
表　
阪
田

☎
０
８
０
―
３
２
８
５
―
４
５
１
９

　

m
izuho.rainbow

.choir@
gm
ail.com

展
示

◎
水
墨
画
展（
巣
南
水
墨
画
ク
ラ

ブ
）

■日 

1
／
２4（
木
）〜
２
／
４（
月
）

■所 

市
民
セ
ン
タ
ー　
サ
ロ
ン

あ
り
が
と
う
の
三
行
詩

　
優
秀
作
品
は
、文
化
協
会
祭
で

展
示・表
彰
、文
芸
誌
に
掲
載
し
ま

す
。

■対 

市
内
の
小
学
５
年
生・中
学
２

年
生

■応 

各
学
校
へ

ストレッチ等を行い寒さに強い体づくり（みずほウォームビズ２０１８）
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ホームページアドレス http://www.library-mizuho-gifu.jp
図書館からのお知らせ ●問い合わせ　図書館（本館）〒501-0224　稲里28-1　  ☎326-2300　

　　　　　　　　　　（分館）〒501-0304　宮田304-2　☎328-7070  

※いずれも無料・申込不要

○休館のお知らせ

行　事 日にち 時　間 対　象
●1月の催し物●

本
　
館

分
館

5日(土)・12日(土)・19日(土)・26日(土)

5日(土)・12日(土)・26日(土)
18日(金)・25日(金)

19日(土)

22日(火)声を出して一緒に本を読みましょう

おはなしの会

映画鑑賞会「世界にひとつの金メダル」
出演 ギョーム・カネ ほか　2013年/フランス・カナダ

幼児～小学校低学年
未就園児

14時30分～（約40分）

14時30分～（約40分）

未就園児10時30分～（約30分）

10時30分～（約30分）

幼児～小学校低学年

14時～(130分) どなたでも

10時～(約90分) どなたでも

8日(火)・22日(火)未就園児向けおはなしの会

おはなしの会
未就園児向けおはなしの会

申
込・応
募・問
い
合
わ
せ

住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
を
ご

記
入
の
う
え
、ハ
ガ
キ
ま
た
は
Ｆ
Ａ

Ｘ
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

文
化
協
会　

１０
時
〜
１６
時

〒
５
０
１
―
０
３
９
２　

宮
田
３
０

０
―
１　

巣
南
公
民
館
内

☎　

３
２
８
―
７
１
４
１

申
込
方
法・問
い
合
わ
せ

「
参
加
申
込
書
」に
ご
記
入
の
う
え
、

市
体
育
協
会
事
務
局
ま
で
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

く
わ
し
い
要
項
・
参
加
申
込
書
は
、

市
民
セ
ン
タ
ー
・
巣
南
公
民
館
・
市

体
育
協
会
事
務
局
に
置
い
て
あ
り

ま
す
の
で
、ご
覧
く
だ
さ
い
。

体
育
協
会
事
務
局

☎
３
２
５
―
０
５
１
１

　蔵書点検のため、1月28日(月)から2月1日(金)ま
で休館します。
　蔵書点検とは、図書館資料が館内の正しい場所に
あるか確かめる作業です。
　快適に図書館を利用していただくための点検で
す。ご理解とご協力をお願いいたします。
　この期間、本の返却は、図書館または西部複合セ
ンターの入口にある返却ポストをご利用ください。

○おみくじ福袋
期間:1月5日(土)～なくなり次第終了
場所:本館・分館
対象:幼児から小学校高学年
　福袋の中に、本とおみくじが入って
います。
　今年の運だめしに、図書館で本を
借りてみませんか？

○ストーリーテリングおはなしの会
日時:1月19日(土)午後2時30分から
場所:分館
　いつもとはちょっと違う、本や紙芝居などを使
わないおはなしの会です。
　耳から聞いた言葉を通して、豊かな感性や想
像力、考える力を身につけることができます。
　どなたでも参加できますが、5歳以上のお子さ
んにおすすめです。

税
務
課

☎
３
２
７
―
４
１
１
２

●
税
金
関
係

①
自
動
車
税・自
動
車
取
得
税

岐
阜
県
自
動
車
税
事
務
所

☎
２
７
９
―
３
７
８
１

②
軽
自
動
車
税（
オ
ー
ト
バ
イ
含

む
）

税
務
課

☎
３
２
７
―
４
１
１
２

「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」（
日
本
政

策
金
融
公
庫
）の
ご
案
内

　
高
校・大
学
な
ど
へ
の
入
学
時・

在
学
中
に
か
か
る
費
用
を
対
象
と

し
た
公
的
な
融
資
制
度
で
す
。お

子
さ
ん
１
人
に
つ
き
３
５
０
万
円

以
内
を
、固
定
金
利（
年
１
．７

８
％（
平
成
３０
年
１１
月
１２
日
現

在
））で
利
用
で
き
、在
学
期
間
内

は
利
息
の
み
の
ご
返
済
と
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　
く
わ
し
く
は
、「
国
の
教
育
ロ
ー

ン
」で
検
索
す
る
か
、コ
ー
ル
セ
ン

タ
ー
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■問 

教
育
ロ
ー
ン
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

☎
０
５
７
０
―

０
０
８
６
５
６（
ナ

ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）ま
た
は
０
３
―
５
３

２
１
―
８
６
５
６

大
学
通
信
教
育
春
季
合
同
入

学
説
明
会
開
催

　

各
大
学
、大
学
院
、短
期
大
学

別
の
相
談
コ
ー
ナ
ー
で
、希
望
す

る
大
学
の
教
職
員
か
ら
講
義
内
容

岐
阜
北
税
務
署
か
ら

　
平
成
３０
年
分
の
所
得
税
お
よ
び

復
興
特
別
所
得
税
、個
人
事
業
者

の
消
費
税
お
よ
び
地
方
消
費
税
な

ら
び
に
贈
与
税
の
確
定
申
告
会
場

を
次
の
と
お
り
開
設
し
ま
す
。

　

確
定
申
告
会
場
で
は
、パ
ソ
コ

ン
を
利
用
し
た
確
定
申
告
書
の
作

成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

■日 

２
／
１８（
月
）〜
３
／
１５（
金
）

９
時
〜
１７
時（
受
付
終
了
は
１６
時
）

※
土
日
を
除
く

※
会
場
の
混
雑
状
況
に
よ
り
、案

内
を
早
め
に
終
了
す
る
場
合
が
あ

り
ま
す

※
２
／
24（
日
）お
よ
び
3
／
3

（
日
）に
限
り
、開
設
し
ま
す

■所 

マ
ー
サ
２１　
４
階
マ
ー
サ
ホ
ー

ル（
岐
阜
市
正
木
中
１
―
２
―
１
）

※
開
設
期
間
中
は
、税
務
署
で
も

申
告
書
の
提
出
は
で
き
ま
す
が
、

申
告
書
の
作
成
指
導
は
行
っ
て
お

り
ま
せ
ん

●
お
願
い

　

事
業
所
得（
農
業
所
得
を
含

む
）、不
動
産
所
得
等
が
あ
る
か
た

は
、青
色
申
告
決
算
書
ま
た
は
収

支
内
訳
書
を
作
成
の
う
え
、ご
来

場
く
だ
さ
い
。

　
消
費
税
お
よ
び
地
方
消
費
税
を

申
告
さ
れ
る
か
た
は
、課
税
売
上

高
計
算
表
を
で
き
る
限
り
記
載
し

て（
一
般
課
税
の
か
た
に
つ
い
て
は

課
税
取
引
金
額
計
算
表
も
）、ご
来

場
く
だ
さ
い
。

　
税
務
署
か
ら
申
告
書
等
の
用
紙

や
お
知
ら
せ
は
が
き
が
送
付
さ
れ

て
い
る
か
た
は
、そ
の
用
紙
等
を

ご
持
参
く
だ
さ
い
。

☆
ご
自
宅
の
パ
ソ
コ
ン
で
確
定
申

告
書
が
作
成
で
き
る
国
税
庁
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ（w

w
w
.nta.go.jp

）の

「
確
定
申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」

も
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
社
会
保
障・税
番
号（
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
）制
度
に
つ
い
て

　
税
務
署
へ
提
出
す
る
平
成
２８
年

分
以
降
の
所
得
税
等
申
告
書
に
つ

い
て
は
、マ
イ
ナ
ン
バ
ー（
個
人
番

号
）の
記
載
が
必
要
で
あ
る
と
と

も
に
、本
人
確
認（
番
号
及
び
身
元

確
認
）書
類
の
提
示
ま
た
は
写
し

の
添
付
が
必
要
で
す
。

　
な
お
、国
税
に
関
す
る
社
会
保

障・税
番
号（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
）制
度

の
く
わ
し
い
情
報
は
、国
税
庁

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ

に
あ
る「
社
会
保
障・税
番
号
制
度

（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
）」を
ク
リ
ッ
ク
し

て
、ご
覧
く
だ
さ
い
。

■問 

岐
阜
北
税
務
署

☎
２
６
２
―
６
１
３
１

危
険
物
取
扱
者
試
験（
第
４
回
）

■日 

２
／
１７（
日
）

■所 

岐
南
工
業
高
等
学
校

■対 

甲
種・乙
種
第
１
〜
６
類・丙
種

■〆 

１
／
１０（
木
）〜
１８（
金
）

■申 （一財
）消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー

岐
阜
県
支
部

（
岐
阜
市
藪
田
南
１
―

５
―

１
第
２

松
波
ビ
ル
）

☎
２
７
４
―
３
２
１
０

※
願
書
は
申
込
先
の
ほ
か
、岐
阜

市
消
防
本
部
予
防
課
、管
内
各
消

防
署
で
も
入
手
で
き
ま
す

■問 

岐
阜
市
消
防
本
部
予
防
課

☎
２
６
２
―
７
１
６
３

取
り
壊
さ
れ
た
家
屋
に
つ
い
て
は
、

平
成
３１
年
度
か
ら
課
税
の
対
象
外

と
な
り
ま
す
。た
だ
し
取
り
壊
さ

れ
た
こ
と
が
確
認
で
き
な
い
と
引

き
続
き
課
税
さ
れ
る
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
、家
屋
を
取
り
壊
し
た

か
た
は
す
み
や
か
に「
家
屋
滅
失

届
」の
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、登
記
さ
れ
て
い
る
家
屋

で
滅
失
登
記
を
さ
れ
た
家
屋
に
つ

い
て
は
提
出
の
必
要
は
あ
り
ま
せ

ん
。

●
提
出
先

税
務
課
ま
た
は
市
民
窓
口
課

●
提
出
書
類

家
屋
滅
失
届
お
よ
び
取
り
壊
し
た

日
付
が
確
認
で
き
る
も
の

■問 

税
務
課

☎
３
２
７
―
４
１
１
２

平
成
３０
年
度
瑞
穂
市
高
等
学

校
等
就
学
奨
励一時
金
の
交
付

　
高
等
学
校
等
に
就
学
し
よ
う
と

す
る
か
た
の
う
ち
、経
済
的
な
理

由
に
よ
り
就
学
す
る
こ
と
に
支
障

の
あ
る
か
た
の
保
護
者
に
対
し
、

高
等
学
校
等
就
学
奨
励一時
金（
み

ず
ほ
桜
入
学
祝
い
金
）を
交
付
し

ま
す
。交
付
を
希
望
さ
れ
る
か
た

は
、ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■対 ①
市
内
に
住
所
を
有
す
る
こ
と

②
保
護
者
お
よ
び
保
護
者
と
生
計

を
共
に
す
る
か
た
の
直
近
の
市

町
村
民
税
所
得
割
額
が
非
課

防
火・防
災
管
理
再
講
習
の
ご

案
内

■日 

２
／
２０（
水
）　
１３
時
２５
分
〜
１６

時
５０
分

■所 

岐
阜
市
消
防
本
部
６
階

■対 

岐
阜
県
内
に
在
住
ま
た
は
在
勤

の
か
た

■定 

８０
人（
定
員
に
達
し
次
第
締
切
）

■〆 

１
／
２１（
月
）〜
２
／
１（
金
）

■申 

岐
阜
市
消
防
本
部
予
防
課
窓
口

に
て
直
接
申
込

※
郵
送
で
の
申
込
も
可
。詳
細
は

岐
阜
市
消
防
本
部
予
防
課
へ
お
問

合
せ
く
だ
さ
い

●
申
込
に
必
要
な
も
の

①
受
講
申
込
書（
必
要
事
項
を
記

入
）

※
受
講
申
込
書
は
、岐
阜
市
消
防

本
部
予
防
課
、管
内
各
消
防
署
、

岐
阜
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
入
手
で

き
ま
す

②
写
真
１
枚

縦
３㎝
×
横
２
．４㎝
で
、６
か
月
以

内
に
撮
影
し
た
無
帽
、無
背
景
の

正
面
上
三
分
身
像

③
防
火
管
理（
再
）修
了
証
ま
た
は

防
災
管
理
者（
再
）修
了
証

④
テ
キ
ス
ト
代　
２
，５
０
０
円

■問 

岐
阜
市
消
防
本
部
予
防
課

☎
２
６
２
―
７
１
６
３

家
屋
を
取
り
壊
し
た
か
た
へ

　

固
定
資
産
税
は
、毎
年
１
月
１

日
現
在
の
状
況
に
基
づ
い
て
課
税

さ
れ
ま
す
。よ
っ
て
平
成
３０
年
中
に

税
で
あ
り
、か
つ
、経
済
的
理
由

に
よ
り
就
学
が
困
難
な
世
帯
で

あ
る
こ
と

③
素
行
が
善
良
で
あ
っ
て
、志
操

堅
固
で
あ
る
こ
と

④
在
籍
学
校
長
ま
た
は
最
終
の
出

身
学
校
長
が
適
当
と
認
め
た
推

薦
が
あ
る
こ
と

■応 

交
付
申
請
書
、家
庭
状
況
調
査

書
等
を
各
中
学
校
に
提
出

※
教
育
委
員
会
に
て
審
査
の
う

え
、交
付
の
可
否
を
決
定
し
ま
す

※
交
付
金
額
は
、５
万
円

■問 

学
校
教
育
課

☎
３
２
７
―
２
１
１
６

平
成
３１
年
度　
入
札
参
加
者

の
登
録
申
請

　
平
成
３１
年
度
の
市
が
発
注
す
る

物
品
の
製
造
販
売
や
納
入
、役
務

の
提
供
等
で
、新
規
に
入
札
や
見

積
に
参
加
し
よ
う
と
す
る
か
た

は
、次
の
期
間
に
申
請
を
行
っ
て
く

だ
さ
い
。※
す
で
に
平
成
３０・３１
年

度
の
資
格
を
お
持
ち
の
か
た
は
申

請
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん

●
提
出
書
類

市
指
定
の
様
式
を
使
用
。

※
様
式
は
市
の
Ｈ
Ｐ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。ま
た
財
務
情

報
課
で
も
交
付
し
て
い
ま
す（
Ａ
４

フ
ァ
イ
ル
判
紙
フ
ァ
イ
ル
綴
じ
）

●
申
請
有
効
期
間

平
成
３１
年
度（
１
か
年
度
）

●
受
付
期
間

１
／
１０（
木
）ま
で

８
時
３０
分
〜
１７
時

※
土
日
祝
、年
末
年
始
を
除
く

※
受
付
期
間
経
過
後
の
申
請
は
受

付
で
き
ま
せ
ん

●
そ
の
他

く
わ
し
く
は
市
の
Ｈ
Ｐ
ま
た
は
財

務
情
報
課
で
交
付
す
る
提
出
要
領

を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

■申
■問 

財
務
情
報
課

☎
３
２
７
―
４
１
３
１

「
障
害
者
控
除
対
象
者
認
定

書
」に
よ
る
障
害
者
控
除

　
障
害
者
手
帳
を
お
持
ち
で
な
い

か
た
で
も
、６５
歳
以
上
の
寝
た
き

り
等
要
介
護
状
態
の
か
た
で
、調

査
に
よ
り
障
が
い
者
に
準
ず
る
者

と
認
め
ら
れ
れ
ば
、障
害
者
控
除

の
対
象
と
な
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。そ
の
た
め
に
は「
障
害
者
控
除

対
象
者
認
定
書
」が
必
要
と
な
り

ま
す
。認
定
書
の
発
行
に
は
申
請

が
必
要
で
す
の
で
手
続
き
を
お
願

い
し
ま
す
。

※
認
定
書
の
発
行
に
は
申
請
か
ら

２
週
間
程
か
か
り
ま
す

※
調
査
の
結
果
、非
該
当
の
場
合

も
あ
り
ま
す

●
申
込
に
必
要
な
も
の

　
申
請
者
の
印
鑑

■申 

地
域
福
祉
高
齢
課
ま
た
は
市
民

窓
口
課

■問 

地
域
福
祉
高
齢
課

☎
３
２
７
―
４
１
２
６

義
援
金
に
つ
い
て

　

震
災
後
、皆
さ
ん
か
ら
お
預
か

り
し
た
ご
厚
志
は
、随
時
、日
本
赤

十
字
社
岐
阜
県
支
部
に
送
金
し
て

お
り
ま
す
。

●
東
日
本
大
震
災
義
援
金

3
，1
6
9
万
9
，3
2
3
円

●
平
成
２８
年
熊
本
地
震
災
害
義

援
金

5
7
7
万
9
，1
7
8
円

●
平
成
２９
年
７
月
５
日
か
ら
の
大

雨
災
害
義
援
金

4
5
0
万
9
，8
4
0
円

（
12
月
6
日
現
在
）

　
紙
面
を
借
り
て
厚
く
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。引
き
続
き
ご
支
援
を

お
願
い
し
ま
す
。

●
募
金
箱
設
置
場
所

・穂
積
庁
舎　
２
階
ロ
ビ
ー

・巣
南
庁
舎　
正
面
玄
関

●
受
付
窓
口

・総
合
セ
ン
タ
ー　

地
域
福
祉
高

齢
課

・巣
南
庁
舎　
市
民
窓
口
課

■問 

地
域
福
祉
高
齢
課

☎
３
２
７
―
４
１
２
６

障
が
い
者
等
の
相
談
窓
口
を

開
設
！

　
日
常
の
心
配
事
、サ
ー
ビ
ス
利

用
や
就
労
支
援
に
つ
い
て
、相
談
支

援
専
門
員
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

■所 

総
合
セ
ン
タ
ー　
相
談
室
１

■問 

福
祉
生
活
課

☎
３
２
７
―
４
１
２
３

障
が
い
者
等
の
電
話
相
談　

受
付
中
！！

　
次
の
事
業
所
に
お
い
て
電
話
相

談
を
お
受
け
し
て
い
ま
す
。

税
理
士
に
よ
る
無
料
税
務
相
談

の
ご
案
内

　

市
で
は
、税
理
士
に
よ
る
相
続

税
や
贈
与
税
等
、税
に
関
す
る
無

料
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

■日 

1
／
１７（
木
）　
１３
時
〜
１５
時

■所 

総
合
セ
ン
タ
ー 

１
階　
相
談
室

■定 

先
着
順
受
付

■問 

税
務
課

☎
３
２
７
―
４
１
１
２

英
会
話
入
門・韓
国
語
入
門
講
座

　
見
て
、聞
い
て
、話
す
。基
本
的

な
あ
い
さ
つ
や
簡
単
な
会
話
な
ど

を
外
国
人
講
師
と一
緒
に
楽
し
く

学
習
し
ま
す
。

■日 

1
／
２９（
火
）〜

毎
週
火
曜
日（
全
８
回
）

・英
会
話（
中
学
１
年
生
レ
ベ
ル
の

文
法
を
中
心
と
し
た
基
礎
会
話
）

１８
時
〜
１９
時

・韓
国
語（
ハ
ン
グ
ル
の
読
み
書
き
、

挨
拶
や
自
己
紹
介
な
ど
）１９
時
３０

分
〜
２０
時
３０
分

■所 

ソ
フ
ト
ピ
ア
ジ
ャ
パ
ン
セ
ン
タ
ー

■料 

全
８
回
で
５
，０
０
０
円

※
別
途
テ
キ
ス
ト
代
２
，０
０
０
円

■定 

各
講
座
１５
人（
先
着
順
）

■問 

国
際
文
化
交
流
協
会　
前
田

☎
０
９
０
―
６
４
８
９
―
２
８
０
３

※
平
日
の
１０
時
〜
１８
時

平
成
３１
年
瑞
穂
市
消
防
出
初
式

　
地
域
の
消
防・防
災
の
た
め
、日

夜
訓
練
を
積
ん
で
い
る
消
防
団
員

画
的
制
度
」を
導
入
し
よ
う

計
画
３　
土
日
・祝
日
に
プ
ラ
ス

ワ
ン
休
暇
し
て
、連
続
休
暇
に
し

よ
う

●
キ
ッ
ズ
ウ
ィ
ー
ク

　

地
域
ご
と
に
夏
休
み
な
ど
の一

部
を
ほ
か
の
日
に
う
つ
し
て
、学

校
休
業
日
を
分
散
化
す
る
取
り
組

み（
キ
ッ
ズ
ウ
ィ
ー
ク
）が
平
成
３０

年
度
か
ら
始
ま
っ
て
い
ま
す
。子
供

た
ち
の
親
も
含
め
、働
く
か
た
が

た
は
年
次
有
給
休
暇
を
取
得
し
ま

し
ょ
う
！

■問 

岐
阜
労
働
局
雇
用
環
境・均
等
室

☎
２
４
５
―
１
５
５
０

新
春
教
養
講
演
会

　

笑
い
が
免
疫
力
を
高
め
、暮
ら

し
の
潤
滑
油
に
！

■日 

1
／
１８（
金
）

１５
時
３０
分
〜
１６
時
５０
分

※
受
付
１５
時
〜

■所 

ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ヴ
ェ
ー
ル
岐
山

（
岐
阜
市
柳
ケ
瀬
通
６
―
１
４
）

●
講
演

「
笑
い
は
百
薬
の
長
」

講
師　
タ
ク
マ
氏（
ラ
ジ
オ
パ
ー

ソ
ナ
リ
テ
ィ
）

■料 

無
料

■定 

２
０
０
人

■申 

メ
ー
ル
ま
た
は
電
話
に
て

■問 

岐
阜
県
行
政
書
士
会
岐
阜
支
部

☎
２
７
６
―
１
７
７
４

　

m
ail@

gsi-g.info

事
業
主
の
み
な
さ
ま
へ

「
働
き
方
」が
変
わ
り
ま
す
！

　
２
０
１
９
年
４
月
１
日
か
ら
、働

き
方
改
革
関
連
法
が
順
次
施
行
さ

れ
ま
す
。

①
時
間
外
労
働
の
上
限
規
制
を
導

入
　

上
限
は
月
４５
時
間
、年
３
６
０

時
間
を
原
則
と
し
ま
す
。

②
年
次
有
給
休
暇
の
確
実
な
取
得

が
必
要

　
１０
日
以
上
の
年
次
有
給
休
暇
が

付
与
さ
れ
て
い
る
す
べ
て
の
労
働

者
に
対
し
、毎
年
５
日
、時
季
を
指

定
し
て
、有
給
休
暇
を
与
え
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

③
正
規
雇
用
労
働
者
と
非
正
規

雇
用
労
働
者
の
間
の
不
合
理
な
待

の
表
彰
や
訓
練
披
露
の
ほ
か
、瑞

穂
消
防
署
に
よ
る
消
防
訓
練
等
を

お
こ
な
い
ま
す
。

■日 

1
／
１３（
日
）　
９
時
３０
分
〜

■所 

巣
南
庁
舎
周
辺（
雨
天
の
場
合
、

巣
南
中
学
校
体
育
館
）

●
内
容

　
消
防
関
係
表
彰
式
、岐
阜
市
消

防
音
楽
隊
の
演
奏
、特
別
点
検
、救

助
訓
練
、一斉
放
水
な
ど

※
当
日
は
巣
南
庁
舎
バ
ス
停
の
位

置
を
変
更
し
ま
す

■問 

市
民
協
働
安
全
課

☎
３
２
７
―
４
１
３
０

仕
事 

休
も
っ
化
計
画
！

　

年
末
年
始
、１
月
４
日
を
休
ん

で
９
連
休
！

計
画
１　

仕
事
は
チ
ー
ム
で
行

い
、チ
ー
ム
の
中
で
情
報
共
有
を

図
り
、休
み
や
す
い
職
場
環
境
に

し
よ
う

計
画
２　
年
次
有
給
休
暇
の「
計

遇
差
が
禁
止

　
基
本
給
や
賞
与
な
ど
の
個
々
の

待
遇
ご
と
に
不
合
理
な
待
遇
差
が

禁
止
さ
れ
ま
す
。

■問 

岐
阜
労
働
局

①
②
に
関
し
て

労
働
基
準
部
監
督
課

☎
２
４
５
―
８
１
０
２

③
に
関
し
て

雇
用
環
境・均
等
室

☎
２
４
５
―
１
５
５
０

自
動
車
の
名
義
変
更・住
所
変

更・廃
車
な
ど
の
手
続
き
は
お

早
め
に

　
毎
年
年
度
末
の
３
月
は
岐
阜
運

輸
支
局
登
録
窓
口
が
大
変
混
雑

し
、長
時
間
お
待
ち
い
た
だ
く
こ

と
に
な
り
ま
す
。

 

自
動
車
の
登
録
等
に
関
す
る
手

続
き
は
次
の
と
お
り
で
す
。

●
申
請・届
出
関
係

①
普
通
自
動
車・１
２
５
Ｃ
Ｃ
を
超

え
る
オ
ー
ト
バ
イ

中
部
運
輸
局
岐
阜
運
輸
支
局・登

録
部
門

☎
０
５
０
―
５
５
４
０
―
２
０
５
３

※
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス（
音
声
に

よ
る
案
内
）は
、２４
時
間
利
用
可
能

②
軽
自
動
車

軽
自
動
車
検
査
協
会
岐
阜
事
務

所☎
０
５
０
―
３
８
１
６
―
１
７
７
５

③
１
２
５
Ｃ
Ｃ
以
下
の
オ
ー
ト
バ

イ

や
学
習
方
法
、受
講
手
続
き
な
ど

に
つ
い
て
直
接
相
談
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

■日 

①
２
／
３（
日
）、②
２
／
１７（
日
）

※
時
間
は
い
ず
れ
も
１１
時
〜
１６
時

■所 

①
ミ
ッ
ド
ラ
ン
ド
ホ
ー
ル（
名
古

屋
市
中
村
区
名
駅
４
―
７
―
１
ミ
ッ

ド
ラ
ン
ド
ス
ク
エ
ア
５
階
）、②
名

古
屋
サ
ン
ス
カ
イ
ル
ー
ム（
名
古

屋
市
中
区
錦
１
―
１
８
―
２
２
名
古

屋
Ａ
Ｔ
ビ
ル
２
階
）

■対 

一般
お
よ
び
高
校
生

■料 

無
料

※
申
し
込
み
不
要

■問 （
公
財
）私
立
大
学
通
信
教
育
協

会☎
０
３
―
３
８
１
８
―
３
８
７
０

平
成
３１
年
度
市
民
自
主
講
座

講
師
募
集

　
芸
術
、ス
ポ
ー
ツ
、文
化
、趣
味
、

娯
楽
な
ど
幅
広
い
講
座
の
開
設
が

可
能
で
す
。

●
市
民
自
主
講
座
の
目
的

講
師
を
中
心
に
受
講
者
と
講
座
を

運
営
す
る
中
で
、講
師
の「
企
画・

運
営
力
の
向
上
」、受
講
者
の「
学

び
の
意
欲
を
育
て
る
」こ
と

※
３
年
を
め
ど
に
自
主
講
座
か
ら

独
立
し
て
サ
ー
ク
ル
化
を
目
指
し

ま
す

●
平
成
３０
年
度
に
開
設
し
た
講
座

「
拓
本
と
掛
軸
づ
く
り
」、「
骨
盤
＆

体
幹
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
」、「
初
心
者

向
け
の
庭
講
座
」、「
や
さ
し
い
日

本
画
入
門
講
座
」、「
未
婚
男
女
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
交
流
会
」、「
大

正
琴
」、「
瑞
穂
歴
史
文
化
研
究

会
」、「
趣
味
の
茶
道
」、「
キ
ッ
ズ
イ

ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
」、「
英
語
で
お
も
て

な
し
」、「
姿
勢
講
話
」、「
朝
Ｙ
Ｏ
Ｇ

Ａ
」、「
色
を
楽
し
む
講
座
」、「
ハ
ー

ブ
を
楽
し
む
」、「
た
の
し
む
日
用

書
道　

筆
文
字　
ペ
ン
字
」、「
数

秘
＆
カ
ラ
ー　
自
分
の
魅
力
を
再

発
見
」、「
洋
画
入
門
講
座
」、「
ア
ド

ラ
ー
心
理
学　

Ｅ
Ｌ
Ｍ
講
座
」、

「
健
康
で
過
す
た
め
の
や
さ
し
い

自
己
指
圧
」、「
中
部
地
方
の
民
謡

を
三
味
線
で
唄
う
」、「
セ
ル
フ
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
講
座
」、「
そ
ば
打
ち
教

室
」

■〆 

１
／
４（
金
）〜
２
／
８（
金
）

■応 

巣
南
公
民
館
、市
民
セ
ン
タ
ー
、

総
合
セ
ン
タ
ー
に
設
置
の「
講
師

募
集
要
項
」を
確
認
の
う
え「
開
設

計
画
書
」を
生
涯
学
習
課
へ
提
出
。

※
要
事
前
連
絡
。提
出
時
に
簡
単

な
打
合
せ
を
行
い
ま
す

■申
■問 

生
涯
学
習
課

☎
３
２
７
―
２
１
１
７

事
業

◎
新
春
書
初
め
席
上
揮
毫
大
会

■日 

1
／
１４（
月・祝
）　
9
時
〜

※
受
付
は
10
時
30
分
ま
で

■所 

市
民
セ
ン
タ
ー
球
技
場・巣
南

公
民
館
多
目
的
ホ
ー
ル・ふ
れ
あ

い
ホ
ー
ル

■料 

無
料

■対 一般　
市
民
憲
章
の一つ
の
項
目
を

半
折
の
２
分
の
１
の
用
紙
に
揮
毫

し
て
当
日
提
出
参
加（
自
宅
で
書

い
て
持
っ
て
き
て
も
可
）

高
校
生　
新
春
の
座
右
の
銘
を
当

日
会
場
で
揮
毫

●
持
ち
物

習
字
道
具一式
と
履
物
入
れ
の
袋

●
展
示
に
つ
い
て

■日 

1
／
２６（
土
）〜
２８（
月
）

■所 

巣
南
公
民
館（
多
目
的
ホ
ー
ル
）

■日 

2
／
２（
土
）〜
４（
月
）

■所 

市
民
セ
ン
タ
ー（
柔
剣
道
場
）

※
各
会
場
と
も
最
終
日
は
午
前
中

の
み

●
表
彰
式
に
つ
い
て

優
秀
作
品
に
は
、賞
状
と
副
賞
が

あ
り
ま
す
。

■日 

2
／
３（
日
）　
１０
時
〜

■所 

市
民
セ
ン
タ
ー　
ハ
ナ
ミ
ズ
キ

ホ
ー
ル

◎
第
１６
回
新
春
い
け
花
展

■日 

1
／
２６（
土
）　
１０
時
〜
１７
時
、

２７（
日
）　
９
時
〜
１５
時

■所 
巣
南
公
民
館　
ふ
れ
あ
い
ホ
ー

ル公
開
講
座

◎
太
極
拳　
交
流
会・公
開
講
座

■日 

1
／
２６（
土
）

１２
時
３０
分
〜
１６
時
３０
分

■所 

市
民
セ
ン
タ
ー　
ハ
ナ
ミ
ズ
キ

ホ
ー
ル

◎
日
本
舞
踊　
藤
間
流（
藤
登
恵

会
）

■日 

1
／
２６（
土
）、２７（
日
）

１４
時
〜
１６
時

■所 

市
民
セ
ン
タ
ー　
大
和
室

■対 

３
才
以
上

◎
合
唱
団　
体
験
教
室

■日 

2
／
３（
日
）

１３
時
３０
分
〜
１５
時

■所 

総
合
セ
ン
タ
ー　
４
階
リ
ハ
ー

サ
ル
室

■対 

市
内
小
学
１
年
生
〜
中
学
３
年

生　
男
女

■料 

無
料

■申 

前
日
ま
で
に
メ
ー
ル
ま
た
は
電

話
に
て

瑞
穂
市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

「
写
真
展
」

■所
■日 

①
市
民
セ
ン
タ
ー　
サ
ロ
ン

１
／
９（
水
）〜
１
／
２３（
水
）

②
瑞
穂
市
図
書
館
分
館

１
／
２７（
日
）〜
３
／
３（
日
）

※
全
２０
団
の
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
活

動
の
様
子
を
た
く
さ
ん
の
写
真
で

紹
介
い
た
し
ま
す
。団
員
た
ち
の
明

る
く
元
気
な
姿
を
ご
覧
下
さ
い
。

瑞
穂
市
小
学
生
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
大
会

■日 

２
／
１１（
月・祝
）　
９
時
３０
分
〜

■所
市
民
セ
ン
タ
ー　
ア
リ
ー
ナ

■対 

市
内
在
住
の
小
学
４
年
生
〜
６

年
生

■料 

無
料

■〆 
１
／
２２（
火
）

無
料
体
験
実
施
中
！！

キ
ッ
ズ
チ
ア
ダ
ン
ス
教
室

　
い
ろ
い
ろ
な
イ
ベ
ン
ト
に
参
加

し
て
、た
く
さ
ん
の
人
に
元
気
を

お
届
け
し
ま
す
。毎
年
１２
月
に
ク

ラ
ブ
主
催
、Ｇ
Ｋ
Ｄ
ダ
ン
ス
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
で
も
披
露
し
ま
す
。

■日 

土
曜
日（
年
４５
回
）

平
成
30
年
度
時
間
割

●
幼
稚
園・保
育
園
児

　
９
時
５０
分
〜
１０
時
４０
分

●
小
学
校
１
年
生

　
１０
時
４０
分
〜
１１
時
３０
分

●
小
学
校
３・４
年
生

　
１１
時
３０
分
〜
１２
時
２０
分

●
小
学
校
５
年
生

　
１４
時
〜
１４
時
５０
分

●
小
学
校
２
年
生

　
１５
時
〜
１５
時
５０
分

●
小
学
校
６
年
生

　
１６
時
〜
１６
時
５０
分

■所
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー　
ホ
ー
ル

■料 

５
，５
０
０
円
／
月

池
ち
ゃ
ん
先
生
の
キ
ッ
ズ
ヒ
ッ

プ
ホ
ッ
プ
教
室

　
ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ
に
興
味
の
あ
る

子
ど
も
た
ち
、一度
体
験
に
来
て
く

だ
さ
い
。

■日 

火
曜
日（
月
４
回
）

●
初
級
コ
ー
ス

　
１８
時
３０
分
〜
１９
時
３０
分

●
中
級
コ
ー
ス

　
１９
時
３０
分
〜
２０
時
３０
分

■所
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー　
ホ
ー
ル

■対 

小
学
生
以
上

■料 

５
，０
０
０
円
／
月

●
指
導
者　
池
田
啓
悟

中
学
生
以
上
の
チ
ア
ダ
ン
ス
教
室

　

笑
顔
や
迫
力
の
あ
る
演
技
で
、

見
る
人
を
元
気
づ
け
、自
分
自
身

も
演
技
を
通
じ
て
成
長
で
き
ま

す
。

■日 

木
曜
日（
月
３
回
）

※
ク
ラ
ブ
カ
レ
ン
ダ
ー
に
よ
る

１８
時
〜
１８
時
５０
分

■所
市
民
セ
ン
タ
ー　
大
ホ
ー
ル

■料 

４
，５
０
０
円
／
月

■対 

中
学
生
以
上

●
指
導
者　

朝
日
大
学
助
教　

安
達
詩
穂

体
育
協
会

■問 

代
表　
阪
田

☎
０
８
０
―
３
２
８
５
―
４
５
１
９

　

m
izuho.rainbow

.choir@
gm
ail.com

展
示

◎
水
墨
画
展（
巣
南
水
墨
画
ク
ラ

ブ
）

■日 

1
／
２4（
木
）〜
２
／
４（
月
）

■所 

市
民
セ
ン
タ
ー　
サ
ロ
ン

あ
り
が
と
う
の
三
行
詩

　
優
秀
作
品
は
、文
化
協
会
祭
で

展
示・表
彰
、文
芸
誌
に
掲
載
し
ま

す
。

■対 

市
内
の
小
学
５
年
生・中
学
２

年
生

■応 

各
学
校
へ

使わない電気機器はプラグを抜いて（みずほウォームビズ２０１８）
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　美来の森工房では、空きビンや窓ガラスを使って、誰でも簡単にガラス工芸を楽しんで
いただけるフュージング体験教室を開催しています。

バレンタイン向けの作品を提案します！
他の作品も選べます！

対 象 者 小学生以上

そ の 他 小学生低学年のかたは、上靴をお持ちください。

会 場 美来の森館　研修室（十九条382番地1）
定 員 上記①②各１０名 ※定員になり次第締め切ります。

受 講 料 市民のかた７５０円（それ以外のかた１，５００円）
※当日会場にて徴収します。お釣りがないようにお願いします。

※申込みは、受講希望日の前週金曜日までにお願いします。
　なお、材料等の都合上、団体で受講を希望する場合は、前述に関わらず事前に下記までご連絡ください。
※ＦＡＸの場合は、受講日・氏名・住所・電話番号を明記してください。

☆詳しくは、下記まで
　お問い合わせください。

日 時 １月１０日（木）以降の毎週月・木・金曜日、毎月第２土曜日
①１０時３０分～ ②１３時３０分～
※第２土曜日は、②の時間のみ開講。
※団体の場合は日曜日の開講も行います。下記までご相談ください。

フュージング体験教室受講生募集公民館講座

電話またはFAXにて申 込 み

●申込・問い合わせ　美来の森ガラス工房瑞穂　☎    058-326-7388
（電話：月・木・金曜日10時～16時／FAX：24時間受付）●申込・問い合わせ　市民センター　☎327-8448

サーキット
トレーニング講習

市民センター
サーキットトレーニング室

場　所

1回100円
利用料金
10名
定　員

2
月
※開始15分前までに集合してください
※要事前予約
※新しいトレーニング機器マシーンの操作方法に
　不安のあるかたは、再度受講していただけます。

サーキットトレーニング室を利用するかたに
必ず受けていただく講習です。

8日（金） 19時～
日 時　　間

トレーニング機器を
更新しました

申
込・応
募・問
い
合
わ
せ

住
所
、氏
名
、年
齢
、電
話
番
号
を

ご
記
入
の
う
え
、Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
電

話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

L
i
n
k
―

u
p
み
ず
ほ
事
務
局

☎　

３
２
８
―

３
８
２
５

　
info@

ncm
izuho.com

22日（金） 19時～
14日（木） 10時～

サーキットトレーニング室

速度や重量は選べます。
自分に合ったトレーニングをしましょう。

ランニングマシーン

利用される予定のかたへ
利用するには講習を受ける必要がありますので、事前
に、市民センター事務室にて申し込みをしてください。
※既に講習を受けているかたも、機械の操作が不明な場合は再度
受講することができます。

チェストプレス

左右のハンド
ルで重りを持
ち上げ、大胸
筋や三角筋を
鍛えます。

レッグエクステンション／レッグカール
足で押し上げ、
大 腿 四 頭 筋
を、押し下げて
ハムストリング
ス（足のももの
裏の筋肉）を
鍛えます。

0.8～18km/h
で速度を選べ
ます。
最大15％の傾
斜をつけるこ
ともできます。

これらのトレーニング機器は、
『瑞穂市ふるさと応援寄附（ふるさと納税）』を

活用して、購入しました。

税
務
課

☎
３
２
７
―
４
１
１
２

●
税
金
関
係

①
自
動
車
税・自
動
車
取
得
税

岐
阜
県
自
動
車
税
事
務
所

☎
２
７
９
―
３
７
８
１

②
軽
自
動
車
税（
オ
ー
ト
バ
イ
含

む
）

税
務
課

☎
３
２
７
―
４
１
１
２

「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」（
日
本
政

策
金
融
公
庫
）の
ご
案
内

　
高
校・大
学
な
ど
へ
の
入
学
時・

在
学
中
に
か
か
る
費
用
を
対
象
と

し
た
公
的
な
融
資
制
度
で
す
。お

子
さ
ん
１
人
に
つ
き
３
５
０
万
円

以
内
を
、固
定
金
利（
年
１
．７

８
％（
平
成
３０
年
１１
月
１２
日
現

在
））で
利
用
で
き
、在
学
期
間
内

は
利
息
の
み
の
ご
返
済
と
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　
く
わ
し
く
は
、「
国
の
教
育
ロ
ー

ン
」で
検
索
す
る
か
、コ
ー
ル
セ
ン

タ
ー
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■問 

教
育
ロ
ー
ン
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

☎
０
５
７
０
―

０
０
８
６
５
６（
ナ

ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）ま
た
は
０
３
―
５
３

２
１
―
８
６
５
６

大
学
通
信
教
育
春
季
合
同
入

学
説
明
会
開
催

　

各
大
学
、大
学
院
、短
期
大
学

別
の
相
談
コ
ー
ナ
ー
で
、希
望
す

る
大
学
の
教
職
員
か
ら
講
義
内
容

岐
阜
北
税
務
署
か
ら

　
平
成
３０
年
分
の
所
得
税
お
よ
び

復
興
特
別
所
得
税
、個
人
事
業
者

の
消
費
税
お
よ
び
地
方
消
費
税
な

ら
び
に
贈
与
税
の
確
定
申
告
会
場

を
次
の
と
お
り
開
設
し
ま
す
。

　

確
定
申
告
会
場
で
は
、パ
ソ
コ

ン
を
利
用
し
た
確
定
申
告
書
の
作

成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

■日 

２
／
１８（
月
）〜
３
／
１５（
金
）

９
時
〜
１７
時（
受
付
終
了
は
１６
時
）

※
土
日
を
除
く

※
会
場
の
混
雑
状
況
に
よ
り
、案

内
を
早
め
に
終
了
す
る
場
合
が
あ

り
ま
す

※
２
／
24（
日
）お
よ
び
3
／
3

（
日
）に
限
り
、開
設
し
ま
す

■所 

マ
ー
サ
２１　
４
階
マ
ー
サ
ホ
ー

ル（
岐
阜
市
正
木
中
１
―
２
―
１
）

※
開
設
期
間
中
は
、税
務
署
で
も

申
告
書
の
提
出
は
で
き
ま
す
が
、

申
告
書
の
作
成
指
導
は
行
っ
て
お

り
ま
せ
ん

●
お
願
い

　

事
業
所
得（
農
業
所
得
を
含

む
）、不
動
産
所
得
等
が
あ
る
か
た

は
、青
色
申
告
決
算
書
ま
た
は
収

支
内
訳
書
を
作
成
の
う
え
、ご
来

場
く
だ
さ
い
。

　
消
費
税
お
よ
び
地
方
消
費
税
を

申
告
さ
れ
る
か
た
は
、課
税
売
上

高
計
算
表
を
で
き
る
限
り
記
載
し

て（
一
般
課
税
の
か
た
に
つ
い
て
は

課
税
取
引
金
額
計
算
表
も
）、ご
来

場
く
だ
さ
い
。

　
税
務
署
か
ら
申
告
書
等
の
用
紙

や
お
知
ら
せ
は
が
き
が
送
付
さ
れ

て
い
る
か
た
は
、そ
の
用
紙
等
を

ご
持
参
く
だ
さ
い
。

☆
ご
自
宅
の
パ
ソ
コ
ン
で
確
定
申

告
書
が
作
成
で
き
る
国
税
庁
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ（w

w
w
.nta.go.jp

）の

「
確
定
申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」

も
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
社
会
保
障・税
番
号（
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
）制
度
に
つ
い
て

　
税
務
署
へ
提
出
す
る
平
成
２８
年

分
以
降
の
所
得
税
等
申
告
書
に
つ

い
て
は
、マ
イ
ナ
ン
バ
ー（
個
人
番

号
）の
記
載
が
必
要
で
あ
る
と
と

も
に
、本
人
確
認（
番
号
及
び
身
元

確
認
）書
類
の
提
示
ま
た
は
写
し

の
添
付
が
必
要
で
す
。

　
な
お
、国
税
に
関
す
る
社
会
保

障・税
番
号（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
）制
度

の
く
わ
し
い
情
報
は
、国
税
庁

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ

に
あ
る「
社
会
保
障・税
番
号
制
度

（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
）」を
ク
リ
ッ
ク
し

て
、ご
覧
く
だ
さ
い
。

■問 

岐
阜
北
税
務
署

☎
２
６
２
―
６
１
３
１

危
険
物
取
扱
者
試
験（
第
４
回
）

■日 

２
／
１７（
日
）

■所 

岐
南
工
業
高
等
学
校

■対 

甲
種・乙
種
第
１
〜
６
類・丙
種

■〆 

１
／
１０（
木
）〜
１８（
金
）

■申 （一財
）消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー

岐
阜
県
支
部

（
岐
阜
市
藪
田
南
１
―

５
―

１
第
２

松
波
ビ
ル
）

☎
２
７
４
―
３
２
１
０

※
願
書
は
申
込
先
の
ほ
か
、岐
阜

市
消
防
本
部
予
防
課
、管
内
各
消

防
署
で
も
入
手
で
き
ま
す

■問 

岐
阜
市
消
防
本
部
予
防
課

☎
２
６
２
―
７
１
６
３

取
り
壊
さ
れ
た
家
屋
に
つ
い
て
は
、

平
成
３１
年
度
か
ら
課
税
の
対
象
外

と
な
り
ま
す
。た
だ
し
取
り
壊
さ

れ
た
こ
と
が
確
認
で
き
な
い
と
引

き
続
き
課
税
さ
れ
る
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
、家
屋
を
取
り
壊
し
た

か
た
は
す
み
や
か
に「
家
屋
滅
失

届
」の
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、登
記
さ
れ
て
い
る
家
屋

で
滅
失
登
記
を
さ
れ
た
家
屋
に
つ

い
て
は
提
出
の
必
要
は
あ
り
ま
せ

ん
。

●
提
出
先

税
務
課
ま
た
は
市
民
窓
口
課

●
提
出
書
類

家
屋
滅
失
届
お
よ
び
取
り
壊
し
た

日
付
が
確
認
で
き
る
も
の

■問 

税
務
課

☎
３
２
７
―
４
１
１
２

平
成
３０
年
度
瑞
穂
市
高
等
学

校
等
就
学
奨
励一時
金
の
交
付

　
高
等
学
校
等
に
就
学
し
よ
う
と

す
る
か
た
の
う
ち
、経
済
的
な
理

由
に
よ
り
就
学
す
る
こ
と
に
支
障

の
あ
る
か
た
の
保
護
者
に
対
し
、

高
等
学
校
等
就
学
奨
励一時
金（
み

ず
ほ
桜
入
学
祝
い
金
）を
交
付
し

ま
す
。交
付
を
希
望
さ
れ
る
か
た

は
、ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■対 ①
市
内
に
住
所
を
有
す
る
こ
と

②
保
護
者
お
よ
び
保
護
者
と
生
計

を
共
に
す
る
か
た
の
直
近
の
市

町
村
民
税
所
得
割
額
が
非
課

防
火・防
災
管
理
再
講
習
の
ご

案
内

■日 

２
／
２０（
水
）　
１３
時
２５
分
〜
１６

時
５０
分

■所 

岐
阜
市
消
防
本
部
６
階

■対 

岐
阜
県
内
に
在
住
ま
た
は
在
勤

の
か
た

■定 

８０
人（
定
員
に
達
し
次
第
締
切
）

■〆 

１
／
２１（
月
）〜
２
／
１（
金
）

■申 

岐
阜
市
消
防
本
部
予
防
課
窓
口

に
て
直
接
申
込

※
郵
送
で
の
申
込
も
可
。詳
細
は

岐
阜
市
消
防
本
部
予
防
課
へ
お
問

合
せ
く
だ
さ
い

●
申
込
に
必
要
な
も
の

①
受
講
申
込
書（
必
要
事
項
を
記

入
）

※
受
講
申
込
書
は
、岐
阜
市
消
防

本
部
予
防
課
、管
内
各
消
防
署
、

岐
阜
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
入
手
で

き
ま
す

②
写
真
１
枚

縦
３㎝
×
横
２
．４㎝
で
、６
か
月
以

内
に
撮
影
し
た
無
帽
、無
背
景
の

正
面
上
三
分
身
像

③
防
火
管
理（
再
）修
了
証
ま
た
は

防
災
管
理
者（
再
）修
了
証

④
テ
キ
ス
ト
代　
２
，５
０
０
円

■問 

岐
阜
市
消
防
本
部
予
防
課

☎
２
６
２
―
７
１
６
３

家
屋
を
取
り
壊
し
た
か
た
へ

　

固
定
資
産
税
は
、毎
年
１
月
１

日
現
在
の
状
況
に
基
づ
い
て
課
税

さ
れ
ま
す
。よ
っ
て
平
成
３０
年
中
に

税
で
あ
り
、か
つ
、経
済
的
理
由

に
よ
り
就
学
が
困
難
な
世
帯
で

あ
る
こ
と

③
素
行
が
善
良
で
あ
っ
て
、志
操

堅
固
で
あ
る
こ
と

④
在
籍
学
校
長
ま
た
は
最
終
の
出

身
学
校
長
が
適
当
と
認
め
た
推

薦
が
あ
る
こ
と

■応 

交
付
申
請
書
、家
庭
状
況
調
査

書
等
を
各
中
学
校
に
提
出

※
教
育
委
員
会
に
て
審
査
の
う

え
、交
付
の
可
否
を
決
定
し
ま
す

※
交
付
金
額
は
、５
万
円

■問 

学
校
教
育
課

☎
３
２
７
―
２
１
１
６

平
成
３１
年
度　
入
札
参
加
者

の
登
録
申
請

　
平
成
３１
年
度
の
市
が
発
注
す
る

物
品
の
製
造
販
売
や
納
入
、役
務

の
提
供
等
で
、新
規
に
入
札
や
見

積
に
参
加
し
よ
う
と
す
る
か
た

は
、次
の
期
間
に
申
請
を
行
っ
て
く

だ
さ
い
。※
す
で
に
平
成
３０・３１
年

度
の
資
格
を
お
持
ち
の
か
た
は
申

請
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん

●
提
出
書
類

市
指
定
の
様
式
を
使
用
。

※
様
式
は
市
の
Ｈ
Ｐ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。ま
た
財
務
情

報
課
で
も
交
付
し
て
い
ま
す（
Ａ
４

フ
ァ
イ
ル
判
紙
フ
ァ
イ
ル
綴
じ
）

●
申
請
有
効
期
間

平
成
３１
年
度（
１
か
年
度
）

●
受
付
期
間

１
／
１０（
木
）ま
で

８
時
３０
分
〜
１７
時

※
土
日
祝
、年
末
年
始
を
除
く

※
受
付
期
間
経
過
後
の
申
請
は
受

付
で
き
ま
せ
ん

●
そ
の
他

く
わ
し
く
は
市
の
Ｈ
Ｐ
ま
た
は
財

務
情
報
課
で
交
付
す
る
提
出
要
領

を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

■申
■問 

財
務
情
報
課

☎
３
２
７
―
４
１
３
１

「
障
害
者
控
除
対
象
者
認
定

書
」に
よ
る
障
害
者
控
除

　
障
害
者
手
帳
を
お
持
ち
で
な
い

か
た
で
も
、６５
歳
以
上
の
寝
た
き

り
等
要
介
護
状
態
の
か
た
で
、調

査
に
よ
り
障
が
い
者
に
準
ず
る
者

と
認
め
ら
れ
れ
ば
、障
害
者
控
除

の
対
象
と
な
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。そ
の
た
め
に
は「
障
害
者
控
除

対
象
者
認
定
書
」が
必
要
と
な
り

ま
す
。認
定
書
の
発
行
に
は
申
請

が
必
要
で
す
の
で
手
続
き
を
お
願

い
し
ま
す
。

※
認
定
書
の
発
行
に
は
申
請
か
ら

２
週
間
程
か
か
り
ま
す

※
調
査
の
結
果
、非
該
当
の
場
合

も
あ
り
ま
す

●
申
込
に
必
要
な
も
の

　
申
請
者
の
印
鑑

■申 

地
域
福
祉
高
齢
課
ま
た
は
市
民

窓
口
課

■問 

地
域
福
祉
高
齢
課

☎
３
２
７
―
４
１
２
６

義
援
金
に
つ
い
て

　

震
災
後
、皆
さ
ん
か
ら
お
預
か

り
し
た
ご
厚
志
は
、随
時
、日
本
赤

十
字
社
岐
阜
県
支
部
に
送
金
し
て

お
り
ま
す
。

●
東
日
本
大
震
災
義
援
金

3
，1
6
9
万
9
，3
2
3
円

●
平
成
２８
年
熊
本
地
震
災
害
義

援
金

5
7
7
万
9
，1
7
8
円

●
平
成
２９
年
７
月
５
日
か
ら
の
大

雨
災
害
義
援
金

4
5
0
万
9
，8
4
0
円

（
12
月
6
日
現
在
）

　
紙
面
を
借
り
て
厚
く
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。引
き
続
き
ご
支
援
を

お
願
い
し
ま
す
。

●
募
金
箱
設
置
場
所

・穂
積
庁
舎　
２
階
ロ
ビ
ー

・巣
南
庁
舎　
正
面
玄
関

●
受
付
窓
口

・総
合
セ
ン
タ
ー　

地
域
福
祉
高

齢
課

・巣
南
庁
舎　
市
民
窓
口
課

■問 

地
域
福
祉
高
齢
課

☎
３
２
７
―
４
１
２
６

障
が
い
者
等
の
相
談
窓
口
を

開
設
！

　
日
常
の
心
配
事
、サ
ー
ビ
ス
利

用
や
就
労
支
援
に
つ
い
て
、相
談
支

援
専
門
員
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

■所 

総
合
セ
ン
タ
ー　
相
談
室
１

■問 

福
祉
生
活
課

☎
３
２
７
―
４
１
２
３

障
が
い
者
等
の
電
話
相
談　

受
付
中
！！

　
次
の
事
業
所
に
お
い
て
電
話
相

談
を
お
受
け
し
て
い
ま
す
。

税
理
士
に
よ
る
無
料
税
務
相
談

の
ご
案
内

　

市
で
は
、税
理
士
に
よ
る
相
続

税
や
贈
与
税
等
、税
に
関
す
る
無

料
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

■日 

1
／
１７（
木
）　
１３
時
〜
１５
時

■所 

総
合
セ
ン
タ
ー 

１
階　
相
談
室

■定 

先
着
順
受
付

■問 

税
務
課

☎
３
２
７
―
４
１
１
２

英
会
話
入
門・韓
国
語
入
門
講
座

　
見
て
、聞
い
て
、話
す
。基
本
的

な
あ
い
さ
つ
や
簡
単
な
会
話
な
ど

を
外
国
人
講
師
と一
緒
に
楽
し
く

学
習
し
ま
す
。

■日 

1
／
２９（
火
）〜

毎
週
火
曜
日（
全
８
回
）

・英
会
話（
中
学
１
年
生
レ
ベ
ル
の

文
法
を
中
心
と
し
た
基
礎
会
話
）

１８
時
〜
１９
時

・韓
国
語（
ハ
ン
グ
ル
の
読
み
書
き
、

挨
拶
や
自
己
紹
介
な
ど
）１９
時
３０

分
〜
２０
時
３０
分

■所 

ソ
フ
ト
ピ
ア
ジ
ャ
パ
ン
セ
ン
タ
ー

■料 

全
８
回
で
５
，０
０
０
円

※
別
途
テ
キ
ス
ト
代
２
，０
０
０
円

■定 

各
講
座
１５
人（
先
着
順
）

■問 

国
際
文
化
交
流
協
会　
前
田

☎
０
９
０
―
６
４
８
９
―
２
８
０
３

※
平
日
の
１０
時
〜
１８
時

平
成
３１
年
瑞
穂
市
消
防
出
初
式

　
地
域
の
消
防・防
災
の
た
め
、日

夜
訓
練
を
積
ん
で
い
る
消
防
団
員

画
的
制
度
」を
導
入
し
よ
う

計
画
３　
土
日
・祝
日
に
プ
ラ
ス

ワ
ン
休
暇
し
て
、連
続
休
暇
に
し

よ
う

●
キ
ッ
ズ
ウ
ィ
ー
ク

　

地
域
ご
と
に
夏
休
み
な
ど
の一

部
を
ほ
か
の
日
に
う
つ
し
て
、学

校
休
業
日
を
分
散
化
す
る
取
り
組

み（
キ
ッ
ズ
ウ
ィ
ー
ク
）が
平
成
３０

年
度
か
ら
始
ま
っ
て
い
ま
す
。子
供

た
ち
の
親
も
含
め
、働
く
か
た
が

た
は
年
次
有
給
休
暇
を
取
得
し
ま

し
ょ
う
！

■問 

岐
阜
労
働
局
雇
用
環
境・均
等
室

☎
２
４
５
―
１
５
５
０

新
春
教
養
講
演
会

　

笑
い
が
免
疫
力
を
高
め
、暮
ら

し
の
潤
滑
油
に
！

■日 

1
／
１８（
金
）

１５
時
３０
分
〜
１６
時
５０
分

※
受
付
１５
時
〜

■所 

ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ヴ
ェ
ー
ル
岐
山

（
岐
阜
市
柳
ケ
瀬
通
６
―
１
４
）

●
講
演

「
笑
い
は
百
薬
の
長
」

講
師　
タ
ク
マ
氏（
ラ
ジ
オ
パ
ー

ソ
ナ
リ
テ
ィ
）

■料 

無
料

■定 

２
０
０
人

■申 

メ
ー
ル
ま
た
は
電
話
に
て

■問 

岐
阜
県
行
政
書
士
会
岐
阜
支
部

☎
２
７
６
―
１
７
７
４

　

m
ail@

gsi-g.info

事
業
主
の
み
な
さ
ま
へ

「
働
き
方
」が
変
わ
り
ま
す
！

　
２
０
１
９
年
４
月
１
日
か
ら
、働

き
方
改
革
関
連
法
が
順
次
施
行
さ

れ
ま
す
。

①
時
間
外
労
働
の
上
限
規
制
を
導

入
　

上
限
は
月
４５
時
間
、年
３
６
０

時
間
を
原
則
と
し
ま
す
。

②
年
次
有
給
休
暇
の
確
実
な
取
得

が
必
要

　
１０
日
以
上
の
年
次
有
給
休
暇
が

付
与
さ
れ
て
い
る
す
べ
て
の
労
働

者
に
対
し
、毎
年
５
日
、時
季
を
指

定
し
て
、有
給
休
暇
を
与
え
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

③
正
規
雇
用
労
働
者
と
非
正
規

雇
用
労
働
者
の
間
の
不
合
理
な
待

の
表
彰
や
訓
練
披
露
の
ほ
か
、瑞

穂
消
防
署
に
よ
る
消
防
訓
練
等
を

お
こ
な
い
ま
す
。

■日 

1
／
１３（
日
）　
９
時
３０
分
〜

■所 

巣
南
庁
舎
周
辺（
雨
天
の
場
合
、

巣
南
中
学
校
体
育
館
）

●
内
容

　
消
防
関
係
表
彰
式
、岐
阜
市
消

防
音
楽
隊
の
演
奏
、特
別
点
検
、救

助
訓
練
、一斉
放
水
な
ど

※
当
日
は
巣
南
庁
舎
バ
ス
停
の
位

置
を
変
更
し
ま
す

■問 

市
民
協
働
安
全
課

☎
３
２
７
―
４
１
３
０

仕
事 

休
も
っ
化
計
画
！

　

年
末
年
始
、１
月
４
日
を
休
ん

で
９
連
休
！

計
画
１　

仕
事
は
チ
ー
ム
で
行

い
、チ
ー
ム
の
中
で
情
報
共
有
を

図
り
、休
み
や
す
い
職
場
環
境
に

し
よ
う

計
画
２　
年
次
有
給
休
暇
の「
計

遇
差
が
禁
止

　
基
本
給
や
賞
与
な
ど
の
個
々
の

待
遇
ご
と
に
不
合
理
な
待
遇
差
が

禁
止
さ
れ
ま
す
。

■問 

岐
阜
労
働
局

①
②
に
関
し
て

労
働
基
準
部
監
督
課

☎
２
４
５
―
８
１
０
２

③
に
関
し
て

雇
用
環
境・均
等
室

☎
２
４
５
―
１
５
５
０

自
動
車
の
名
義
変
更・住
所
変

更・廃
車
な
ど
の
手
続
き
は
お

早
め
に

　
毎
年
年
度
末
の
３
月
は
岐
阜
運

輸
支
局
登
録
窓
口
が
大
変
混
雑

し
、長
時
間
お
待
ち
い
た
だ
く
こ

と
に
な
り
ま
す
。

 

自
動
車
の
登
録
等
に
関
す
る
手

続
き
は
次
の
と
お
り
で
す
。

●
申
請・届
出
関
係

①
普
通
自
動
車・１
２
５
Ｃ
Ｃ
を
超

え
る
オ
ー
ト
バ
イ

中
部
運
輸
局
岐
阜
運
輸
支
局・登

録
部
門

☎
０
５
０
―
５
５
４
０
―
２
０
５
３

※
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス（
音
声
に

よ
る
案
内
）は
、２４
時
間
利
用
可
能

②
軽
自
動
車

軽
自
動
車
検
査
協
会
岐
阜
事
務

所☎
０
５
０
―
３
８
１
６
―
１
７
７
５

③
１
２
５
Ｃ
Ｃ
以
下
の
オ
ー
ト
バ

イ

や
学
習
方
法
、受
講
手
続
き
な
ど

に
つ
い
て
直
接
相
談
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

■日 

①
２
／
３（
日
）、②
２
／
１７（
日
）

※
時
間
は
い
ず
れ
も
１１
時
〜
１６
時

■所 

①
ミ
ッ
ド
ラ
ン
ド
ホ
ー
ル（
名
古

屋
市
中
村
区
名
駅
４
―
７
―
１
ミ
ッ

ド
ラ
ン
ド
ス
ク
エ
ア
５
階
）、②
名

古
屋
サ
ン
ス
カ
イ
ル
ー
ム（
名
古

屋
市
中
区
錦
１
―
１
８
―
２
２
名
古

屋
Ａ
Ｔ
ビ
ル
２
階
）

■対 

一般
お
よ
び
高
校
生

■料 

無
料

※
申
し
込
み
不
要

■問 （
公
財
）私
立
大
学
通
信
教
育
協

会☎
０
３
―
３
８
１
８
―
３
８
７
０

平
成
３１
年
度
市
民
自
主
講
座

講
師
募
集

　
芸
術
、ス
ポ
ー
ツ
、文
化
、趣
味
、

娯
楽
な
ど
幅
広
い
講
座
の
開
設
が

可
能
で
す
。

●
市
民
自
主
講
座
の
目
的

講
師
を
中
心
に
受
講
者
と
講
座
を

運
営
す
る
中
で
、講
師
の「
企
画・

運
営
力
の
向
上
」、受
講
者
の「
学

び
の
意
欲
を
育
て
る
」こ
と

※
３
年
を
め
ど
に
自
主
講
座
か
ら

独
立
し
て
サ
ー
ク
ル
化
を
目
指
し

ま
す

●
平
成
３０
年
度
に
開
設
し
た
講
座

「
拓
本
と
掛
軸
づ
く
り
」、「
骨
盤
＆

体
幹
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
」、「
初
心
者

向
け
の
庭
講
座
」、「
や
さ
し
い
日

本
画
入
門
講
座
」、「
未
婚
男
女
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
交
流
会
」、「
大

正
琴
」、「
瑞
穂
歴
史
文
化
研
究

会
」、「
趣
味
の
茶
道
」、「
キ
ッ
ズ
イ

ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
」、「
英
語
で
お
も
て

な
し
」、「
姿
勢
講
話
」、「
朝
Ｙ
Ｏ
Ｇ

Ａ
」、「
色
を
楽
し
む
講
座
」、「
ハ
ー

ブ
を
楽
し
む
」、「
た
の
し
む
日
用

書
道　

筆
文
字　
ペ
ン
字
」、「
数

秘
＆
カ
ラ
ー　
自
分
の
魅
力
を
再

発
見
」、「
洋
画
入
門
講
座
」、「
ア
ド

ラ
ー
心
理
学　

Ｅ
Ｌ
Ｍ
講
座
」、

「
健
康
で
過
す
た
め
の
や
さ
し
い

自
己
指
圧
」、「
中
部
地
方
の
民
謡

を
三
味
線
で
唄
う
」、「
セ
ル
フ
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
講
座
」、「
そ
ば
打
ち
教

室
」

■〆 

１
／
４（
金
）〜
２
／
８（
金
）

■応 

巣
南
公
民
館
、市
民
セ
ン
タ
ー
、

総
合
セ
ン
タ
ー
に
設
置
の「
講
師

募
集
要
項
」を
確
認
の
う
え「
開
設

計
画
書
」を
生
涯
学
習
課
へ
提
出
。

※
要
事
前
連
絡
。提
出
時
に
簡
単

な
打
合
せ
を
行
い
ま
す

■申
■問 

生
涯
学
習
課

☎
３
２
７
―
２
１
１
７

事
業

◎
新
春
書
初
め
席
上
揮
毫
大
会

■日 

1
／
１４（
月・祝
）　
9
時
〜

※
受
付
は
10
時
30
分
ま
で

■所 

市
民
セ
ン
タ
ー
球
技
場・巣
南

公
民
館
多
目
的
ホ
ー
ル・ふ
れ
あ

い
ホ
ー
ル

■料 

無
料

■対 一般　
市
民
憲
章
の一つ
の
項
目
を

半
折
の
２
分
の
１
の
用
紙
に
揮
毫

し
て
当
日
提
出
参
加（
自
宅
で
書

い
て
持
っ
て
き
て
も
可
）

高
校
生　
新
春
の
座
右
の
銘
を
当

日
会
場
で
揮
毫

●
持
ち
物

習
字
道
具一式
と
履
物
入
れ
の
袋

●
展
示
に
つ
い
て

■日 

1
／
２６（
土
）〜
２８（
月
）

■所 

巣
南
公
民
館（
多
目
的
ホ
ー
ル
）

■日 

2
／
２（
土
）〜
４（
月
）

■所 

市
民
セ
ン
タ
ー（
柔
剣
道
場
）

※
各
会
場
と
も
最
終
日
は
午
前
中

の
み

●
表
彰
式
に
つ
い
て

優
秀
作
品
に
は
、賞
状
と
副
賞
が

あ
り
ま
す
。

■日 

2
／
３（
日
）　
１０
時
〜

■所 

市
民
セ
ン
タ
ー　
ハ
ナ
ミ
ズ
キ

ホ
ー
ル

◎
第
１６
回
新
春
い
け
花
展

■日 

1
／
２６（
土
）　
１０
時
〜
１７
時
、

２７（
日
）　
９
時
〜
１５
時

■所 

巣
南
公
民
館　
ふ
れ
あ
い
ホ
ー

ル公
開
講
座

◎
太
極
拳　
交
流
会・公
開
講
座

■日 

1
／
２６（
土
）

１２
時
３０
分
〜
１６
時
３０
分

■所 

市
民
セ
ン
タ
ー　
ハ
ナ
ミ
ズ
キ

ホ
ー
ル

◎
日
本
舞
踊　
藤
間
流（
藤
登
恵

会
）

■日 

1
／
２６（
土
）、２７（
日
）

１４
時
〜
１６
時

■所 

市
民
セ
ン
タ
ー　
大
和
室

■対 

３
才
以
上

◎
合
唱
団　
体
験
教
室

■日 

2
／
３（
日
）

１３
時
３０
分
〜
１５
時

■所 

総
合
セ
ン
タ
ー　
４
階
リ
ハ
ー

サ
ル
室

■対 

市
内
小
学
１
年
生
〜
中
学
３
年

生　
男
女

■料 

無
料

■申 

前
日
ま
で
に
メ
ー
ル
ま
た
は
電

話
に
て

瑞
穂
市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

「
写
真
展
」

■所
■日 

①
市
民
セ
ン
タ
ー　
サ
ロ
ン

１
／
９（
水
）〜
１
／
２３（
水
）

②
瑞
穂
市
図
書
館
分
館

１
／
２７（
日
）〜
３
／
３（
日
）

※
全
２０
団
の
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
活

動
の
様
子
を
た
く
さ
ん
の
写
真
で

紹
介
い
た
し
ま
す
。団
員
た
ち
の
明

る
く
元
気
な
姿
を
ご
覧
下
さ
い
。

瑞
穂
市
小
学
生
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
大
会

■日 

２
／
１１（
月・祝
）　
９
時
３０
分
〜

■所
市
民
セ
ン
タ
ー　
ア
リ
ー
ナ

■対 

市
内
在
住
の
小
学
４
年
生
〜
６

年
生

■料 

無
料

■〆 

１
／
２２（
火
）

無
料
体
験
実
施
中
！！

キ
ッ
ズ
チ
ア
ダ
ン
ス
教
室

　
い
ろ
い
ろ
な
イ
ベ
ン
ト
に
参
加

し
て
、た
く
さ
ん
の
人
に
元
気
を

お
届
け
し
ま
す
。毎
年
１２
月
に
ク

ラ
ブ
主
催
、Ｇ
Ｋ
Ｄ
ダ
ン
ス
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
で
も
披
露
し
ま
す
。

■日 

土
曜
日（
年
４５
回
）

平
成
30
年
度
時
間
割

●
幼
稚
園・保
育
園
児

　
９
時
５０
分
〜
１０
時
４０
分

●
小
学
校
１
年
生

　
１０
時
４０
分
〜
１１
時
３０
分

●
小
学
校
３・４
年
生

　
１１
時
３０
分
〜
１２
時
２０
分

●
小
学
校
５
年
生

　
１４
時
〜
１４
時
５０
分

●
小
学
校
２
年
生

　
１５
時
〜
１５
時
５０
分

●
小
学
校
６
年
生

　
１６
時
〜
１６
時
５０
分

■所
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー　
ホ
ー
ル

■料 

５
，５
０
０
円
／
月

池
ち
ゃ
ん
先
生
の
キ
ッ
ズ
ヒ
ッ

プ
ホ
ッ
プ
教
室

　
ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ
に
興
味
の
あ
る

子
ど
も
た
ち
、一度
体
験
に
来
て
く

だ
さ
い
。

■日 

火
曜
日（
月
４
回
）

●
初
級
コ
ー
ス

　
１８
時
３０
分
〜
１９
時
３０
分

●
中
級
コ
ー
ス

　
１９
時
３０
分
〜
２０
時
３０
分

■所
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー　
ホ
ー
ル

■対 
小
学
生
以
上

■料 

５
，０
０
０
円
／
月

●
指
導
者　
池
田
啓
悟

中
学
生
以
上
の
チ
ア
ダ
ン
ス
教
室

　

笑
顔
や
迫
力
の
あ
る
演
技
で
、

見
る
人
を
元
気
づ
け
、自
分
自
身

も
演
技
を
通
じ
て
成
長
で
き
ま

す
。

■日 

木
曜
日（
月
３
回
）

※
ク
ラ
ブ
カ
レ
ン
ダ
ー
に
よ
る

１８
時
〜
１８
時
５０
分

■所
市
民
セ
ン
タ
ー　
大
ホ
ー
ル

■料 

４
，５
０
０
円
／
月

■対 

中
学
生
以
上

●
指
導
者　

朝
日
大
学
助
教　

安
達
詩
穂

L
i
n
k-

u
p

み
ず
ほ

■問 

代
表　
阪
田

☎
０
８
０
―
３
２
８
５
―
４
５
１
９

　

m
izuho.rainbow

.choir@
gm
ail.com

展
示

◎
水
墨
画
展（
巣
南
水
墨
画
ク
ラ

ブ
）

■日 

1
／
２4（
木
）〜
２
／
４（
月
）

■所 

市
民
セ
ン
タ
ー　
サ
ロ
ン

あ
り
が
と
う
の
三
行
詩

　
優
秀
作
品
は
、文
化
協
会
祭
で

展
示・表
彰
、文
芸
誌
に
掲
載
し
ま

す
。

■対 

市
内
の
小
学
５
年
生・中
学
２

年
生

■応 

各
学
校
へ
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●放送時間 12：30～13：00　
　（再放送 17：30～18：00）

FMわっち78.5MHzFMわっち78.5MHz

今月お届けする「瑞穂市からのお知らせ」と「とれたてみずほ」です。
※当日、内容が変更になる場合があります。

今月の瑞穂市からのお知らせ・とれたてみずほ

もくようみずほ785

●問い合わせ　総合政策課　☎327-4128

パーソナリティ 第１・３週　林　　幸代
第２・４週　三上　範子

第5週　金森　祥子

1月   3日 瑞穂市からのお知らせ　市長挨拶

1月10日 瑞穂市からのお知らせ　市民安全情報
とれたてみずほ／あいちゃんレポート

1月17日 瑞穂市からのお知らせ　みずほ演劇祭（仮）
とれたてみずほ／社協からのお知らせ

1月24日 瑞穂市からのお知らせ　第10回意見交換会　
とれたてみずほ／少年の主張２０１８

1月31日 瑞穂市からのお知らせ　穂積交番長からのお知らせ
とれたてみずほ／少年の主張２０１８

チャンネルCCNから
放送日程のご案内

地デジ 12ch
（月）～（金）放送

編集後記 JA巣南支店からいただいたサツマイモの苗を子
どもたちが植えました。その収穫を取材したと

き、たくさんの子どもたちが「おいもとれたよー！」と、嬉しそうにカメラ
の前に立ってくれました。３畳ほどの畑で、子どもたちは我先にと手でサ
ツマイモを掘りだします。土から出てきた、ガの幼虫やダンゴムシ、ミミ
ズに興味津々の子。それを見るなり逃げ出す子。友だちに押されて尻も
ちをついて泣いてしまう子。サツマイモのつるで遊びだす子。「おいも
ほり、たいへんだった。」と報告してくれる子。『食育の一環として』と、自
然と触れ合う機会を大事にしている所長の思いが、秋の味覚を通じ、汚
れることを気にもせず、いろんな遊びを自ら見つけ自然とともに歩む子
どもたちの姿として伝わってきました。 ふじのくに

　岐南町は、愛知県と隣接する約８k㎡
の町です。県庁所在地である岐阜市に
隣接し、国道21号と22号、156号が交
差する岐南インターは県下一の交通量
を誇る、交通の便に恵まれた町です。活
気にあふれ交通の要所として栄える岐
南町は、人口が伸び続けており、ここに
住むすべての人たちが暮らしやすい環境を整え、「夢を育み、安心して
暮らせるまち・ぎなん」のまちづくりを目指しています。

▲ぎなんフェスタのようす

岐阜連携都市圏を知ろう！
⑥岐南町

●問い合わせ／岐南町役場 総務課　　  ☎247-1335
　　　　　　　瑞穂市役所 総合政策課　☎327-4128

■人口 25,492人　■世帯数 10,513世帯　■面積 7.91㎢
町勢データ

主なイベント

（平成３０年４月１日現在）

獅子舞サミット（平成30年に限る）
伏屋の獅子舞は古くから岐南町伏屋地区に伝わる伝統芸能で、女形の獅子が歌舞伎や人形浄瑠璃の
外題を演じる「獅子芝居」は全国的にも珍しく貴重なものです。

11月18日（日） 獅子舞会館

プレーパーク（昨年度より施行）

子どもがのびのびと遊べる場を提供し、自然の素材を使い「自由に遊ぶ」をモットーにした遊び場

11月17日（土）
やすらぎ苑（岐南町野中8-75)

ぎなんフェスタ（例年施行）

さまざまな出展者（町内に関するもの）、お笑いライブ、仮装コンテストなど（昨年実績）

10月21日（日）
岐南町役場、JAぎふ岐南支店一帯

瑞穂市の身近な話題を
お伝えする
ＣＣＮのニュース番組

▲マスコットキャラクター
　ねぎっちょ

ぎなんフェスタ、プレーパーク、獅
子舞サミット、町民運動会、マラソ
ン大会、よってきん祭ぎなん、芸能
大会など
伏屋の獅子芝居
徳田ねぎ

7:00、7:45、9:00、10:30、11:00、12:45、14:30、18:45、20:00、23:45
は地デジ11chでの放送となります。

放送日時・内容 ※番組は都合により変更される場合があります
●1/  8（火） みずほ演劇祭2019
●1/15（火） 瑞穂市長インタビュー／成人式

エリアトピックス

伝統芸能
特産品

イベント

※平成30年に開催したものです

謹
賀
新
年

　

謹
ん
で
新
年
の
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。日
頃
は
市
政
の

運
営
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
こ
と
に
心
か

ら
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

瑞
穂
市
で
は
、第
２
次
総
合
計
画
を
策
定
し
、人
口
増
加
を

目
指
し
様
々
な
施
策
を
展
開
し
て
お
り
ま
す
。「
ち
ょ
っ
と
気
に
な
る
ま
ち
岐
阜
み
ず
ほ
」を
キ
ー
ワ
ー

ド
に
Ｊ
Ｒ
名
古
屋
駅
ま
で
最
短
２５
分
の
利
便
性
な
ど
、市
の
魅
力
を
Ｐ
Ｒ
し
て
お
り
ま
す
。

　

昨
年
は
市
制
１５
周
年
を
記
念
し「
み
ず
ほ
ス
マ
イ
ル
ウ
ィ
ー
ク
」
と
し
て
、野
外
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ス
や
ス
タ
ン

プ
ラ
リ
ー
な
ど
を
実
施
し
、市
内
外
の
方
々
に「
田
舎
過
ぎ
ず
都
会
過
ぎ
な
い
ほ
ど
よ
い
便
利
さ
」
を

体
感
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。今
後
も
瑞
穂
市
の
魅
力
を
発
信
し
な
が
ら
、市
民
の
皆
さ

ま
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

新
し
い
年
が
皆
さ
ま
に
と
っ
て
幸
多
く
す
ば
ら
し
い
年
と
な
り
ま
す
よ
う
、心
か
ら
お
祈
り
申
し
上

げ
、年
頭
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

瑞
穂
市
長
　
棚
橋
敏
明

いつでもどこでも「広報みずほ」 ご利用ください広報みずほ・2019.135
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Mizuho City Information Magazine 岐阜県瑞穂市
〒501-0293 岐阜県瑞穂市別府1288番地

058-327-4128
058-327-7414
http://www.city.mizuho.lg.jp
sougou@city.mizuho.lg.jp

発 行

総合政策課編 集
T E L
F A X
ホームページ
E - m a i l 市章桜あじさい

市の花 市の木

人の動き（11月末現在）
（前月比　  30人増）人口 人54,686 男 人27,228 （前月比 　 1人減） （前月比　  31人増）女 人27,458

（前月比 　 35世帯増）世帯数 世帯21,257

瑞穂大学

出演団体

日　　時

会　　場

１月１４日（月･祝）
開場　１３：００　開演　１３：３０
総合センター サンシャインホール

マンホールカードを
配布します

芙蓉会毛利社中（筝演奏）
みずほレインボー合唱団
みずほ女声コーラス
コーラスわかば　
コーラス泉

平成２８年８月から配布しているマンホールカード。
このたび、受験生が志望校に合格するよう願いを
込めた「合格祈願」バージョンを配布します。

第１０回

平成最後の新春音楽会 和（輪）を大切に
琴の調べと美しい歌声をお聴きください

配布場所 下水道課（巣南庁舎）
配布日時 １月8日（火）から

８時３０分～1７時１５分　＊土日祝日を除く
※「合格祈願」バージョンは、土日祝日に行っている
　市民センターでの配布はしません
※ご来庁いただいたかたに一人一枚を無料でお渡しします
　郵送での取り扱いはできませんのであらかじめご了承ください

限定
200枚

入場無料
どなたでも
観賞できます

心にや
さしい新春音楽会

●問い合わせ　生涯学習課（巣南庁舎）　☎327-2117

合格祈願


